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耗 ノ影 響

第 三項 鮫 肝 油 二種 々ナル 還 元 性 物 質 ヲ添 加

ジテ減 膣 蒸 鯉 ヲ施 ス コ ト ニ ヨ ツ テ

「ス ク ア レ ソ」ノ性 能 二及 ボ 洛影 響

第 三 節Squalene二 關 ス ル 研 索

第 一 項 大 氣 中 二於 テSqua】eneヲ 室 温 、37。

C.或 ハ更 二高 温 ヲ加 ヘ テ酸 化 セ シ

ムル カ乃 至 ・・之 二酸 素 瓦 斯 ヲ導 入 セ

シメ テ酸 化 シタ ル場 合

第 二項 各 種 ノ酸 化 剤 ヲ以 テSqualene「 ヲ虎

置 シタル 場 合

(i)樹 脂 酸 「コ バル ト」、樹 月旨酸 「マ ンガ ソ」、

「アル カ リ」性 過 「マ ソガ ソ」酸 加 里 溶 液

緒

朱 ヅ以 テ、余等 ノ・本業績 ノ端緒 二關 シテ柳 力此

ノ際所 感 テ述べ、 偉大 ナル辻本 博士 ノ登 見 セ ラ

レタルSqualeneノ 研 究 二封 シテ満腔 ノ敬意 テ

表 スル ト共 一、其 ノ門下生木村包介氏 二封 シテ

甚深 ナル謝意 テ披渥 セネバ ナ ラヌ。著者等 ノー

人鴻 上ハ、久 シク結核 菌 ト種 々ナル油脂類 トノ

關係 二就 イテ特別 ナル興 味 テ抱懐 シテ居 ツ タ。

即 チ、將來 二於 テ、結核病 二封 シテ最 モ意義 ア

ル特殊的 ノ作用 テ現 ハ スモ ノハ、恐 ラク是等 油

脂類 ノ或 ルモ ノヨ リ登見 セ ラル ・ノデ ハ ナ ィ

カ、且 ツ結核病原菌 二關 スル試験管 内及生膿 内

二於 ケル種 々興味 アル實験的結果 モ墾 ゲ得 ラル

可 キデハ ナカ ラウヵ ト想定 シテ居 ツタ。其 ノ故

ハ、油脂類 中 ノ或 ル モ ノハ、特 二結核菌 ト親和

性 テ示 シ、其 ノ被膜 テ溶 解乃至被膜 テ透 シテ内

部 二滲達 スルガ如 キ性能 テ備ヘ テ居 ル、此 ノ爲

一、試験管 内二於 テモ種 々興 味 アル實験 ガ途 ゲ

ラレル。即 チ、油脂 中 ノ或 ルモ ノハ、結核 菌 ノ

磯 育 二封 シテ直接或 ハ間接 二之 テ防止乃 至殺菌

的 二作 用 スルモ ノガ アル。斯 ク ノ如 ク、Bakte-

riotroPデ アルガ、多 クノモ ノハ、OrganotroP

ノ黙 ガナ イ。 ノミナ ラズ、人禮 二必須 ナル榮養

トモナ リ、∫カ ロリー」テ生 ミ、 「エ ネル ギー」ノ

源 泉
.トナ リ得 ル。即 チ、治療剤 トシテ理想 トス

・ル此 ノ三拍子 テ兼 ネ備 ヘ タモ ノハ、油脂 類以外

言

等

(ii)Squalene二 「オ'「ソ」瓦斯 ヲ作用ゼシ

メタル場合

第四節 鮫肝油及Squaleneノ 乾溜笠強

第五節 減歴蒸{瑠ノ同籔 ト生化學的性能 ノ實験

第六節 減歴蒸鱈、過熱蒸氣蒸鯉及不蒸鯉法ニ

ヨツテ製出セラレ・タルSqualeneノ 生

化學的性能 ノ比較實験

第五章 生化學的二活性或・・非活性 ト唱ヘタルハ

如何ナル鮎 ヲ準櫨 トセル カ

第六章 生化學的二活性化セラレタルSqualene

二關スル考察 ト論議

結 論

一ハ容易二求 メ得可 キデナイト云 フ想定的 ノ考

ヘガ ラ出登 シテ居ル。

然 ルニ、鴻上ハ、昭和3年 以來東京市療養所勤

務 ノ公職 テ僻 シ、市井 ノー醤家 トナルニ及 ビテ、

俗事多端ニ シテ年來抱懐 セル此 ノ希望 テ逡行ス

ルナ ド・云 フコ トハ夢想ダニ及バズ、只、徒 ラ

ニ2ケ 年飴 ノ歳月ハ荏再 トシテ過 ギ去 ツタ。少

シク漫談的二亙ルガ、昭和5年 初頭、辻本博士

ノ門下ニテ現合同油脂株式會肚技師木村包介氏

余 ラ訪 レ、約100c.c・'ノ油脂様液 テ充 セル1瓶 テ

取出 シテ伺 氏 ト余 トノ間二大膣次 ノ如キ會談 ガ

交 ハサ レタ ト記憶 スル。

木村 「結核菌 こ油脂類 さには何か興味ある關係

があ1)ませんか?」

鴻上 「それは、從來久 しく、自分の興味o)深 い

塵ですが、油脂化學を專門ミし居 られる貴下

に何 か 面白 い ざ思 は れ るものがあります

か?」

木村 「是が辻本工學博士の褒見なされた 「スク

アレン」 ε唱へる鮫肝油中に在 る高度不飽和

炭化水素ですが、 この もの ミ結核菌 ミの關係

は興味があるのではないか研究になられては

●'"」

鴻上 「面白いですね、但 し此の ものが結核菌ミ

關係がありはせぬかミ想定 な され た根檬は
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?」

木村 「辻本博士は「スクアレン」を褒見なされた

當初から此の物は必す轡療上に用途のあるも

のε想豫せられ、其の論著中に も此の意味の

事が掲げられて居 られる。博士が斯かる想像

を抱かれた根稼は、「スクアレン」の含有量の

多い鮫類は、総 じて深海に棲息 して居る、且

つ其の内臓の何れの場所に も、寄生物の如き

ものは甚だ窄れである。又、斯かる鮫は、其

の檸猛性ミ活力ミが一段ε旺盛である。 して

見るS、 此の「スクアレン..1なるものは、鮫の

有する活力の源泉の如きもので、或ろ場合に

於ては、日光、酸素等の代償ミもなり叉、一

面に於ては、殺菌的の作用を も有するもので

あるさ見るが妥當な常識的にも起 り得 る刹断

ではないかさの意見から出登 して居られるの

です・一・」

鴻上 「成 る程、辻本博士の「スクアレン」の生禮

生理に關する憶測にも中々面白い「イデー」が

含 まれて居るミ思はれ ます。兎も角 も、俗事

を放梛 して、1つ 大眞面 目になつて徹底的に

研究を途げて見ませ う」。

斯様ナ葎 デ、 「スクアレン」ノ研究二浸頭スルコ

ト・ナツタノデアルガ、其 ノ當時木村氏ハ、耳卯

ヵ所努 ノ爲、現東京府立第三中學校淺尾芳之助

教鍮 ノ紹介 デ余 ノ下二診i療二來 ラレテ居タコト

ガ抑 モ知己 ノ初 メデアルカラ、結局、余等 ノ業

績 ノ端緒 ラ啓カレタ根原ハ淺尾藪鍮ニアル ト云

ツテヨイ。常二同教論 二封 シテ此 ノ意味デ、深

イ感謝 ノ念テ捧ゲ居ル次第デアル。

爾來 「スクアレン」ノ研究實験 テ重ネルコト拾星

霜二垂 ントシテ居ル。此 ノ間、全精能 テ傾注 シ

久 アラユル銀苦 ト圖 ツタ。本論中二詳記 セル

ガ如 ク、 「スクアレン」ノ實験 ハ其 ノ當初 二於 テ

へ 眞二超破天荒的ナル結果 テ示 シ、實 二結核

病學上二於ケル震天動地的一新現象 テ得 タノデ

アル。余等ハ其 ノ珍奇ナル事象二直面 シテ只呆

然タル有檬 デアツタ。

然ルニ其後次第二實験 テ重 ヌルニ從 ツテ・當初

二得 タルガ如 キ破天荒 的、奇蹟的事實 ガ認 メラ

レナ クナヅ タ.誠 二夢 ノ如 クニ清 一失 セタ・弦

二於 テ、余等 ハ更 二勇猛心 テ鼓舞 シタ。 當初 二

得 タル奇怪極 マル現象 ハ、決 シテ夢 デモナケ レ

バ幻 デモナィ。將 又、實験 上 ノ錯 誤 ナ ドデハ断

然 アリ得 ナ 什 確 ク信 ジテ居 ル。

然 ルニ、同 ジク化學的 二「ス クアレン」ト唱 ヘ ラ

ル可 キモ ノ ・同一實禮 二於 テ、或 ルモ ノハ、結

核菌 二封 シテ眞 二名状 ス可 カラザル奇異 ナル現

象 テ惹起 スルニ反 シ、或 ル モ ノハ殆 ド斯 カル現

象 テ認 メナ イ。斯 カル如 キ相 異 ノ因 ツテ起 ル理

由 ハ那邊 ニ アル カ ノ問題 二就 イテ仔 細 二研究 テ

i途ゲ、其 ノ原 因 ノ間明 テ企 テタ コ トガ本論著 ノ

主要 ナル骨子 デアル。此 ノ間10有 饒年・曉 ニハ

希 望 二燃 ヘツ ・研索 二著手 スルガ、タ ニハ無葱

ニモ信念 モ希望 モ美事 二ヘ シ折 ラ レテ長嘆 息 テ

漏 ラスが如 キ幾歳 月 カガ績 イタ。殆 ド矢 モ盾 モ

壷 キ果 テタ ト云 ツテ感 二打 タレタ.コトニモ屡 七

遭遇 シタ。

而 シ乍 ラ、余 等 ノ當初 二得 タ信念 ハ、如何 ナル

i眼苦 ト錐 モ、之 テ屈伏 セシムル コ トハ出來 ナ カ

ツタ。

不僥 不屈、艶 レテ後 止 ム ノ意氣 デ徹 頭徹尾、勇

往適 進 シタ.此 ノ間、實験 上 二於 テモ、危瞼 ヲ

冒 シテ敢行 セル場合 モ屡 け ル。同顧 ス レバ實

二冷汗 ノ種 デ アル。 ヨクヤ リ通 シタ毛 ノダ ト今

更呆 レテ感心 シテ居 ル。此 ノ間二於 ケル、輩 二

減 墜蒸溜法 ノ同撒 ノミニテモ、通計 シテ見 ル ト

1千 数百絵 同 二及 ンデ居ル。 注射 後 二於 ケル尿

中 ノ結核 菌 ノ排泄 テ確 定 セ ン トシテ行 ツ タ検尿

ノ同数 ハ、無慮1萬 激 千同 二達 シテ居 ル。嘗 テ

辻本博士 カ ラ、 「貴 下 ノ行 ツタ 「ス クア レン」眞

空蒸溜 ノ回撒計 リデモ蓋 シ世界 一 デ ス ヨ」。 ト

皮 肉ナ?讃 辞 テ頂戴 シタコ トガ アルガ、照 ル 日

モ、降 ル 日モ、三伏 ノ暑熱 ニモ、嚴冬酷寒 ノ折

一モ、殆 ド休 ム 日モナ ク連 績的 二約7年 間籐、

眞室蒸溜 法 テ繰 リ返 シタ ト云 フコ トハ、門外者

ハ笑 ハ ・"笑へ、拉大抵 デハ 出來得 ナ イ。結 局 ハ

或 ル眞理 テ把握 シヤウ トスル信念 ノ根 強 イカ ノ
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ナ セル業 デアツタ。

夫 レモ、 是 モ、 凡ベ テ ノ苦拶 モ、荊 ノ道 モ、今

カラ顧 ミレバ、追憶 ノ種 デアル。余等 ハ、今弦

デ自分等 ノ踏 ンダ實験 上 ノ苦 心談 テ矢鱈 二披 露

シテ、 自員心 テ満 足 セ シメヤウナ ド・云 フ意圖

ハ毛頭更 ニナイ。只斯 カル業績 ガ僥倖 的偶然的

ノ登 見 トシテ生 ジタモ ノデナ ィ。 此庭 二至 ル道

程 ニハ頗 ル紛糾錯 雑 シタ経 緯 ガ アル。 此 ノ貼 テ

良 ク會得 シテ頂 クコ トハ、業績 二封 シテ正鵠 ナ

ル判断 テ下 ス コ トニ封 シテ甚 ダ必要 ナ コ トデ ア

ル ト感 ジタ カラデ アル。又、世 ノ所 謂學 究者 ナ

ル モ ノ ・中 一ハ、他 人特 二民間市井 ノ馨人?二

依 ツテナサ レタル業績 ナ ドニ封 シテハ、一 モニ

モ無 久 罵 署訥誘,批 議 スルカ乃至 バー顧 テモ

與 ヘ ナ ィ、況 ンヤ其 ノ銀 苫 ノ結 晶 タル業績 二封

シテ算崇 ノ念 モ、敬 度 ノ態度 テモ示 サナ イ。一

掬 ノ同情心 ダニ持合 セテ居 ナ ィ。斯 カル人格 的

一見 テ劣性 デ アル輩 二封 シテ、常 日頃 カラ余 ハ

甚 グ シイ鯵奮 ラ感 ジテ居 タ。此 ノ「癩 ノ種」テ此

ノ際 多少 ナ リ トモ吐露 シテ、腹 ノ脹 ル ・コ トテ

輕減 スル ト共 二、學界 ノー隅 二躇 ルー種奇異 ナ

ル積弊 テ打 開 シテ欲 シィカ ラデ アル。

豪 肚 ナル背景 テ持 ツテ,燦 然 タル研究室裡 二於

テ、 行 ハ レタモノニ非ザ レバ認 容 出來 ナ イ、眞

理 デナ イ、 ト盲信 シテ居 ル世 ノ「アカデ ミケル」

二封 シテ、猛反省 ラ促 シタイ。假令、 四畳牛 ノ

片 隅 二於 テ完成 セラ レタ業績 ト錐 モ、其 ノ眞理

ナル黙 二於 テハ何等 ノ相異 ガナ イ。業績 ノ良否

ハ、其 ノ研究室 ノ設 備 ノ如何 ナ ド・ハ悉 ク比例

スルモ ノ トハ云 く・ヌ。Koch氏 ガ結核 菌 テ登見

シ タ偉大 ナル業績 モ、市井 ノー 開業腎家 トシテ

完 成 セラ レタ ト聞 キ及 プ、優秀 ナル設備 ノ完備

セラ レタ現代 ヨリモ、偉大 ナル駿 見 ハ、却 ッテ

往時視野檬漠 タル顯微鏡 下 二於 テ ヨリ多 クナサ

レテ居 ル デハナ イカ。願 バ クバZF明 坦懐 ナル襟

度 テ持 シ心眼 テ刮 イテ余等 ノ業績 テ讃 了 シテ頂

キ度 イ。

第 一章Squalene二 關 ス ル文 献概 説

第 一 節Squaleneノ 登 見

「スクァ レン」(Squalene,Squalen)ハ 、 明治39

年 工學 博士辻本満 丸氏(1)ガ 、 相州 小 田原産 ノ黒

子鮫肝 油 ヨリー種 ノ炭 化水素 テ分取 シ、更 二大

正3年(1914)ヨ リ多撒 ノ鮫肝 油 二就 イテ詳細 ナ

ル實験 ラ経 タル結果、其 ノ組 成 ガ、C3。且3。二該

當 スルモ ノナル コ トテ確 定、本炭化水素 ハ動 物

學 上 ノ科名Squalidae二 属 スルモ ノ・肝油 中

二含有量 多 キニ因 ミテ、斯 ク命名 セラ レタモ ノ

デアル(2)。

外 國文 トシテ「スクア レン」ノ研究 ラ公表 セル ハ

J.Ind.Eng.Chem.1916,8,889テ 以 テ初 メ

トス。1917英 入A.C.Chapman{3)氏 ハ鮫 肝油

ノー試 料 ヨリ組 成C3。H・,、,テ示 ス炭 化水素 ラ畿

見 シ、之 テSpinaceneト 名 附 ケタ。其後 同氏

ハ、 「ス ピナセ ン」ノ化學式 テC,・gH4Bト 訂 正 シ

タ`4)。現 今 二於 テへ 「ス ピナセ ン」ナル モ ノへ

fス ク アレン」ト同一物 デ ア リ、且 ツ其 ノ化學式

ハ辻本氏 ノ確 定 セ ラレタルC.,。H,。 ガ正當 デ ア

ル コ トモ、且eilbron,Kamm,Owens,Karrer

氏 等 ノ詳細 ナル研 究 ノ結果、學界 二於 テー般 二

認容 セラ レ最早疑 義 ラ置 ク絵地 ノナイ定設 デ ア

ノレo

第 二節Squaleneノ 所 在

辻本 氏 ニ ヨルニ、 「ス クアレン」ハ比 重低 キ(dサ

0.9以 下)鮫 肝油中 一ハ必 ズ存在 スルモ ノト記

載 セ ラル。余等 ハ、市販 品或 ハ直接鮫 ヨリ探 取

セル肝 油 ノ多数 二就 イテ「ス クア レン」ノ存在 テ

實験 シタルガ、辻本 氏 ノ所論 ノ如 ク比重dk計0・9
つ

以 下 ノモ ノー ア リ テ ハ 、 多 少 二 拘 ラ ズ 必 ズ 「ス

ク ア レ ン」テ 含 有 セ ル モ ノデ、0.91以 上 ノ モ ノ

ー テ ハ 、 殆 ド「ス ク ア レ ン」テ含 有 セ ザ ル モ ノ ナ

ノレコ トテ認 メ タ。

又 、 「ス ク ア レ ン」ハ 肝 臓 ノ ミナ ラ ズ 、 鮫 ノ卵 ノ

内 ニ ハ含 マ ル ・ コ トガ ア ル 。 且eilbron氏 ハ 、

肝 臓 以 外 ノ臓 器 中 ニ モ 之 テ認 メ タ リ ト唱 へ 辻
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本 氏 ハ肝臓 ラ除 ケル黒子鮫 油中 二之 テ認 メタル

モ、同氏 ハ肝油 ノ混清 セルニ非 ザルヤ テ疑 ツテ

居ル。Drummond氏 ノ鱈肝油 中 二所謂 「スピナ

セン」 テ検 出 セリ ト唱 ヘ タル モ、辻本氏 ハ之 テ

疑問覗 シテ居 ル。

近時、Thorbjarnarson及Drummond(Analyst.

1935,60,23)氏 等 ハ、 「オ レー フ」油中 一、 「ス

クアレン」 ノ存在 スル コ トラ唱 ヘテ斯界 ニー大

「センセー シヨ ン」テ惹起 セ シメ タガ
、辻本及小

柳(5)氏等 モ、本邦産 「オ レー フ」油 中ニモ 「スク

アレンjテ 含有 セル モ ノナル コ トテ認 メ ラレタ。

叉1936年 ニ ハ酵 母脂 中 ヨ リ「スクア レン」ラ検

出 セル モ ノガ アル。

「スクア レン」テ含有 スル鮫 へ 概 シテ深 海産又

ハ北洋産 ノモ ノデ アル。

第 三 節Squaleneノ 分 取 法

辻 本氏 二檬 ルニ、 「ス クアレン」テ鮫肝 油 ヨリ分

取 スル方法 ハ、 「アル カ リ」鹸化 法、或 ハ其他 ノ

鹸 化法 二依 リ油 中 ノ「グ リセ リ ド」或 ハ 「ヱステ

ル」テ石鹸又 ハ脂肪 酸及 ビ「グ リセ リン」或 ハ 「ア

ルコール」 ノ封犬態 二攣イヒセ シメ、溶牢判ニ ヨリテ

炭化 水素 テ分離 スル テ得 ル モ、此 ノ方 法 へ 「ス

クアレン」 ノ含量少 キ油 ニア リテハ、甚 ダ不便

テ生 ジ、且 ツ「コレステ ロール」及他 ノ高級 「アル

コール」テ分離 スル コ ト困難 デ アル。

辻本氏ハ、原 油 テ減歴叉 ハ過熱 蒸氣 テ使 用 シテ

蒸溜 スル コ トガ最 モ簡輩 デ且 ツ完全 二炭 化水素

テ製出 セ シメ得 ル コ トテ登 見 セラ レタ(本 邦特

許第28143號)。

(1)減 歴 蒸溜法

鮫肝 油中 二含 マル ・炭化水素 「ス クア レン」ハ、

減歴下 二全然 分解 セズ蒸溜 セラル ・ガ故 二、 此

ノ性質 テ利 用 シテ減墜蒸溜装置法 二依 ツテ、不

揮登性 ナル油中 ノ「グ リセ リ ド」又 ハ 「ヱ ステル」

ト容 易二分離 セ シムル コ トガ出來 ル。氣座 ハ成

ル可 ク、10mm以 下 テ可 トス。又弦 二得 タル炭

化水素 ハ、 同時 二蒸溜 シ來 レル少量 ノ脂肪 酸 テ

爽雑 スル ヵラ、「アルカ リ」溶 液 デ之 テ除去 スル。

:fプ リスタ ン
ー1、「ザ メ ン」等 ハ蒸溜 ノ際劃温 的 二分

別 スル。

.(2)過 熱 蒸氣蒸溜 法

蒸溜温度 ハ、約2600Cデ アル。装置 ハ脂肪酸又

ハ 「グリ'セリン」テ過熱 蒸氣 二依 リテ蒸溜 スルガ

如 キモ ノテ使 用 スル。 但 シ、此 ノ法 二依ル時 ハ

油中 ノ「グ リセ リド」又 ハ「ヱ ステル」モ分解 シ、

脂肪酸及高級 「アル コー ル」 モ蒸溜 シ來 ルラ以

テ、炭化 水素 ノ精製 ニハ 「アル カ リ」洗條及其他

ノ操作 テ要 ス。

第 四 節Squaleneノ 性 状 及 其 化 合 物

辻本博士 二檬 ルニ、 「ス クアレン」ハ無 色油状 ノ

液盟 デ、稽 、張 ク光線 テ屈折 スル。純粋 ノモ ノ

ハ、殆 ド著明 ノ臭氣 ナ キモ、貯藏 スル時ハ、「テ

ルペ ン」類 似 ノ臭氣 ラ帯 ビテ來 ル。 味ハ特有 ナ

ルモ、 甚 ダ シク不快 ナ ラズ。嚥 下 スル ニ困難 デ

ナィ。 「エー テル」、石油 「エー テル」、四盤化炭

素及 「アセ トン」等 ニハ易溶性 デ アル。冷酒精及

氷酷 酸等 ニハ難 溶 デ アル。強熱 ス レバ光輝 アル

焔 テ揚 ゲテ燃焼 シ、其 ノ際樹脂檬臭 テ放 ツ。 此

ノ物 ハ、 高度不飽 和化合物 デ、6個 ノ炭 素二重

結 合 テ有 シテ、 「テルペ ン」類 二属 スル開放鎮式

化合物 デ、 「ヂ ヒ ドロ トリテルペ ン」(Dihydro-

triterpene)二 属 スルモ ノデ アル。

「スク アレン」ノ百分組成(計 算撒)ハC87.72% 、

H12.28%、 分 子量(計 算撒)ハ410.4デ アル。

其 ノ理論 上 ノ沃素憤 ハ371.1デ 、 恐 ラ ク脂 肪鴫

ノ化 合物 デ、 「テルペ ン」属 トハ近親 ノ關係 ニ ア

ルモ ノト思惟 セ ラル。

「スク アレン」ノ化學 式及其他 二就 イテハ、從 來

ノ2.3ノ 異 論 ガ アル。Chapmanノ 所 謂 「ス ピ

ナセ ン」ハ、C29且48ト シテ 「ス クア レン」トハ別

物 ノ如 ク取扱 ハ レ、Andr6及Canal雨 氏 ハ

(Bull.Soc.Chim.1929,IV,45,498)「 ス クア

レン」ノ「クロー ル ヒ ドラー ト」ガ2ツ ノ成分 二

分離 シ得 ル コ トテ登 見 シ、 「ス クアレン」テ混 合

物 ト思考 シ、且 ツ鮫油炭化 水素 ト 「コ レステロ

ール」(C27H,,O)ト ノ間 ノ關係 ヲ想像的 二強調

シ、炭化 水素 二C27H,,ナ ル 式 テ提 出 シタガ、

其 ノ實験 的根嫁 ハ極 メテ薄弱 デ アル。
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且eilbronハ 、 「スクアレ ン」ノ組 成 ラC30且5・ ト

シタガ、此 ノモ ノーハ紗 ク トモ2種 以上 ノ異性

盟 ガ混合 セルモ ノデアル ト看倣 シタ.

近 時Karrer氏 等 三ヨル 「スクア レン」ノ合 成 ニ

ヨツテ、C3.oH、uナ ル化學式 ガ正 當 デ アル コ ト、

拉 二軍一物質 デアル コ トモ立謹 セ ラレタヤウデ

ア ノレ。

「スクアセ ン」ノ物理學的恒歎 ハ實験者ニヨツテ

多少相異ガアル。辻本氏 ノ最初 ノ測定敷 テ掲グ

レノマ、

沸黒占252～2540C(5mm),262～264℃(10mm),

約330。C(常 歴)。 、

凝貼 一20℃-1時 間保 ツモ澄 明 デ アル。-75。

C… 一テ白色蝋歌塊 二凝固 ス。

比重diiO・8587～0・8591,d㌘0・8559

屈 折 卒n雪1.4985,曙1.4965

15。C二 於 ケル比重0.8587テ 用 ヒ分子屈折 テ計

算 セル結果 ハ

(比 屈折RハLorenz及Lorentz雨 氏 二依 ル)

R=0.3416MR=140.2

Eisenlohr氏 ノ撒 ニ ヨリテ計算 ス レバC30且50F6。

斯 クノ如 ク分子屈折 ノ實測撒 ト計算数 トノ間 ニ

ハ140.2-137.9=2.3過 超 ガ アル。

旋 光性100mm管 ニ テ測 定 セルニ旋 光性 ナ シ。

燃 嶢熱、毎910773「 カ ロ リー」。

粘 度、比粘度(Ostwald氏 粘 度計)15℃143、

25。C12.2。

Liebermannノ 反 慮 ニヨツテ新 鮮 ナルモ ノハ下

層 二微弱 ナル淡紅色 テ生 ズル。常 温 ニテハ、乾

CH3

1

燥 二長時 間 テ要 スルモ、樹脂酸 「コバル ト」等 テ

加 フ レバ冬季 ニア リテモ、約10日 目 二乾燥 シ、.

乾 燥膜 ハ頗 ル強靭 デ アル。

「スクア レン」ノ2.3ノ 誘i導骨豊テ掲 グ レバ12

臭 化物C3。 且r,。Br,2,6「ク ロール、 ヒドラー ト」

Cgo且506HCI,6「 プ ロー ム ヒ ドラ ー ト」C30H50.

6且Br,水 素 加成物 「ドデ カヒ ドロスクア レン」

(ス クア ラン)C,。H6、,水 酸基加成物C3・ 且5402,.

6「ヨー ドヒ ドラー ト」D30Hso6且1等 ガ アル。

第 五 節Squaleneノ 化 學 的 構 造

「スクア レン」ハ「テルペ ン」族 ノモ ノデ、「ヂ ヒ ド

ロ トリテルペ ン」デ ァル ガ 「テルペ ン」ノ大部分一

ガ植物性 ナル ニ反 シテ「スク アレン」ハ動物性 デ

アル コ トガ既 二甚 ダ興 味 ノアル黙 デアル。

「スク アレン」ノ化學 的構 造 二就 イテへ 久保 凪

(6)氏テ初 メ トシテChapman,且eilbron,Kamm,

Owens及IanAlexander,Simpson,Karrer,

且elfenstein,Wehrli及Wettstein,Ruzicka

及 且osking等 二依 ツテ種 々貴重 ナル研究 ガ途.

グ ラレテ居 ル ノデアルガ、結局Karrer氏 等 ノ

「ス クア レン」合成 一 ヨル實験 ヨ リ與ヘ ラレタル

構 造 ガ最 モ適確明快 ナルモ ノ ト看倣 サ レ テ 居

ル。 即 チKarrer氏 等 ハLycopin及 ビCarotin

ノ構 造研究 二依 ツテ夫 レ等 ハ何 レモ 「イソプ レ

イン」誘 導禮 ニ シテ封 照的構 造 ラ有 スル コ トヨ

リ「ス クア レン」モ同様 二封 照的 ノ構 造 テ有 ス可

ク 「フ。ルネ シール」基2個 ガ結合 セル構 造 テ有

スベ シ ト考 ヘテ次 ノ如 キ構 造式 テ提出 シタ.

(C且3)2C=C且 ・CH2・CH2・C=C且 ・CH2・C且2・C=C且 ・CH,

(C且3)2C=CH・CH2・C且2・C=CH・CH2・C且2・C=CH・CH2

11C

且3CH3

C且 ・l

l

第二章 試験管内二於ケルSqualeneノ 實験

第 一節 油脂 類 ト結 核

菌 二關 スノレ文献

各種 ノ油脂類 ヲ試験管内二於 テ作用 セシメテ結

核菌 ノ如何ナル部分二影響テ起 スカ、其 ノ染色

的 二如何 ナル攣化テ示 スカ、又其 ノ磯育防止み

封 シテ ドレ程 ノ威力 テ示スカ ト云ツタ實験ハ、
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從 來 文獣 上散 見 スル腿 デ アルガ、是等 ノ實験 二

提 供 セ ラ レタ油脂 ト構 セ ラル ・モ ノハ、殆 ド悉

ク日常醤學 上 二使 用 セ ラル ・種類 ノモ ノテ唯漠

然 ト、實験 テ経 タルニ過 ギヌモ ノガ多 イ。是等

ノ内 ニハ脂肪届或 ハ芳香屡 ノ炭 化水素 モ ア レ

バ、 「テルペ ン」屡 ノ炭化水素 モ アル。或 ハ樟磯

属 二類 スル モ ノモ ア リ、或 ハ脂肪 酸 ノ如 キモ ノ

ニ屍 スル モ ノモ アル。例 ヘバ石油、 「テ レビ ン」

油、 「メン トール」、「ク レオ ソー ト」、「オ レイ ン」

酸 ノ如 キモ ノデ アル ガ、 又普通 二油脂 化學 上 ノ

定 義 二合致 スルガ如 キ油脂 ノ類 モ實験 二供 セラ

レテ居 ル。例 ヘバ 「オレー フi油 、肝 油、大楓 子

油、 「ユー カ リ」油 ノ類 デ アル。 元來油脂 ト云 フ

定 義 ハ、脂肪酸 ノ「グ リセ リンヱ ステル」テ絡構

セルモ ノデ、之 テー般 的 二化學式 デ表 ハ セバ

℃底 §≡§叢 諜 ラ寡 ∴1旨聡驚

状 ノモ ノテ意味 シテ居 ル。一般 的 二鑛 油(Min-

・eraloil)ト唱 ヘラル・モノハ、主 トシテ炭 化水素 カ

ラナルモノデ精 油(Essentialoit)ハ 炭 化水素 ノ外

二「アルコー ル」、「アル デ ヒー ド」、「ケ トン」、「フヱ

ノー ル」等 テ主成 分 トセルモ ノテ意 味 シテ居 ル。

蝋 ト唱 ヘ ラル ・モ ノガ、 一般 二高級脂肪酸 ト高

級 「アル コー ル」ノ「ヱ ステル」ノ糸慰構 デアル。

從來署學 上 ニナサ レタ實験 ノ大 多数 ノモ ノハ、

系統的 二油脂 テ選 揮或 ハ學術 的 二精製 セ ラレタ

モノニヨツテハ行 ハ レテ居 ラヌ.唯 、手 當 リ次

第 二通 俗的 ナ油脂類 ト思 ハ ル ・モ ノニ就 イテ行

ハ レタニ過 ギナ イ。從 ツテ軍 二「オ レー フ」油 ノ

實験 トスルモ、 日本藥 局方 二基 ク製品 ナ ドニ到

ツテハ甚 グ シク不純 化 セ ラレタモ ノデアル。從

ツテ軍 二「オ レー フ」油 ノ實験 トスルモ、精製 セ

ラ レタルモ ノニ非ザ レバ實験 ノ結果 ガ果 シ テ

「オレー フ」油 二因 ルモ ノカ、或 ハ之 二來雑 シタ

物 質 二因ル モ ノデ アルカ ノ貼 ガ不 明瞭 トナル謬

ケデアル。

McJunkin(7)氏 ハ結 核菌 テ「オ レイン」酸 中 二置

ク時 ハ、菌 ノ大多撒 ハ珠撒状 トナ リ、抗 酸 性菌

ラ減 少 シテ來 ル ト唱 へ、Heinz(R)氏 ハ「テ レビ ン」

油 中 二結核菌 ヲ浸 漬 スル時 ハ、次 第 二液 ハ透明

性 トナ リ、 菌ハ全 ク溶 崩 ス ト。

Unna氏 ハ癩患者 ノ皮膚切 片 テ「テ レビン」油 中

二置 ク時 ハ、次 第 二深部 ノ細菌塊 ノ溶解 スル つ

トテ認 メ、Villらmin(9)氏 ハ 「テルペ ンチ ン」、「ベ

ンチ ンゴ、「テルペ ン」等 ハ結核菌 ノ登育 ラ防 止 ス

ル ト唱/N、KochCIOI氏 ハ 同 ジク或 ル揮登性油 ハ結

核菌 ノ登育 テ防止 スル コ トテ認 メ、 戸肝12)氏 ハ

数 種 ノ油剤 テ「アラ ピアゴム」水溶液 ニテ乳化盟

トナ シ結核 菌及結核菌類似菌 二封 シテ登育防 止

實験 ラ試 ミテ或 ルモ ノニ於 テハ陽性成績 テ認 メ

ラレタ.遠 藤 及石川氏12等 バー般藥 局方 二掲 ゲ

ラル ・油剤、{列 ヘ バ 「オ レイ ン」酸、 「トルオー

ル」、 「テ レピン」油、 「オ レー一フ」油1「 オ ィカ リ

プス」油、「・ぐル ガモット」、「ツヱー デル」油等 ノ如

キモ ノテ使 用 シテ結核菌蝋 ノ溶解 性 ノ有無、抗

酸性腕失 ノ有無及菌 形 ノ攣異貼、登育防 止作用

ノ有無等 二就 テ實験 ラ逡 ゲ、八谷、原澤及小野

氏(13)等ハ同 ジク通 俗的 ノ油剤●20醗 種類 二就 イ

テ結核 菌蝋及 「リボ イ ド」ノ溶解性、生結核菌 二

封 スル油剤 ノ抗 酸性 二封 スル影響、登育 防止試

験 又併 セテ油剤 ノ瓦斯 ノ獲育防 止實験 ラモ試 ミ

テ居 ラレル。若林氏14)ハ 飽 和及不飽 和脂 肪酸 ノ

10撒 種及 「グ リセ リンヱ ステル」等 二就 イテ結

核菌 ノ登育防IL實 験 テ試 ミ多少阻止作用 ノ認 メ

ラル ・モ ノアル コ トテ報 ズ。佐藤 氏115)7・芳 香囑

「ヒ ドラヂン」誘 導髄 ノ結核形成阻止作用 ノ機魑

二關 スル考察 テ試 ミ、是等諸物質 ノ還元作 用特

二赤 血球 ノ酸素吸牧 テ阻害 スル貼 デ、是 ガ爲 二

組織 呼吸 二於 テ酸素供給 テ僅 少 ナ ラシメ、組織

内二迭 ラル ・酸素量 ノ制限 セ ラル ・コ トガ因子

デ アラウ トノ假設 テナサ レタ。

以上 ハ普通一般的 ノ油剤或 ハ油脂檬物 質 二關 ス

ル文献 ノ概 略 デ ァル ガ、Squaleneナ ル高度不

飽和炭化水素 テ馨學 的方 面 二慮 用 シテ其 ノ詳細

ナル研究 テ燧 ゲ、 且 ツ之 テ公ニナ シタル ハ蓋 シ

余等 テ以 テ噛 矢 トスル。

第 二 節Squaleneノ 死 滅 結

核 菌 二樹 ス ノレ實 験
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人型結核菌3株 、牛株結核 菌1株 ノ 「グ リセ リ

ン」肉汁培養1ケ 月 ノモ ノテ漁熱1000C-1時

間 加熱滅菌 テ施 シタル後 二 濾過 シ テ 菌禮 テ集

メ、撒回滅菌溜 水 一テ洗縢 シ、乾熱80。C一 テ

乾燥 シテ粉末 トナ セル モ ノニSqualeneテ 静 カ

ニ管壁 二沿 ヒテ注加 セ シムル ニ、重層 セルSqu-

aleneハ 瞬 時 ニ シテ菌粉 末 ノ段層 テ滲達 シテ最

下部 二至 ル テ見ル。 此 ノ際菌層 ハ著 明 ナル飴 色

褐 色テ呈 スル ニ至 ル。 之 テ 「ピペット」一テ良 ク

混 和 セ シムル時 ハ、菌塊 ハ油 中 二殆 ド均等状 二

禰 散 スルガ,放 置 ス レバ菌塊 ノ大部分 ハ管底 二

沈 下 スル モ、1部 ハ油中 二長 クZF等 二分離 シテ

存 在 スル。 上記 乾燥 結核 菌粉 末 テSqualene二

浸 漬 セ シメテ370Cノ 血 温 二24時 間 保 テル モ ノ

テZiehl-Neelsen染 色 法 ニ ョツテ検i鏡 スル ニ、

菌禮 ハ多少膨大 セル感 ガ アル、穎粒性 テ帯 ベル

モ ノガ多撒 トナル ガ、 其 ノ抗酸 性 二至 ツテハ著

明 ナ憂化 テ認 メヌ。人型 及牛型何 レニ於 テモ同

様 ノ結果 デ アル)。

次 二前記人型及牛型 ノ1ケ 月 「グ リセ リン」肉汁

培 養 ヲ探 ツテ95%ノ 酒 精 二瞬時作用 セ シメテ

脱水 テ行 ヒ、此 ノモ ノーSqualeneテ 加 ヘ テ同

檬 二370Cノ 血 温 二24時 間 所置 シタル後4検

鏡 スル1二加熱乾燥菌粉 末 二於 ケル場合 二比 較 シ

テ唯其 ノ攣化 ノ程度 ガー一層著明 トハ ナル ガ、其

ノ抗酸 性 二至 ツテハ著 明 ナ攣化 テ認 メナィ。

次 二結核 菌 テ所 定 ノ法 ニ ヨリテ「ヱー テル」、「ク

ロ ・ホル ム」、 「アセ トン」 テ使用 シテ菌蝋 、菌

「リボ イ ド」二分 チタル後 一
、此 ノ各 々 ノ部 分 二

Squaleneテ 加 ヘテ同様 一24時 間血温 二所 置 ス

ルモ菌蝋及菌 「リボ イド」ハ肉眼 的 二何等 ノ攣 化

テ起 サズ溶解 セル形跡 ガ更 ニナ ィ。 油中 ニハ又

「リボ イ ド」二封 スル化學的反磨 モ現 レナ ィ。故

二是等 ノ物質 ハSqualene一 ハ全 ク不溶解 性 デ

アル ト云 ヘル。

次 二、Squaleneテ 前 記乾燥結核 菌粉 末 二加 ヘ

テ1週 日間血温 二所置 シ、時 々振 盈(嚴 密 二密

閉 セル容器)シ タルモ ノテChamberland濾 過

管L,)ニ テ濾過 シ、菌禮 テ除去 シタルSqualene

二就 イテ蛋 白質 二封 スル現色反慮(「 ミロ ン」及

「ビユー レットJ反 慮等)テ 施 スニ著明 二現 ハ レナ

イ。此 ノSqualeneテ 「ツベル ク リン」過敏・性結

核 患者 ノ皮下 二注射 スル ト其 ノ局所 二著 明 ナ過

敏 性反慮 テ現 ハ ス。 又前記 ノ濾過 シタルSqua-

lene二 〇.01%ノ 苛 性曹 達水溶液 テ加 ヘ テ良 ク

振 盈 タシル後 二、分 液漏 斗 ニテ苛性曹達 水 ノ部

分 テ探 リ稀酷酸水溶液 ニテ中和 セルモ ノテ抗元

トシテ結核補禮結合反慮 テ試 ミタルニ著 明ナル

特 異的抗元性 テ認 ノル。 是等 ノ實験 ノ結果 カラ

見 テ、Squaleneハ 結 核菌 ノ被膜 ヲ透 シテ内部

二滲 達 スル性能 ガ甚大 デアルガ、其 ノ被膜 ト思

ハ ル ・菌蝋乃至 「リボ イ ド」物質 テ溶解 セシムル

能 力 ハナ ィ。菌膜 テ透 シテ菌禮 内 ノ基質 二屡ス

ル抗 元性物 質(恐 ラク菌 蛋 白罷或 ハ燐脂禮蛋白

結 合物)テ 抽 出 セシムル コ トガ明 白デ アル。結

局Squaleneハ 結 核菌 ノ被 膜 ノ緩解 テ促 シ其 ノ

滲透 性 テ大 ナ ラ シムル ガ爲 ナル可 シト思 ハル。

第 三 節Squaleneノ 生 結

核 菌 二於 ケノレ實 験

第一 項 結核菌 ノ形態 及染

色上 二及 ボ ス影響

(A)「 グ リセ リン」肉汁培 地 二於 ケル實験

人型株鴻 上第IV型 ノ「グ リセリ ン」肉汁培地 二

登育 セル菌膜 ノ周邊部 ノ幼若 菲薄 ナル部分 テ1

白金耳探 ツテ之 テ新 鮮 ナル 「グ リセ リン」肉汁培

地 二移 シタル後 二毛細管 「ピペ.ト 」一テSqua-

lene1滴(約0.005c・c・)テ 菌膜 上 二滴下 セ シメテ

血温 二貯藏 シテ24時 間後 二観察 スル ニ、菌膜

殆 ド断裂溶崩 シテ微 カニ李等 二培地面 上 二禰散

ス.之 テZieh1・Neelsen法 ニ ヨツテ染色検鏡

スル ニ、菌形 著明 二膨大 トナ リ、 且 ツ穎粒状攣

性 テ起 セルモ ノ多撒 デアル。菌形 ハ縮 ジテ多様

性 テ帯 ビ眞 二火事場 ノ跡 ノ如 キ雑然 タル観 ガ ア

ル。抗 酸性 ノ薄弱 トナ レルモ ノガ多 イ、或 ハ紫

赤 色乃 至暗 赤黒色 テ帯 ブル モ ノナ ドガアル。

(B)卵 黄 「アル カ リ」水培地 二於 ケル實験

黄卵 「アルカ リ」水培 地 二前記人型株 テ移植 シタ

ル後..・・、毛細管 「ピペット」ニテSqualene1滴
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テ滴 下 シテ1週 日目二観察 スル ニ、卵黄 「アル

カ リ)水 培 地著 明 二褐色 ヲ帯 ビ、菌ハ殆 ド褒育

セザ ルガ如 ク、 之 テZiehl-Neelsen法 ニ テ染 色

検鏡 スル ニ、著明 二長大 ナル菌形 テ示 シ、 且ツ

甚 ダ シク穎 粒状墜性 二陥 レルモ ノガ多 イ。抗酸

性 二於 テハ著攣 テ認 ノナ イ。

第二項 結核 菌 二封 スル螢育防 止實験

(A)「 グ リセ リン」肉汁及 「アルカ リ」卵黄 水培地

二於 ケル實験

「グ リセ リン」肉汁及 「アル カ リ」卵黄水培 地 二毛

細管 「ピペ.ト 」ニテ 「ス クア レン」1滴 テ滴 下 シ

テ實験 テ試 ミルー、何 レノ培 地 二於 テモ1ケ 月

テ経過 スルモ全 ク結核 菌 ノ褒育 テ認 メズ。即 チ

完全 ナル褒育防 止作用 アルテ認 メ タ。 「アル カ

リ」卵黄水培地 一ア リテハ徐 々二培地 ガ褐色 ノ

調 ラ増 シ、10日 目頃 ヨリ次第 二培地 ガ澗濁 テ檜

加 シ、2週 日目 ノ後 ニハ著明 ナル「アヅキ」色 ラ

呈 シテ培 地 ガ全 ク凝固 スル ニ 至 ル。 「スクア レ

ン」滴 下後2週 日テ経 タル結核 菌 テ海狽 二注射

スル モ、何 レモ全 ク結核病慶 テ惹起 セズ。故 二

試験管 内二於 テ結核 菌 ガ全 ク死滅乃至極 メテ弱

毒性 トナ レルモ ノナルコ トテ認 メタ。

「アル カ リ」卵黄水及 「グ リセ リン」肉汁 二登育 セ

シメタル結核菌(人 型3株 牛型1株)培 養 二 「ス

クア レン」テ1滴(約0.005c・q)テi商 下 セ シメタル

後、3日 目乃 至5日 目二普通寒 天培 地 二移植 ス

ル時 ハ、緩 徐 デハ アルガ何 レノ菌株 二於 テモ登

育 シテ來 ル。叉此 ノ普通寒天培 地 二瑳 育 セルモ

ノヲ 「アル カ リ」卵黄 水 ノ如 キモ ノニ移植 スル

ト、其 ノ畿 育 ノ程度 ハ原菌株 ノ夫 レー比較 シテ

頗 ル迅速 デ アル。 日.ツ海狽 ノ接種實験 二依 ツテ

原菌 株 ヨ リモ著 明ナル毒力 ノ減弱 テ示 シタ。叉

極 ク窄 レデハ アル ガ「スクア レン」添加培養 ノ或

ル時期 二於 テ、普通寒 天培 地上 二非抗酸性攣異

性球菌或 ハ桿菌 ノ純培 養 テ得 ル コ トガ アル。是

等 ノ攣異性 結核 菌 ハ普通培地 上 二極 メテ迅速 ナ

ル登育 テ逡 グ、血清免疫學 的抗元 トシテ著明 ナ

ル特異 性 テ認 メタ。

(B)ぺ ト ロッフ氏培地 上 二於 ケル實瞼

ぺ培 地 二毛細管 「ピペ.ト 」二依 リ 「ス クァ レン」

1滴 ヲ滴 下 シ白金 耳 一テ培地面上 二李等 二塗擦

セシメタル後 二鴻上人型第IV型 テ移植 シ、管

ロ テ「バ ラフ イン」ニテ熔閉 シ、血温 二貯藏 スル

時 ハ、乳 白色租 石熱性 ノ「コロニー」テ獲生 シテ

來 ル。染色的 ニ ハ 其 ノ抗酸性 二於 テ著 明 ナル

攣異 テ認 メヌ。菌型 ハ寧 ロ短 小 トナ レル観 ガ ア

ル。穎粒状 テ示 スモ ノガ甚 ダ多 イ。斯 クノ如 キ

操作 テ累 ネテ5.6代 経 過 スル時ハ、次 第 二抗

酸 性ハ減弱 シテ非抗酸 性 ノ穎粒或 ハ桿菌 テ多激

二混在 スル ニ至 ル。此 ノモ ノテ普通寒天培地 一

移植 スル ト、徐 々 二登 育 テ示 スガ、非抗酸性 ノ

モ ノハ認 メナイ。 斯 クノ如 ク 「スクア リジー レ

ン」 セ ラレタ結核 菌 モ亦海狸實験 上原菌株 二比

較 シテ著 明 二弱 毒性 トナ ツテ居ル。

次 二前記 人型菌株 「グ リセ リ ン」肉汁培 養10日

目 ノモ ノニ「ス クアレン」テ加 ヘテ王馬璃孚L鉢 ニテ

良 ク摺 リ潰 シテ血温 二所 置 スル コ ト1時 間、3

時 間、6時 間,12時 間 、24時 間 、48時 間 、76

時 間 ノ間隔 二 於 テ、 ぺ培 地 二移植 シテ観察 ス

ル ニ、 既 二浸漬 時間1時 間 目 ノモ ノヨ リ封 照 二

比較 シテ菌 ノ磯 育程度極 メテ僅少 トナ リ、浸漬

時間 ノ長 キニ 亙 ル ニ連 レテ、次 第 二其 ノ褒育

程度減少 シ、逡 二浸漬時間48時 間以後 二於 テ

ハ、全 ク登育 セザル ニ至 ル。浸漬 時間短 ク術 ホ

ペ培地 上二登育 テ認 ムル場 合 二於 テモ、封照 タ

ル原菌株 二比較 シテ其 ノ「コロニー」ノ外観 テ異

シニテ居 ル。乳 白色 デ豚 脂檬 光澤 テ備 へ、梢 ヒ

漁潤 性 二富 ンデ來 ル。是等 ぺ培地上 二登育 セル

菌 ハ、其 ノ型態ハ寧 ロ短小 トナ リ、穎粒 性 トナ

ル傾 向 テ示 シテ來 ル。染色的 ニハ非抗 酸性 ノモ

ノハ認 メナ ィ。又是等 ノ菌 ハ、原菌 株 二比較 シ

テ海狽 二封 スル實験 上其 ノ毒 力 ガ著 明 二減弱 シ

テ居 ル。

次 二人型結核菌 テ海狽 二接 種 シタル後 二、1定

期 間 テ経 テ撲殺 シ、其 ノ脾 臓 二無撒 ノ粟粒結節

テ認 メ該部 二許 多 ノ抗 酸性桿菌 テ謹 明 セルモ ノ
　

ヲ切 除 シ、之 テ縦 二2載 断 シタル後 二、「ス クア

レン」内 二浸漬 セ シムル コ ト3日 間 ノ後 二取 リ
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出 シテ之 テ瑞璃乳 鉢 ニテ良 ク摺 リ潰 シテ生理的

食藍水 ニテ 「ヱムルヂ オ ン」トナセルモ ノテ、3

匹 ノ、海瞑 腹腔 内二注射 シタル後 二1ケ 月乃至3

ケ月 二撲 殺剖 見 スル ニ、何 レノ臓器 二於 テモ全

ク結核 性病攣 テ認 メズ シテ海猿 ハ何 レモ膿 重壇

加 シテ外 観的 ニモ極 メテ健康 デ元氣 デ アツタ.

以 上 ノ實験 ノ結果 二徴 シテ「ス クアレン」ハ試験

管内ノ實験 二於 テ結核菌 ノ登育ヲ防止 セシメ、

結核菌 テ死滅乃至極 メテ弱毒 ノモ ノトナサシメ

ル、且ツ強毒性結核菌 ヨリ次第二弱毒死滅二至

ル迄 ノ間二於 テ、撃 レニ様々 ノ非抗酸性攣異性

結核菌株 テ分離培養 スルコ トガ可能 デアルコト

テ認 メタ。

第三 章 生盤 内二於 ケ ルSqualeneノ 實 験

第 一 節Squaleneノ 毒 力 問 題

中等大 海猿及 家 兎 ノ多数 二就 イテSqualeneテ

経 ロ的 二投與 スルニ、1回 量 トシテ試瞼 動物盟

重 「プロ」冠 二封 シテ約Squalene20qa二 及 ブモ

何等 ノ症 状 テ惹起 シナ イ、下痢 テモ起 サナイ。

人膿 二Squaleneノ 比 較的大量(1同10-一 一一30qa>

テ経 口的 二與 フレベ 寧 ロ便秘 二傾 ク場合 ガ多

イ。

中等大 海狸 二封 シテSqualenelc.aテ 皮 下 二注

射 スル モ何等 ノ症 状 テ認 メナ ィ。又家 兎 二封 シ

テ、其 ノ5c.aラ 皮 下或 ハ筋 肉内二注射 スルモ、

同檬 二何等 ノ症 状 テ認 メス。

家 兎 ノ腹腔或 ハ肋膜 腔 内二2乃 至3c・ae注 入 ス

ル モ、滲 出液 テ醸 成 スルガ如 キコ トハ殆 ドナィ。

唯 繰 リ返 シテ是等腔 内注射 テ施 セル モ ンテ剖見

スル ト、繊維素性 ノ癒着 ガ塵 々 二散 在 セル場合

ガ多 イ。

家 兎 ノ氣 管道 ヨ リ10c.qラ 注 入 スル モ、何等 ノ

症状 テ認 メナ イ、又肝 肺臓實質 内 一1qqテ 注 射

スルモ同檬何 等 ノ症状 ラ認 メズ。

家兎 ノ血管道 内 二注射 テ行 フ場合(其 ノ儘或 ハ

「ア ラピ アゴム」、 牛乳 、 「ゲ ラチ ン」或 ハ 「レブ

ロー ゼ」等 ニテ乳剤 トナ シタル モノ)二 於 テ、其

ノ0,5c.α テ徐 々 二注 入 ス レバ急激 二起 ル重 篤 ナ

ル油剤性 「ヱ ンボ リー」ノ如 キ症状 ハ殆 ド認 メナ

イガ、 大量 ヲ迅速 二血管道 ヨ リ注 入 スル時 ハ、

大 多撒 ハ 「ヱ ンボ リー」症状 ノ下 二艶 死 スル。 是

ハ勿論 然ル可 キ筈 ノモ ノデアル。

以 上 二依 ツテSqualeneハ 如 何 ナル使用 法 テ探

ルモ生膣 二封 シテ直接急性的 ノ毒 性力 テ毫 モ現

ハ サザル コ トガ分 ル。

然 ラバ次 二、Squaleneテ 連績 的 二長期 間與 ヘ

タル場合 二於 テ,何 等 力忌 ム可 キ慢性的 中毒症

状 テ惹起 スル ニ至 ル モ ノナ リヤニ關 シテモ多藪

ノ動物拉 二人禮實験 テ経 タル結果 、決 シテ斯カ

ル慢性的 中毒症状 ノ如 キモ ノテモ認 メ得 ナ{。

中等大家兎 二封 シテ隔 日二Squaleneテ 皮 下 二

1c.a宛 注 射 テ施 シ、2ケ 月 二及 ブモ何 等 ノ副作

用 テ認 メズ、試 獣 ノ艦重増加 シテ元氣 デ ァル。

剖検 上 二於 テモ諸臓器 二病 的 ノ著攣 ハ更 二認 メ

ナ イ。余 等 ハ從來實験 テ経 タル肺 結核 患者 二於

テ、撒年 間 二亙 ツテ連綾的 二毎週SqualeneO.2

-1 .Oqcテ 筋 肉内=注 射 テ施 セル モ ノガ多撒 ニ

アル ガ、何 レモ慢 性的 中毒症歌 ノ如 キモ ノハ更

二認 メナィ。 故 二Squaleneハ 急 性 的 ニモ慢 性

的 ニモ毒性 力 テ全 ク訣 如 セルモ ノデアル。

第 二 節Squaleneノ 排 泄

生盟 内 二移 入 セ ラレタSqualeneガ 如 何 ナル新

陳代謝様式 テ探 ツテ再 ビ生盟外 二排泄 セ ラル ・

カニ就 イテハ未 ダ余 等 ハ充分 ナル研索 テ途 ゲ テ

居 ナ ィ。今後此 ノ問題 二關 シテハ、生化學者 ノ

仔 細 ナル研究 ノ結 果 二待 ツ コ トガ甚 ダ多 イ ト思

バ レル。Squaleneテ 経 口的 二使 用 シタ場合 ト、

之 ラ非経 ロ的 二移 入 シタ場 合 トニ於 テモ恐 ラク

其 ノ新陳代謝 ノ様式 二多少 ノ相 異 テ生 ジテ來 ル

モ ノ ト思 バ レルガ、大農 二於 テSqualeneテ 非

経 口的 二皮 下或 ハ筋肉 内等 二注射 シテ観察 スル

ニ、Squaleneハ 全 ク生罷 内二於 テ憂 化 セ ラレ

ズ シテ排泄 セ ラル ・ガ如 キ コ トハ殆 ドナ ィ。其

ノ故 ハ、家 兎 二Squaleneノ 大 量 テ注射 シタル
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後 二、撒 日間 二亙 ル尿 二就 イテSqulaene特 有

ノ6「 クロ_ル ヒ ドラ_ト 」(C,。H,,。6且Cl)ノ結 晶

テ生ズル ヤ否 ヤ ヲ實験 シタル結果全 ク斯 カル結

晶 テ僅微 ニモ説 明 スル コ トガ出來 ナ ィ黒占カ ラ見

テ明白 デ アル。故 二 生禮 内 一 移入 セ ラ レ タ

Squaleneハ 、酸化作用 ラ蒙 リタル後 一、或 ハ2

盛基性 酸 ノ如 キモ ノ トシテ排泄 セラル ・カ、或

ハ「アル コール」ノ如 キモ ノ トナ リ「グル クロ ン」

酸 ト結 合 シテ排泄 セラル ・カ、或 ハ蟻酸、「レヴ
●

リン」酸、號 珀酸、「アル デ ヒー ドjノ如 キモ ノニ

分解 セ ラレテ排泄 セ ラル ・モ ノナルカ此 ノ邊 ノ

詳細 ナル貼 二就 イテハ尚 ホ不明 デ ア ル ガ、唯

Squalene注 射 後 ノ尿 ニハ アル マ ン、ニラ ンデル

氏 ノ反慮 ハ陰 性 デ アル。次 二、Squaleneテ 皮

下 二注射 セル家 兎 テ剖 見 シテ共 同作業者!… 人

高崎氏㈹ ガ各組織 二沃度 テ作用 セ シムル時 ハ、

沃 度 二反 慮 スルSqualeneノ 酸 化 生成物 ト思 ハ

ル ・物質 テ腎、肺、肝臓等 二謹 明 セ ラレタ。 又

皮 下 二注射 セ ラ レタルSqualeneハ 、 淋 巴道 ヲ

経 テ吸牧 セ ラ レ、諸臓器 二到 ルモ ノナル コ トモ

病理解剖學的 二認 メタ。故 二Squaleneハ 、 生

禮 内二於 テハ迅速 二酸化作 用 ヲ受 ケ其 ノ酸 化物

質或 ハ分解物質 トシテ、 腎臓 、氣道及沿化管等

ヨリ排 泄 セ ラル ・モ ノナル コ トハ明 カテアル。

第 三 節Squaleneノ 生

盟 二封 ス ル作 用

Squaleneテ 人 膿 二封 シテ1回 量0・1-0・5c・aラ

皮下注射 テ行 フ時 ハ、 翫 二注射後 大多数 二於 テ

尿 ノPH二 甚 グ シキ移動 テ生 ジテ來 ル。即 チ酸

性度減弱 シテ弱酸 性 トナル カ、 中性乃 至弧 「ア

ル カリ」性 ト攣化 スル。 是 ト同時 二尿 ノ色調 二

於 テモ大多数 二於 テ著 明 二稀薄 トナ リ、尿 二著

明ナル燐酸盤 ノ析 出 スル テ認 ム。尿 二斯 カル憂

化 ラ惹起 スル ト共 二、血液 内 二於 テモ同檬 ノPH

移動 テ現 出 スル。是等 ノ事象及 血液 瓦斯 二於 ケ

ル攣 化等 二關 スル詳細 ナル報 告 ハ別報 トシテ澹

當者 ガ登 表 ス可 キ豫 定 ニ アル カ ラ弦 ニハ唯簡軍

二要記 スルニ止 メテ置 ク.大 禮 二於 テ、人農 及

動物 二行 ツ タ實験 ノ結果 カ ラ見 テ、Squalene

ハ生 禮 内 二於 テハ其 ノ微 量 一テ、注射直後 ヨ リ

数時 間 二亙 ル強力 ナル還 元性 テ生膿 二及 ボ スモ

ノデ、之 テ換言 ス レバ、Squalene自 膿 ハ極 メ

テ迅速著 明ナル酸化作 用 テ蒙 ルモ ノ ト云 ヘル。

皮下 二注射 セ ラレタル極微 量 ノSqualeneガ 極

メテ著 明 ナル還元作 用 テ螢 ムモ ノトスレバ、生

膿 内 一 アツテ酸化 二關與 ス可 キ酵素 ガー種 ノ燭

媒的働 キテ管 ムニハ非 ザルヤ トモ 思惟 セ ラ レ

ル。或 ハ叉反封 二、Squalene注 射 ノ爲 二、 生

罷 内二存 スル還元性酵素 ノ性能 テ賦 活的 二働 ク

モ ノデ アルカモ知 レナ ィ。叉 生膣 内 二於 テ急速

ナル酸化作用 ヲ経 タルSqualeneガ 、 第2次 的

二自己鯛媒(Autocatalysis)ノ 如 キ状態 テ トリ分

子状酸素 テ搬 ツテ、更 二之 テ原子状 活性 ノ酸 素

トシテ生艦 二供給 スル ガ如 キ役 目ラモ演出 スル

ガ如 キコ トノ可能性 テモ想像 セ ラル デ ハ ナ イ

カ。HoPPeseyler氏 ノ所 論 二從 ヘバ、 生艦 内一

アツテ良 ク還元性 ラ示 スモ ノハ、叉良 ク酸 化ニ

モ關與 スルモ ノトス レバ、Squaleneハ 生膿 内

二於 テ還元作 用 テ示 ス コ トハ、或 ルー一定期間 ノ

範園 一止マ リ、其 ノ後 ハ酸化機構 二與 ル モ ノト

見倣 シテ ヨカ ラウ ト思 フ.

第 四 節Squaleneノ 結 核 罹

患 生 燈 二及 ボ ス實 験

第一項 結核人 二於 ケル實験

結核 二罹患 セル人類 二Squaleneテ 皮 下乃至筋

肉内二注射 テ施 セバ、 注射後 一定期 間 内其 ノ流

血 中、尿所糞便 中 二結核 菌及夫 レヨリ攣移 セル

菌 ヲ出 シテ來 ル。 而 シテ斯 クノ如 クニ シテ排 出

セ ラレタル結核 菌 ハ海猿 二於 ケル接種 實験 ノ結

果何 等典型的結核病慶 テ惹起 セ ザ ル ノ ミナ ラ

ズ、大多撒 ノモ ノハ封照駄 二比 較 シテ却 ツテ健

康 デ アル ガ、但 シ局所 ノ淋 巴腺 ノ ミハ腫脹 シテ

來 ル、此 ノ腫大 セル局所 ノ淋巴腺 ニハ典型的抗

酸性桿菌 ハ認 メナ ィデ、培 養上非抗酸性 ノ球菌

或 ハ穎粒 、桿 菌 ヲ認 メル。稀 二海猿 二封 シテ結

核病 攣 ハ惹起 セヌガ、菌血症 テ起 シテ之 テ発死

セ シムルガ如 キ攣異性結核菌株 モ アル。元來 海

狽 ナル試験駄 ハ先天 的 二抵抗 ノ極 メテ薄 弱 ナル
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動物 ナル が故 二、弱毒或 ハ無 毒1性二慶 異 セ ラ レ

タル結核 菌株 ノ如 キモ ノニ由 ツテモ尚 ホ却 ツテ

其 ノ爲 二菌血症 ノ如 キモ ノテ雅楽 スルニ至 ルモ

ノデ アルガt少 シク先天 的乃 至後天 的 二結核菌

二封 スル抵 抗力 ノ強大 ナル生物、例 ヘバ家兎或

ハ人類 ノ如 キニア リテハ、斯 ノ如 キ弱 毒攣異菌

二由 ツテ八 浜 シテ菌 血症 ノ如 キモ ノノ・起 ラナ

イ。從 ツテ、Squaleneノ 注 射後 流血 中或 ハ尿

乃 至糞 便等 二排 出 セラ レタル結核菌乃 至其 ノ攣

第1表(A)

異 性 ノモ ノハ、實 際 二學問的 二結核菌 ノ病原 性

カラ云 ヘバ、 悉 ク死滅乃 至極 メテ 弱 毒化 セラ

レタモ ノデ アル コ トハ 明 白 デ アル(第1(A)及

(B)表)。

尿 中 二排泄 セ ラル ・結核菌 ハ、其 ノ形態 二於 テ

甚 ダ多様 性 デ アルガ、大禮 二於 テ穎粒状 桿菌 テ

示 セル モ ノが多 イ。時 トシテハ、 著明 二膨大 セ

ル肥大 ナル短桿菌 ノコ トモ アル。其他孤在性穎

粒乃 至八橋 圓形或 ハ球菌状 テ示 ス コ トモ アル。

「スタアリン」注射後結核人流血中ヨリ普遍寒天 二分離培養セル10株 ノ攣移性結

核菌ヲ海狽 二接種後 ノ所見(途 中弊死 生ルモノヲ除キテノ・剖見ノ・4ケ 月目二行フ)。

＼注射後

菌 株 注凍 見
前開重＼
253g

230

252

340

241

247

263

272

260

242

280

266

271

253

249

280

273

263

223

11
256

膣 重

3639

312

340

379

390

371

390

357

330

402

370

369

298

391

398

379

242

200

一274-269

298-263

263240

248252
コ 　　 ロ　 　 　　 　

302269

剖 見 所 見

局所淋巴腺著明二腫大ス

17日 目弊死、腸炎

局所淋巴腺著明二腫大ス

,,

,,

,,

39日 目墜死、原因不明

局所淋巴腺腫大ス

局所淋巴腺著明腫大ス

,,

培 養 及 検 鏡 所 見

青柴スハ穎粒及球菌、少敷抗酸性穎粒

青葉顎紐、球菌、少撒抗酸性穎

,,

青葉顧粒及球菌

青 梨 球 菌

青柴穎粒、球菌、少敷抗酸性穎粒及桿菌

青染頴粒及球菌

_.__翌_

青染顧粒及球菌、少数抗酸性顧粒

青 染 球 菌

,,

青葉頬杖及抗酸性

5日 目墜死、菌血症 青染顧粒及墜球菌

局所淋巴腺肥大ス …青梨穎粒及墜球菌少数抗酸性顧粒

7日 目墜死、菌血症i青 染穎粒及璽球菌

'

局所淋巴腺腫大ス
ー一

150日 目艶死、局所淋巴腺腫大ス

3日 目弊死、原因不明

青染球菌、少数抗酸性短桿菌

吉 染 瓢 粒

L!0メ

ル 氏 反

応

±

十̀

±

301

229
一一巨

85

ド『2爆 「

273

273

282

253

280

295

局所淋巴腺著明腫大ス

4日 目弊死、菌血症

±

青葉顧粒、球菌

青葉願粒、少数抗酸性願粒
32日 目兜死、局所淋巴腺腫大ス1・ ・

60日 目墜死、局所淋巴腺腫大スt青 柴 球 菌

十

補盤
台反応

十

±
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第1表(B)「 ス ク リア ソ」注 射後 流 血 中 二排 出 セ ラル ・抗 酸 性 結 核 菌 ノ海 狸 二野 ス ル毒 性 力 ノ實験 。

(注 射 前 ノ流 血 中 ニノ・抗 酸 性 結 核 菌 ヲ認 メ ザル モ ノ.「 ス 〃 ア リ ソ」・・各 々1cα 宛 筋 肉

内注 射 ヲ施 ス 。 使 用 セル 「ス タ ア リ ソ」ノ・比 重(d㍗)0.8569屈 折 率(n勃1・4965。

一

被検者
年齢及性離 婁記

流血中ノ結核菌 ヲ海狸 二注

射セル様式

實験海狸膿重

注射前 注射後
(4週間後)

滲出型
■ 空洞性

肺結核
22舎 及腸結

核

Squalin注 射後2時 間二於 テ所定 ノ法
一ヨリ抗酸性結核菌ヲ許多二現出スル

ヲ認メタル後二直チニ採血其 ノ5αqヲ

所定 ノ法ニヨリ集菌シテ腹部皮下二注
射ス。此 ノ結核菌数ハ1白 金耳 ノ塗抹
標本上G誼kyV二 相 當ス

2659 290gl羅奮麗臥 抗
臓器二著攣 ヲ認メズ

一

282 295 ,,
一

皿}一.

243

一一

300 ,,
一二

上 記 ノ法 ニ ヨ リテ結 核 菌 量GaffkyIII
二相 當 ス

224 267 肉眼的二者攣 ナシ
一

■ 早期浸
潤21♂

257 315 ,,

一

231 298 局所淋巴腺ノミ腫大
臓器二愛化 ヲ認メ

響』

一

■
20舎

右側肺
尖結核

G誰kyII二 相 當 ス

209

一

280

▼▼

フご
一 一一

抗 酸 性 菌 ナ シ
,,

幽

一

一L291 肉眼的二者攣 ナシ
_　 }

一}一_.212_.

2481315

一 一 一一一

一 　一一 一一 一 一_一 　一__

●D

一 一 一一

一

40一 ♀・・

滲出性
肺結核
及微毒

一一 一 一 一一一 一 一 丁『 一 一 一 丁一 一

GaHkylV二 相 當 ス

一 ■　匿

200 200

一 一 〒一_

局所 ノ淋巴腺腫大ス
抗酸性'菌ナシ其他0.B.

一

一一一

212

一7一一

238 『,

一二.一

一251

㎜ 「¶一一 一1

一 一 昌一一

GaffkyII二 相 當 ス

2471
2490.B.

ゴ12一〔 一一 一… 一(∫「吾 二 一一.一1
』 一一一 一一一』

一一329

296

一=
一滲出性

45舎 肺結核

一1一 … 一 一一
1一一 一 一

282…
一に_・ ・

II
一r一一 一

231,,

一一一一

一

抗酸性 ハ甚 ダ薄弱 ナル モ ノが多 イ、或 ハ色素性

憂患 二階 レルモ ノ、或 ハ全 ク非抗 酸性 トナ レル

モ ノモ多 イ。而 シテSqualene注 射 後、其 ノ尿

中二排泄 セラル ・攣異性 結核菌 ノ時間的關係 デ

アルがSqualeneノ 種 類 ニヨツテハ注射後5分

時 ノ尿 中 二之 テ認 メ、48時 間 二至 リテ甚 ダ シク

第2表

其 ノ撒テ減 ジ、72時 間二八殆 ド悉 ク消失 シテ認

メ得ナクナル。此 ノ期間内 ノ或ル時期二於テハ

既二本業績第2報 二於 テ鴻上等(1Rワ詳細二報告

セルが如 ク、各種各様 ノ攣異性結核菌株 テ流血

中ヨリ直接普通寒天扁平板培地二分離培養=スル

コトが可能 デアル(第2表 一鎖4表 及附圖1)。

「ス タ ア リソ」注 射 後 二於 ケル 尿 中結 核 菌(抗 酸 性)ノ 排 出 ヲ示 ス。 使 用 セ ル 「ヌ ク ア リソ」ノ

比 重(dIO)0.8585。 屈 折':(n獅1・4961。 注 射 前 二於 ケル 尿 中 ニ ノ・抗 酸 性 菌 ノ排 出 セ ザル モ ノ
の

ヲ選 ブ。「ス クァ リ ン」・・各 々1αα宛 筋 肉 内注 射 ト・〈。 注 射 後20分 後 二於 テ検 尿。 染 色 ハ チ

ール 、 ネ ー ル ゼ ソ民 法 二佐 ル 。菌 ノ算 定 ・・大 盤 ガ フ キ=二民 法 二佐 ル(G)1.2及3期 ノ分 類 。

實験例

番 號

1

2

3

一
4

一
5

被検者 年齢及性

24一 ♀

42♂

37舎

31♂

臨 躰:診 断 概 記

培殖性肺結核(第1期)及 肺門淋巴腺炎

培殖性肺尖結核

滲出型肺結核(第2期)

増殖性肺結核(:第2期)及雨側性乾性肋膜炎

28♀1滲 出性空洞性肺結核(第2期)

反氏ワ
「

補

合
横
縞
懸

緒

艦
反

ア
注
中

ス
菌

ク

[
尿

現
核
度

誘
難
瀬

一帯1G

3 十 一

,,1

1

2

柵

十十

什
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6

7

8

9

10
一一一

11

12

13

14

15

16

17
一

18

19
一

ZO

21
一
22

一一

23
一 一}一

24

25
一

26
　

27
}

28

29
一

30
一

31
一 一 膚

32
ユ

33

34

35

36
一 一

37
　

38
一.

39
一
40
『

41
一 一

42
一

43

44

45
}

46

47

48

,

e

塞

49

50
一一

51

♀03

♂02

♂12

♂61

♂13

舎82

♂23

♂42

♂72

舎72

舎72

♀13

♀32

♀02

♂83

♂0至

♀

.
♂

42

61

♂81

♂62

舎92

♂81

♀53

♂62

♂62

82

♀61

♂14

♂62

♀32

♀62

♂

　

05

含21

♀81

♀72

♂81

♂42

♂61

♂23

♀22

♂34

♂61

♂雛

♀04

♂02

♂04

■
冒

■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
　
■
■
■
■
■
一■
i
■
■
■
■
…■
■
■
日

■
■
一
■
■
■
一
■
■
■
■
■
■
■
■
■

増殖性肺結核(第1期)

雨側肺尖結核及左側乾性肋膜炎

右側肺尖結核

滲出性肺結核(:第2期)

混合性空洞性肺結核(第2期)

混合型肺結核(第3期)左 側乾性肋膜炎

滲出性肺結核(第3期)及 僧帽辮膜症

空洞性滲出型肺結核(第2期)及 左側肋膜炎

増殖型肺結核(第2期)
,,

培猫型肺結核(第1期)

増殖型肺結核(:第2期)

左側肺尖結核及慢性腎臓炎

増殖型肺結核(第2期)

空洞性肺結核(第2期)及 腸結核

滲出型肺結核(第2期)

増殖性肺結核(第2期)

肺門淋巴腺結核

壇殖性肺結核(:第1期)

混合型肺結核(第2期)及 温性肋膜炎

空洞性滲出型肺結核(第2期)

培殖性肺結核(第2期)及 左側乾性肋膜炎

増殖性肺結核(:第2期)

,,

,,

右側肺門淋巴腺結核 。

増殖性肺結核(第2期)

混合性肺結核(第2期)及 肺門淋巴腺腫脹

増殖性肺結核(:第2期)及左側乾性肋膜炎

増殖性肺結核(第2期)

,,

滲出性肺結核(:第2期)両側乾性肋膜炎

滲出性肺結核(第3期)

血行播種性粟粒結核

空洞性肺結核(第2期)

滲出性肺結核(第3期)

空洞性滲出性肺結核(第3期)

空洞性肺結核(第2期)及 肛門周国英

滲出空洞性肺結核(第3期)

肺門淋巴腺結核
・増殖性肺結核(第2期)

,,

,,

増殖性右肺尖結核

G.

,,

,,

3

一
1

一
2

一
1

一
1

一
3

一
2

一
2

一
1

一
1

一
1

一
10

2

2

一
4

一2

幽
1

㎜
2

一
1

一
2

一
3

一
3

[2

一
1

2

,,2

3

2

,3

4

3

1

10

2

2

10

,s

3

了

一2

一1

一7

一2

一2

一2

一10

一2

帯

一十

一十

一帯
,一
什

一
什

一
帯

}什

一朴

「柵

=

一帯

柵

柵

一
帯

一朴

一朴

一帯

一帯

一帯

一
帯

一
帯

一十

一十

帯

什

一
帯

「帯

一帯

一光

一什

=

一帯

一帯

十

一
十

一料

一帯

一帯

[柵

一帯

一帯

一帯

一帯

帯

十

十
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52 13♂ 肺門淋巴腺結核 G.10 一 一

53 一 27舎 増殖性肺結核(第3期) _L旦
,,3

鼎 一

54 一 25♀

__一 一一一 一 一

___一__⊥_.一_

滲出性肺結核(第2期)
,一

十 一

55 一 24舎
__一 一 一一一一

空洞性肺結核(第1期) 3」 ± 一

56 一 21♂
　『__一 一一 一 一 一

早 期 浸 潤
__一一 　

2 柵 一

一

57 一 28♀ ・

『『 一 一

●,

『_ 一 一 一 一}一 一 一 一

9,

_ゼ_

,,3 柵 一

58 一 17♂ .,2 柵
一

一

一

59 一 19舎
一一 冒

滲出型肺結核(第2期) ,,3 柵
一
一

60 一 17♂
一__ 一 一_一 一

,, 十 一

P}一 『

61 一 4↓ ♂
一一 一 一 一 　一 一 響 一一

滲出型肺結核(第3期)

1」 ㌧

,,2
一 一

62 一 18♂
一一}一

培殖性肺尖結核 ,,4 什 一

63 一 18♂ 肺 尖 結 核 ,,1 帯 一

64 一 24舎

一

肺尖結核及温性肋膜炎 ,,2 一 一

億一 一 一

一=
65 一 39♂ 滲出性肺結核(第3期) ,,2

一一

柵

66 一 18含

一 冒一

肺 門 結 核 ,,3 柵 一

67 一 24♂

一一 一 一 一 一

空洞性肺結核(第3期 .、 ,,5 柵 一

68 一 29♂
『 一一一 一 一

壇殖性肺結核(第2期) ,,3 ± 一

69 一 38♀ ,, .,10 柵 一

70 一 29舎 D, ,,10 朴 一

71 一 18♀ ・

一一 一 一 一

健 康一
二 『'

一 一

72 一 18♀

-■　}丁

皿 一一 一 一 一 一 一一一 一 一一 一一一一一 一

,,

11

一 一

73 一 29♂ ,,i一_
一 皿-

一 一

74 一 19♀ ,,

一 一 一 一 一 一一 一'一一 一

一 一 一 一

75 一 42♂ ,,
一 一

76 一 40♂

一一 一 一 一 一　 　　 一 一 一

,, 「一 一 一

77 一 25♂

　　一 一}一 『 … 一一 ∵T

,,
一 柵 柵

78 一 39♂

一一 一 一 一 一 一 一 一}

D,

一 一一一一 一 一 曽 一

一 一 一

79 一 127一 ♀・ ,,
一 一一一　 働

一 一 一

80 _135♂ 9,
一 一 一

策3表 「ス タ ア リ ソ」注射 後 二於 ケ ル尿 中 二 出現 ス ル 抗 酸 性 結 核 菌 ノ排 泄 時 間 ヲ示 ス。 使 用 セル

「ス タ ア リ ソ」・・比 重(d20)0 .8567屈 折 率(n勤1.4966。 「ス タ ア リ ソ」ノ・各 々0.5cc宛 筋
ヰ

肉 内注 射 トス 注射 前 ノ尿 中 ニ ノ・抗 酸 性 菌 ヲ認 メ ザル モ ノ。 染 色 テ ー ル、 ネー ル ゼ ソ法 。

實験例番 號 臨休要記 注射5分 後ノ尿中結核菌
注射・15分後 ノ 注射20分 後 ノ
尿中結核菌1尿 中結核菌

注射24時 間後
ノ尿中結核菌

注射48時 間後
ノ尿中結核菌

注射72時
間後ノ尿
中結核菌

一
24舎
空洞性肺
結核(第
2期)
微 紅 色 顧 粒

(1)微 紅色顧粒

(2)比 較粗大ナ
ル抗酸性桿菌

(1)微 紅色顧粒
(2)赤 色 中等大
桿菌

普通大抗酸性桿
菌G.∬

一 試験 セ
ズ

■16♂滲出性肺結核(第
3期)

繊維弱抗酸性桿
菌G.1

繊細 ナル抗酸性
桿菌G.H

ル繊 細 桿 菌

(2)「 モ ノ チー テ
ソ」相 當 ア リ

一 一

(1)頗 ル短小ナ
繊細ナル抗酸性

桿菌G.∬
一

;,

一24♂空洞性肺結核(第
1期)
陰 性 (一)

(1)赤 色顧粒
(2)暗 赤色顧粒

中等大抗酸性桿
菌G.皿

一 陰 性

一
44舎
塘殖性肺結
核(第
2期)
陰 性 (一)

頗ル繊細ナル抗
酸性桿菌G.IV

繊 細頗ル短 カイ
桿菌(抗 酸性)
G.皿

(1)抗 酸性陰性
(2)青 染蔓球菌
(2)青 菜連鎖墜

球菌,

,,
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騨 肺尖結構 購 桑轍 樺 酸性擢程編 二灘 麗酸:1購欝"

陰
潜
性
及
観
護
活
核

徽
伏
結♀

35 粒
・
顕色弥撒

抗
ー
ル
湿
ナ
G
細
菌
繊
桿
ル
性
頗
酸

ルナ
菌
細
桿
繊
性
テ
酸
メ
抗

X

極

弱
G
性 試験セ

ズ

■
16♂
塘殖性肺
結核(第
3期)

,,

繊細短桿菌抗酸
性薄弱及青染願
粒

繊長ナル弱抗酸

性桿菌G.∬

(1)短 繊細抗酸
性桿菌
(2)抗 酸性頬杖

一 陰 性

一19
♂

滲出性肺
結核(第2
期)

,,

繊細ナル短及稚
く長大桿菌様 々
G.皿

繊細ナル抗酸性
桿菌G.X

甚 ダ多種多様 ナ
ル抗酸性及非抗

酸性菌G.IX

一 ■
第4表 種 々ナル製 出法ニヨル「スタア リソ」各々0.5ααヲ筋肉内二注射シタル後3時 間後 ノ種

種ナル尿所見ヲ示ス。注射前二・・抗酸性及非抗酸性共二細菌膿 ヲ認メザルモノヲ選 プ

染色テール、 ネールゼン法

實験例
番 號

被検者
及
年齢・性

臨 休 要 記
注射セル しス
タアリソ」 ノ

比重及屈折率

注射後20:分二於ケル尿中
出現結核菌及其ノ愛異菌

結核締盟
結合反応

エ馬反応

1

1 培殖性肺結核(第
1期)

d讐0.8565

n碧1・4963

(1)弱 青葉穎粒

(2)少 数青葉顧粒状桿菌
十 一■

26舎

2 一29舎
肺尖結核及南側乾
性肋膜炎

,, 少数青染顧粒 十 一

3 ■26舎
肺尖結核及両側灘
性肋膜炎

,, ,, 柵 一

4 一19♂
滲出型肺結核(第
3期) ,, 少数ノ累累或八音染顧粒 十 一

5 一27♂ 肋 腹 膜 炎 D●

(1)青 葉頴粒状桿菌多数
(2)青 葉集團状願粒多数 ± 一

6 ■20♀
培殖性肺結核(第
1期) ,, 青染顧粒状桿菌多数 柵 一

7 一46
♂
空洞性肺結核(第
3期)及肛門周園炎 ,7 0.B. 柵 一

8 ■24♂ 肺 尖 結 核 ,,

(1)青 染顕粒多数
(2)短 桿菌ニテ両端青葉中央部
抗酸性 ノモノ少数

十 一

9 一
19♂

肺結核(第2期)及
右側灘性肋膜炎 ,, 0.B. 督 一

10 ■17・♀
滲出性肺結核(第
1期)

d智0.8555

n智1.4961

(1ノ青染 スル球菌及墜球菌

(2)青 梨繊細桿菌
十 一

11 一19♂
混合性肺結核(第
2期) ,,

(1)青 染顎紐稚 く多数
(2)青 柴讐球菌

督 一

12 ■24♂
増殖性肺結核(第
2期) ,, 青染頬杖許多

1

一 一

13 一26含 ,, .1青 葉離 蝋 十 幽

14 一19♂

一
16♂

滲出性肺結核(第
3期)

1
"i弱 音染顧粒少藪 十 二

15 滲出性肺結核(第
2期) ,, 青葉スル頬杖多数 柵 一

16 一43舎
混合型空洞性肺結
核(第3期)

一 一_

,,

(1)青 菜顧粒多数
(2)青 葉願粒状桿菌少数
(3)抗 酸性桿菌相當

柵 一

17 一17♂
気管道性播種性肺
結核 ,,

(1)弱青染球菌標短桿菌及蔓球菌
(2)弱 抗酸性繊細桿菌

十 一
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18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

17一 ♀・

一
19♂

♂42

卿
興
開
票
騨
騨
騨
騨
♂22

璽
騨
轟
興
避
冥
冥
騨
♂61

鴨
騨

胃

滲出性肺結核(第
1期)

肺結核(第2期)及
右側漁性肋膜炎

混合型空洞性肺結

核(第3期)

増殖性肺結核(:第
1期)肋 膜肥厚

混合性肺結核(第
1期)

増殖性肺尖結核

増殖性肺結核(:第2
期)

塘殖性肺尖結核

雨側乾性肋膜炎及
徽毒

肺尖結核及雨側乾
性肋膜炎

増殖性肺結核(第
2期)

増殖性肺結核(第
1期)

空洞性肺結核(:第
3期)及 肛門周園炎

滲出性肺結核(第3
期)及 辮膜障碍

滲出性肺結核(:第
1期)

格 魯性肺炎後 ノ膿胸
膿内二結核菌多鍛

肺結核(第2期)及
右側灘性肋膜炎

増殖性肺結核(第1期)
及雨側乾性肋膜炎

右側乾性肋膜炎

肺尖結核及両側灘
性肋膜炎

増殖性肺結核(第
1期)

肺尖及肺門淋巴腺
結核

雨側性乾性肋膜炎

空洞性増殖性肺結
核(第2期)

増殖性肺結核(:第
2期)

d智0.8555

n碧1・4961

d智0.8565

n碧1.4961

d智0.8569

n智1・4964

(1)青 葉頬杖多数

(2)抗 酸性頬杖及桿菌少数

抗酸性穎粒及桿菌

青葉顧粗相當アリ

0.B.

十

長 短各様 ノ抗酸性桿菌相當ニァ
リ

青葉讐球菌

0.B.

0.B.

長短各様 ノ抗酸性桿菌相當二認
ム

0.B。

(1)抗 酸性肥大短桿菌集團的二

多籔(2)青葉
穎粒少数

(1)青 染顧粒稚 く多数(
2)青 葉顎紐性桿菌少数

少数青葉顧粒

十

柵

(1)青 葉頬杖多数

(2)抗 酸性顕粒性細桿菌

(1)多 様性抗酸性桿菌
(2)青 葉 及弱抗酸性顎杖

(1)青 葉顧粒及桿菌稚 く多(
2)青 葉球菌少数

柵

什

十

柵

帯

十十

十

帯

柵

十

!柵
一 一1一

±

十

柵

(1)青 染穎粒少籔

1(2)青 染及弱抗酸性桿菌稽 窪L

lll礪灘 程雛 謬 撒

(1)青 柴球菌稚 く多
(2)抗 酸性短細桿菌少激

抗酸性短細桿菌集團的二多厳

d智0・8662

n智1・4968
0。B.

(1)抗 酸性短細桿菌稚く多
(2)抗 酸性穎粒集團シテ多数

抗酸性短桿菌少数

帯

,,

十

十

柵

};「 「

十

讐 臨 細桿醜 く獺 粒型ヲi什

±
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44

45

46

47

48

49

50

51

52

53

54

55

56

57

58

59

60

61

22♂

一
19♂

一
20♂

一
21♀

一40♀

一21♀

24♂

一
15♀

一
18♂

一23♀・

一
26・♀

興
一23
合

一
27♂

一
46♀

一
32♂

一
42♂

17♂

62離 開

63

64

1-

1'♂

■
僻

65- 」23♂

66

67

22♂

騨

増殖性肺結核(第
2期)

肺尖結核及両側乾
性肋膜炎

増殖性肺結核(第
2期)

滲出性肺結核(:第
3期)

空洞性滲出性肺結
核及左側乾性肋膜
炎

灘性肋腹膜炎

滲出性肺結核(第
3期)及辮膜障碍

左肺尖結核及慢性
腎炎

堆積性肺結核(:第
1期)

両側肺門淋巴腺結
核

混合型肺結核(第
3期)

培殖:性肺結核(第
3期)

培殖性肺結核(:第2期)
及気管枝振張症

滲出性肺結核(第
1期)及徹毒

増殖性肺結核(第
2期)

塘殖性肺尖結核

肺門淋巴腺結核

滲出性肺結核(第
2期)

肺 尖 結 核

増殖性結核(第2
期)

68

,69

滲出型空洞性結核
(第3期)

滲出性肺結核(:第
3期)

一 滲出空洞性結核
49♀(:第3期)

一 滲出性肺結核(第
35♀2期)及 肋膜炎

d響0.8662

n智1・4968

d智0・8576

n碧1・4960

d智0.8572

n饗1・4962

d智0.8569

n智1.4968

,,

(1)少 鍛 ノ青菜顧粒

(2)抗 酸性短細桿菌稽 ζ多

(1)青 染穎粒稚 く多(
2)抗 酸性短桿菌少鍛

青葉或ハ黒紫色穎粒稚 く多

青葉穎粒性桿菌少数

抗酸性顧粒及桿菌稚 く多

多形性抗酸性菌多数

青葉頴粒及墜球菌

(1)青 染極小穎粒稚 く多
(2♪ 弱抗酸性桿菌少数

(1)青 染 スル網状桿菌少激(
2)抗 酸性大小題材

(1)青 染 大墜球菌少数(
2)弱 抗酸性顧粒及桿菌

青葉穎粒状桿菌少数

抗酸性大小桿菌稚 く多

(1)抗 酸性墾球菌及桿菌
(2)青 葉璽球菌及桿菌少数

青菜顧粒及桿菌稚く多

(1)青 染墜球菌及頴粒状桿菌(
2)抗 酸性穎粒

青葉顧精精 く多

青染頴粒及桿菌多藪

青葉顧粒及球菌多数

抗酸性短桿菌少数

青柴性桿菌稚く多数

0.B.

青柴穎粘性桿菌稚 く多

「モ ノチーテソ」多数其 ノ内二抗

酸性菌 ヲ貧喰セルモノ多 シ其他細菌
ヲ貧喰セルモノ多 シ

軍核白血球多数、抗酸性無構造性
物質抗酸性穎粒其他66例 二同ジ

輩核白血球稚く多数、抗酸性顧
粒桿菌

柵

十十

柵

十十

十

柵

十

±

十

柵

十

十

柵

柵

十

十

十

十

±

什

柵

柵

惜

十

十十

帯
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7・ 、8♂ 鱗 鷲 騰 炎(第
d智0,8587ぐ(1)抗 酸性球菌及肥大桿菌

n碧1・4960(2)抗 酸性極微顧粒多籔
柵

71一 肺門淋巴腺炎及乾22♂性肋膜炎 (1)弱 抗酸性細桿菌(2)微細抗酸性顧粒少数什

72票 騨鵬 騰騰(第 所見大盤70例 二同ジ 十

73騨 欝 肺結核(第 柵

74璽 興 ■肺 尖 結 核 什

75・7♂ 晶期浸辮 期空lll:llll 附圖二掲載 柵

76r興 ■欝 肺徽(第 附圖二掲載 十十

77 滲出性肺結核(第
3期) ,, 附圖二掲載 帯 十
一
32一 ♀一

78

一一一

肺門淋巴腺結核

一}

,,

(1)単 核白血球少藪(
2>各 種抗酸性頬杖及桿菌
(3)青 葉頬紅少数

柵 一一
42♂

79 肺門淋巴腺結核及
慢性氣管枝炎

,, 抗酸性顧粒多数 什 一一
29♂

80 滲 出性肺結核(第
3期) ,, 抗酸性及非抗酸性菌多数一 劃 一18♀

附 記:Squalene注 射後 流血中 ヨリ結核菌 テ詮

明 スル方法 トシテハ、Squalene注 射 後2時 間

後 二静脈血 テ無菌 的 二50G採 血 シ之 テZeissler

ノ方法 二從 ヒZiehl-Gabett染 色 テ用 ヒガ フキー

氏 ノ算定法 二豫 ツタ(残 渣1白 金耳 ノ塗抹標本

上二現 ハル ・モ ノテガ フキτ「ノ算定法 二様 ル)。

叉尿 中結核 菌 ノ詮 明法ハ、可及 的無菌 的 二尿Ca

8.5c£ 二純 「ア ンチ フォル ミン」3滴 テ加 ヘテ振盗

後約300同 廻 轄 ノ電気遠 心装 置 二15分 時間施

シタル後 二、上清 テ取 り捨 テ、残渣 二60%ノ 酒

精 テ適宜:量 二注加 シテ更 二同様 遠心器 二15分

時間所置 シタル後 二其 ノ沈 渣 テZiehl-Neelsen,

Ziehl-Gabett或 ノ・時 二慮 ジテ「メチー レン」青 ノ

軍染色乃至 ハ盤基性 「メチー レン」青染色或 ハ∠

ラム及 ム.フ 氏等 ノ染色 テ施 シテ検 査 テ行 ヘ

リ。

尿 中 ノ結核菌或 ハ其 ノ類似 ノモ ノラ集 ムル方法

トシテ、 「タ ンー ン」酸 テ添加 シテ一夜貯蔵 シタ

ル後 二、稀酪酸 テ加 ヘ テ行 フ方 法ハ沈澱物 多量

・二生 ジテ其 レテ除外 スル コ ト中々困難 ナル場合

テ生 ジテ面 白 クナ イノデ、途 中 二於 テ該 法 ハ止

メタ。

純 「ア ンチフォル ミン」テ適 量 二加 ヘル ト云 フコ

トへ 別 二取 リ纒 メタ意義 ガナ イ。唯漠 然 ト多数

二行 ツタ経験 上期 ウ シ夕方 ガ ヨリ多 ク抗 酸性菌

が謹 明 セ ラル ・卒 が多 イヤウデ アル ト云 ツタ結

果 カ ラ行 ツタニ過 ギナ イ。次 二60%ノ 酒 精 テ

注加 シテ更 二遠心沈澱 ラ行 フ ト云 フコ トモ別 二

根縁 ノアル理 由 ガナ ィ。斯 クス レバ比較 的多 ク

抗酸 性菌 が登 見 サ レ易 イ ト云 フ程度 二 過 ギ ナ

イ。酒精 ラ添加 シタ沈渣 ハ、極 メテ固定 シ易 ク

剥離 シ難 イ ト云 フ事實 ハ結局抗酸 性菌 テ ヨリ良

ク登 見 シ得 ル理 由デハナ カラウカ。故 二尿 中 ノ

結核菌 ノ検出法 ハ、別 二期 クセネ バナ ラヌ ト云

フ ノデハナ ィ。各 々、適當 ナ法 テ使 用 シテ差支

ヘナ イ ト思 フ
。

叉、弦 二申 シ述 べ テ置 カ ネバナ ラ ヌ コ トハ、

Squaleneラ 注 射後尿 中 二排泄 スル攣異性結核

菌 ナルモ 〃 ・、其 ノ作用 スルSqualeneノ 種 類

一ヨツテ甚 ダ シク相違 シテ來 ル。形態 的 二見 テ

桿菌(繊 、肥、大 小、穎粒 状或ハ無頼 糊 犬)穎粒、

球菌、隻球菌、 四聯乃至八聯球菌状、醸母菌状、
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乃 至 ハ塵様無構造 的 ノモ ノナ ドガ アル。

染色的 二見 テ抗酸 性 ノ弱 イモ ノ、抗酸性 ハ強 イ

ガ抗酒精性 ノ薄弱 ナモ ノ.或 ハ抗 酸及抗酒精性

ガ共 二薄弱 トナ レ ル モ ノ、或 ハ色素性攣態 ラ

探 ツテ緑乃 至黒 紫色 ラ トレルモ ノガ アル、或 ハ

抗酸及抗酒精 性 ガ清失 セ ラ レテ盤基性 「アニリ

ン」色素 ニ ノミ染 色 セ ラル ・モ ノガ アル、或 バ

グ ラム染 色 ニ ノ ミ陽性 テ呈 スルガ如 キ場合 モア

ル或 ハ殆 ド不染 色歌 テ トレル場合 モ アル。

故 二Squaleneテ 注 射シタ後 ノ尿 ヲZiehl-Gabett,

Ziehl-Neelsen,Gram,Much,「 メ チー レン」青軍

染色法等 テ試 ミテ尚 ホ此 ノモ ノガ果 シテ結核 菌

ノ憂異 セル モ ノナルカ否 カテ染色 上 二於 テ鑑別

出來難 イコ トガ往 々 アル。

斯 カル場合 ハ培養 ニ ヨツテ其 ノ血清學 的特異性

ラ検査 スル カ、或 ハ海猿 ノ累代通過法 ニヨツテ

其 ノ菌 ノ性状 テ知 ル ヨリ外 二途 ガナ イガ、大禮

多撒 ノ實験 テ経 レバ、凡 ソ是 ハ結核菌 ノ攣 異 セ

ルモ ノデアル ト云 フ見當 ノ付 ケ ラレル場 合 ガ多

イ。

次 二多数 ノ検尿 テ行 フ場合 二、其 ノ前尿 中 二既

二抗酸性菌 ラ謹 明 スル コ トガ往 々 アル。(泌尿器

結核 性疾 患 テ除外 シタル場合 二於 テ)此 ノ場合

ニー般 的 二抗 酒精性 テ訣如 セル モ ノハ恥垢 菌 デ

アル ト看倣 ス ノデ アルガ、 多撒 二實験 テ経 テ居

ル ト所謂恥垢 菌 ト思 ハル ・前尿 中 ノ抗 酸性菌 二

於 テモ著 シク抗 酒精 性 ノ強 イモ ノガ アル。

恥垢 菌類似 ノモ ノデ著 シク抗酸及抗酒精 性 ラ帯

ベル モ ノニテハ結核菌 トノ囁別 ハ甚 グ困難 トナ

ツテ來 ル。又恥垢 菌 ハ、一般 二穎粒形 デナ イ ト

教書 二記載 セ ラレテ アルガ、前尿 中 二存在 シテ

恥垢菌類似 ノモ ノ ト思 ハル ・モ ノニテ頼粒 状 ノ

モノガ往 々 アル。

使 用 スルSqualeneノ 種 類 ノ如何 ニ ヨツテ如何

二 種 々雑多 ノ攣異性結核菌 テ 注射後 ノ尿 中 二

排泄 スル モ ノデアル カバ表示及 圖解 シタ通 リデ

アル(第2-4表 及 附圖1)。 蓋 シ本 問題 ハ 「ス ク

アレン」 ノ生化學 的 二活性 デアル カ否 カテ解決

スル ニー ツ ノ重大 ナル基準 トナ レルモ ノデ アツ

テ更 二後章 二於 テ詳述 スル コ ト・スル。

表示 セル塵 二縁 ツテ何人 モ観取 出來 ルガ如 久

数値 的 二比重或 ハ屈折率 ガ同等或 ハ近似 ナル場

合 二於 テモ、生化學的性状 ガ必 ズ シモー一致 シテ

居 ラヌ。 例 ヘバ、一 ツハ注射後 二於 テ殆 ド青染

セ ラレタル攣異性結核菌 テ排 出 スルニ封 シテ、

近似 セル 撒値 ノモ ノデ 他 ハ 圭 トシテ 注射後抗

酸 性菌 ノ ミテ現 出 スル ナ ドデ アル。結局物理學

的性状 ハ近似 トスル モ、 生化學的 ノ性能 ノ優秀

ナルモ ノへ 後節 スル ガ如 キ機構 テ経 タモ ノデ

ナケ レバナ ラヌ。表示 スル ガ如 ク、Squalinノ

種 類 ニ ヨツテハ、注射後僅 々、数分時 間二於 テ

既 二尿 中二排泄 スル結核 菌 ヨ リ攣異 セルモ ノ・

内ニハ或 ハ抗酸性 ノ球菌 トナ リ、穎粒 トナ リ、或

ハ無構 造性物質或 ハ塵様 膣 トナ リ、 時 トシテハ

甚 ダ シク弱抗酸性 ノモ ノト攣 ジ、更 二進 ンデハ

非抗 酸 ノ種 々 ナル菌 形 二攣 ジ、或 ハ時 二色素的

攣 態 トシテ緑 紫乃至黒 或 ハ黒紫色 ノ如 キモ ノラ

現出 シテ來 ル。結核 菌 ノ如 キ頑強無比 ナル細菌

ガ注射後、僅 力数10分 間 二於 テ、斯 クノ如 キ夢

想モ出來 ヌ超破 天荒的攣轄 テ招來 スル ト云 フコ

トハ、 在來 ノ馨學 的 ノ考 ヘ カ ラ見 レバー寸有 リ

得 ベ カ ラザル珍 奇 ナル現象 デ、實 際 テ経験 シナ

イ學究者 カ ラ見 レバ、 「馬鹿 ゲ タ話 ハナ イ」、「焼

ガ入 タツ ノダ ラウ」ナ ド・或 ハ嘲笑 スル様 ナ者

モ恐 ラク有 リ得 ル ト思 バ レルガ、事實 ハ斯 クノ

如 シデ アル カラ何 トモ仕方 ガ ナイ。

疑義 テ容 ル ・者 ガ ア レバ、各 自二経瞼 テセ ラレ

テ見ル ガ ヨイ。然 ラバ何人 ト錐 モナル程 ト容易

二會得 ガ出來 ル ト思 フ。別 二手 品 デモ曲藝 デモ

ナ ィ。唯奇蹟 的 ナ破 天荒的 ナ生物學 上 ノー事實

二過 ギナ イ。 ナル程、結核菌 ハ或 ル要約 ト或 ル

條件 ノ下 二於 テハ頗 ル頑固、手 二終 ヘ ヌモ ノデ

アル カモ知 レヌガ、一旦異状 ナル要約 ノ攣轄 二

遭遇 シ、 且 ツ シカ ノ ミナ ラズ、生禮 二備ハ ル各

種 ノ威 力 ノ作 用 テ感受 スル時 ハ、高 ガ1種 ノ細

菌膿 デ アル、須 実 ニ シテ其 ノ状態 テ攣轄 スルガ

如 キ事象 ノ起 リ得 ル コ トハ想像 二鹸 リノアル コ

トデハナカ ラウ カ。余等 ノ得 タル珍 奇 ナル事 實
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モ 、熟 々考 ヘ テ見 レバ、至 極平 凡 ナコ トデ アル

カモ知 レヌ、 結核菌 ハ夫 レ程 二頑 彊 デ凡ベ テ ノ

環境 二拮抗 シ得 ルモ ノナ レバ、早 イ話 ガ、生物

ノ凡ベテ ニ於 テ結核菌 ノ侵襲 ラ受 ケタル モ ノハ

悉 ク其 ノ脅威 ノ爲 二墜倒 セ ラ レナ ケ レバ ナラヌ

筈 デ アルガ、實際 ハ然 ラズ、假令、結核菌 ノ侵

襲 テ受 クルモ、 生物 ノ種類 一 ヨッテハ全 ク無害

二何等 ノ支障 モナ ク縄過 シ得 ル デハナ イカ。 此

ノ揚合 二於 テ、吾人 ハ之 ヲ先 天的免疫 力 トカ何

トカ云 ツテ片 附 ケルガ、竿頭更 ニー歩 テ進 メテ

先天的免疫力 ノ眞髄 ナルモ ノハ、果 シテ如何 ト

問 ヒ糺 シテ見ル ト適確 二答 へ得 ルモ ノハ有 リ得

ナ ィ。丁度此 ノ先 天的免疫性 ノ偉大 ナル生物 二

於 ケルガ如 キ條 件 二合致 スル コ トガ出來 レバ結

核 菌 ハ生禮 内二於 テ登育 モ出來 ナケ レバ、又獲

育 テ防 止 セラ レタ場合 二種 々 ナル攣異 テ トツテ

其 ノ子 孫 ノ絶滅 セザ ランコ トテ 計 ラウ トスル

デアラウ、是 レ全 クDarwinノ 設 二云 フStru-

991eforexistence,Spencerノ 言 フSurvinal

ofthefittestノ 法 理 二合致 スル、生物一般 ノ

通有性 ノ褒露 二過 ギナ{。 余等 ノ實験 ノ結果 テ

奇径 ナ リ ト思 フ者 ハ、其 ノ者 等 ノ頭磯 ハ既 二奇

・怪 ナル方 向二膠著 シテ居 ルカ ラデ アル
。

第二項 結核 二罹 患 セ シメタル海

狸及家 兎 二於 ケル實験

結核 二罹患 セル人 類 ト同様 二、人 爲的 二人型或

ハ牛型株結核 菌 テ以 テ結核 二罹患 セ シメタル海

猿或 ハ家 兎 二於 テモ亦前述 シタル ガ如 キ人類 二

於 ケル實験 ト同様 二Squaleneノ 注 射後 二於 テ

攣化 テ認 ムルモ但 シー般 的 二人 類 二於 ケル攣化

ノ如 ク著明 デハ ナィ。 此 ノ故 ハ人類特 二成人 二

於 テハ証 二獲得 セル結核 二封 スル種 々 ノ免疫性

物 質 ノ威 力或 ハ生物學抵抗 力 ノ威力 ノ加味 セ ラ

ル ・ガ 爲 ト思 惟 セ ラル。 結核罹 患家 兎 二 於 テ

ー定量 テ注射 ス レバ 殆 ド全 ク結核病竈 テ 惹起

セザル ガ 如 キ生化學 的 二 最 モ 良 ク 活性化 セ ラ

レタル ガ如 キSqualene(余 等 ハ 斯 ク ノ如 キモ

ノラSqualinト 便宜 上唱 ヘル)ヲ 或 ル 量以上

温結核罹患 海瞑 二 注射 スル 時 ハ、其 ノ殆 ド悉

クノモ ノハ封照獣 ヨリモ早期 二発死 スルガ如

キ場合 テ認 メル。 是等艶死 シタル 海狽 ノ流血

及内臓諸臓器等 ヨ リハ普通寒天培地上一非抗

酸性愛異性結核菌 テ培養 スル コ トガ 出來ル。

此 ノ理由ハ如何?海 狸 ノ流血拉二諸臓器二於

テ普通寒天培地上二細菌 テ培養 シ得ル ノ事實

ハ該海瞑ガ菌血症 テ起 セル護左デアル。 而 シ

テ此 ノ菌血症 ハ更」血清免疫學的實験及海猿 二

封 スル累代通過實験等 ノ結果 トシテ攣異性結核

菌ナルコ トガ明白ニナツタ。然 ラバ、一方實験

家兎二於 テハ封照ハ全 ク全身的二諸臓器二登ス

ル典型的結核病攣 テ惹起 セルニ拘 ラズSquale-

neテ 注射 セル家兎ハ、殆 ド全 ク結核性病墜 テ認

メズ。斯 クノ如 ク、同一菌株 テ用 ヒテ同一 ノ實

験 テ経 タル海狽 ト家兎 トノ間二於 テ、前者ハ菌

血症 ノ如キ症状 ノ下二封照獣 ヨリモ早期 二艶死

スルニ封 シテ家兎ハ悉 ク結核病攣 テ惹起 セズ シ

テ終ルニ至ルガ如キ實験動物 ノ相違ニヨツテ其

ノ結果ガ甚 ダシキ相違 ラ生 ジテ來 ル。其 ノ理由

ハ、家兎ハ元來結核菌 二封 シテノ抵抗力ハ海狽

ヨリモ遙 カニ優 レテ居ル。此 ノ爲一Squalene

テ注射 シテー定度憂異 セラレ弱毒 トナレル菌 珠

ハ殆 ド悉 ク其 ノ強力ナル抵抗力 ノ爲二死滅 スル

ニ至ルモ海瞑 二在 リテハ然 ラズ、殆 ド無毒性弱

毒攣異性結核菌株 ノ成 ルモノサヘモ之 テ死滅 二

至 ラシムルダケノ抵抗力テ保持 セズ、此 ノ爲 二

良 ク登育 セラル ・状態 ト髪化セル弱毒憂異性結

核菌 ノ爲二、逡 ヒニ破 レテ菌血症ラ惹起スルニ

至 レルモ ノナルコトハ明白デアル。但 シ、海猿

ニテモ此 ノ弱毒性攣異性結核菌 ノ菌血症 ヨリ幸

ヒニ免 レタルモ ノニアリテハ、封照獣 ガ結核性

病攣諸臓器二亙 リテ許多二謹明 スルニ反 シテ、

殆 ド何 レノ臓器ニモ結核病攣iテ認 メヌ。斯 クノ

如 ク、結核 ノ實験病理二於 テ動物 ノ相違 スル コ

トガ其 ノ結果二甚ダシキ差異 テ生ズルコ トハ、

甚 ダ注意ス可 キコ トデアル ト思バ レル。家兎二

封 シテへ 殆 ド全 ク完全二近キ結核登生防止作

用テ認 ムルSqualeneガ 海瞑 二封 シテハ却 ツテ

攣異性結核菌二由ル菌血症 ノ如キ症状 ノ下二封
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照獣 ヨ リモ早期 二艶死 スル ガ如 キ結果 テ生 ジテ

來 ル コ トガ アル。

此 ノ場 合 二、軍 二生死 ト云 フコ トテ目標 トシテ

考 ヘ タナ レバ海猿 二於 ケル實験 ノ結 果 ヨ リ打算

シテ極 メテ生化學 的 二優秀 ナル可 キSqualene

ガ有 害 ノモ ノ ト看 倣 サ レル課 トナ ツテ來 ル。此

ノ故 二、Much氏 等 ハ海狸 ノ實験 テ基調 トシテ

ハ人類 ノ結核 ハ成 リ立 タヌ ト云 ハ レタガ實 二然

リ ト思 バ レル。無抵抗 圭義、抵抗力殆 ド皆無 ノ

海猿 ノ如 キモ ノテ實験 動物 トシテ ノ結果 ハ果 シ

テ人類 二適慮 シテ是 ナル カ非 ナル カ判断 二苦 シ

ム。早 イ話ガ、今弦 デSqualeneノ 實 験 ノ結果

二就 イテ簡輩 二述 べ テ見 ル ト、比較的抵抗力 テ

持 テル家 兎、或 ハ人類 等 二封 シテ最 モ優 秀 ナ数

果 ノアル活性化 セ ラレタSqualeneガ 海 猿 ノ結

核 二封 シテハ多 クハ其 ノ生命 問題 テ目標 トシタ

ル場合 ニハ悪 イ結果 テ現 ノ・ス。比 較的家兎及人

類 二封 シテ数力 ノ低劣 ナモ ノハ海狽 二封 シテハ

却 ツテ優秀 ナルガ如 キ結果 テ生 ジテ來 ル。或 ハ

活性化 セラ レタ優秀 ナルSqualeneニ テ モ極微

量 ナ レバ却 ツテ海狼 ニハ結果 ガ優秀 デ アル。斯

第5表(A)

ク ノ如 ク不都 合 ナ結果 ノ生 レ出 ヅル理由 ハ、畢

寛海猿 ナル動物 ノ無抵抗圭義 ノ素質 二基 クモ ノ

ト云 ヘル。数 力 ノ比較的低劣 ナルSqualeneニ

テハ、結核菌 ハ夫 レ程 ノ影響 テ蒙 ラナ ィ、從 ツ

テ攣異性菌 二由 ル迅速 二登來 スル菌 血症 ノ如 キ

モ ノハ生 ジテ來 ナ ィ。多少 トモ封照獣 ヨ リモ結

核病攣 ハ僅少 デ ァル ト云 フコ トニナツテ來 ル。

海狼 ニハ比較 的数 力 ノナ イモ ノガ却 ツテ優 秀 ナ

ルガ如 キ成績 ラ示 スモ ノデアル カ ラ、此 ノ邊 ノ

實 際 テ會得 シテ居 ラヌ ト或 ル種 ノ治療剤 ノ数果

ノ判定 二錯誤 テ起 ス コ ト・ナル場合 モ往 々生 ジ

テ來 ル ト思 バ レル(第5表(A)及(B)拉 二窮眞

版IV)。

結 核 二罹患 セ シメ タル海狽或 ハ家兎 二Squale--

neテ 注 射 シテ剖 見 スル時 ハ、往 々其 ノ組織切片

標本 上 二抗酸 性或 ハ非投酸 性各檬 ノ攣異性結核

菌 テ認 メル コ トガ アル。是等病理 剖學 的研索 二

關 スル詳細 ナル結 果 二就 イテハ澹 當者 デ アル高

崎氏 ヨ リ追 テ公表 ス可 ク準備 中 デ アル。故 二唯燭

其 ノ概要 ノミテ讃者 ノ蓼考 トシテ簡 軍 二掲 ゲテ

置 ク.

結核罹患家兎二種 々ナル「スクア リソ」ヲ注射 シテ封照獣 トノ間

二於ケル結核性病攣 ノ比較實験(北 研牛型結核菌株静脈接種)

家兎番號
及 菌 量

盟 重 Squalin使 用方法及撲殺

或・・弊死時迄 ノ全量、共
比重蛇二屈折率

肉眼的剖見所見及其他
注射前 注射後(弊 死

或ノ・撲殺時)

・09面mg
2611V,36
1900g

21VI,36撲 殺

2650g

結 核 菌 接種 ト同時 二SqualinO.1
cα 宛 ヲ静 脈 注 射 トシ始 メ10日 間

ノ・毎 日爾 後 ノ・3日 目或 ハ5日 目 二

行 フ 全 量2.0αq

d智0・8589n智1・4960

何 レノ臓器ニモ結核病攣 ヲ認メズ

110,, ,,

1950
,,

2100
同上Squalinヲ1.0α α毎 週1同 皮

下 注 射 全 量5.Ocα

肺、脾、腎臓等二病攣 ヲ認ムルモ
封照二比 シテ著明二僅少且ツ結節
ノ形態・・孤在性甚 ダシ〃治療 ノ傾

向二富ム

■
、

li

宝

}

[

111,,

(り9霧1勘

,,

2000
301V,36馳 死

2050
各臓器二定型的融合性結節ヲ許多
二籏生ス

・・2諭mg
71VI,36
2100

71VII,36撲 殺

2150

結核菌接種 ト同時二SqualinO。1
qα静脈注射撲殺時迄毎 日行 フ 全

量3.1αc

d響0.8587n智1・4965

鮎』皿 一

結核病攣ハ封照二比 シテ著明二僅
少、且ツ其 ノ形態ハ孤在性、硬化

性、強靭ニシテ結締組織標治癒傾向
二富 ム

113,,
,●

2250
撲殺如
50 ,,

結核病攣 ノ程度及形態・・大盟112號
二同ジ肺 ノ組織標本二非抗酸性

球菌及桿菌 ヲ多轍二認 ム
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114諭mg

115,,

116,,

(112-一 一一115ノ封 照)

119壷mg

120,,

121

122

123

124,,

(119-123ノ封 照)

132論mg

133,,

134,,

135,,

(箏2爵1諭

136

137,,

138,,

139,,

140,,

141,,

142,,

71VI,36
23009

2illo

2含60

8/VII,36
1700

i960

コ リワ

1900

1760

1おo

1650

13/V皿,36

2000

2100

2f60

2650

2611X,06
2150

2ぎ60

2450

2d50

シ

ト

等

刺

ス

ニ
乳

射

號

テ

注

12

二
宛

-

均

㏄

ハ
チ

。
4

.m
ラ
0

哩
燗

S

ニ
ヲ

ル
%

ノ

セ
25

モ

用

シ

ル

使

但

セ

殺撲

g

36
㎜
瓢
2

71

リリ リ

1800

6/V皿,36艶 死

1750

3!マ皿,36撲 殺

1300

グリ リ の

1950

2000

25/Vll,36弊 死

1700

191V∬,36,,

1300

31V皿,36撲 殺

1850

1211X,36,.
2050

131軸1,36弊 死

2100

411X,36,,

1700

1011X,36撲 殺

2100

30!X,36,。

1800

291X,36弊 死

2000

301X,36撲 殺

2400

2500

2260

251X,36弊 死

1500

2450

301X,36撲 殺
2150

1850

リリ 　り

2000

Squalinノ 使 用 方 法 ノ・112號b同 ジ

d㌍0.8578n碧1・4959

結 核 菌 接 種 ト共 二静 脈 ヨ リSqualin
O.lca宛 ヲ毎 日注射 ス 全 量2.6aa

d智0・8583n碧1・4963

,,

Squalin注 射 方 法及 全 量 ・・同 上

d智0.8586n智1.4963

同上Squalinヲ50%ノ 「ゲ ラ チ ソ」

乳 剤 トシテ0.2qα 宛 静 脈 注 射

接 種b同 時 二Squalinヲ1週 間毎

日静 脈 注 射 其 後 ・・2日 目乃 至4日

目二行 フ 全 量1.5αq

d智0.8579n碧1.4958

同 上Squalinヲ 「レ・ブ ローe"」 乳 刺

ト シテ0.4qc静 脈 注射

注 射 方 法 ノ・132二 同 ジ 全 量1.2α α

d㌍0.9458n碧1.4995

接 種 ト同時 二Squalinヲ 静 脈 ヨ),

毎 同0.1αait射(隔 日)1.5cc・

d智0。8572n智1・4959

9,

,,

注射方法及全量ハ126二 同 ジ

d響0。8538n釜1・4959

注射方法及全量ハ136二 同 ジ

d㌍0・8555n智1・4960

注射方法及全量ノ・136二 同 ジ

d㌍0.8575n釜1・4960

結核病攣ノ程度及形態ノ・大髄112號
二同ジ肺 ノ組織標本二非抗酸性

球菌及桿菌 ヲ多数二認ム

結 核病 墾 ノ程度 ・・112,113及114
ヨ リモ 多 イ がi封照 ヨ リハ遙 ヵ二勘

イ

諸臓器 二定型的融合性結節許多二
籏生ス

肉眼的二殆 ド所見ナシ饅重 ノ急減
セルノ・急性腸炎 ノ爲ナ リ

脾臓及肺二少数ノ硬化性孤在性結節
アリ

肺臓二撒個 ノ強靭結締織様結節ヲ
認 ム

,,

死 因 腸 炎?

結核性病攣ナジ 死因不明

肺及脾臓二定型的結節相當多数

諸臓器二相當多数 ノ結節 ヲ認 ムル
モ孤在性治癒 ノ傾向二富 ム

結核性病攣極メテ僅少死因飼育人
ノ過失 ニヨル胃ノ破裂

結核病攣 ヲ認 メズ

定型的融合性結節ヲ諸臓器二多鍛
二認 ム

諸臓器二多数 ノ結核病攣ヴ認 ムル
モi封照ノ融合性結節二比 シ孤在性

治癒 ノ傾向二富 ム

殆 ド,,

,,

_昌___一 一 一一

,,

諸臓器二結核病攣多撒、共 ノ状稽
ヤ封照獣二等シ

,,

諸臓器二結核病攣多数アルモ封照
ヨリモ僅少且ツ各結節・・孤在性硬

化性治癒 ノ傾向二富 ム
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瑠 孟mgi2・/X
,3613・/X,36搬

(136-142/i封照)11850i'8SO

144,,
6/XI,36
2000
301XI,36,,
2150

145,, 2i60
リリ リリ

2050

146,
1学60

ロリ リ リ

1750

147"i2f6・

148,t

(争4扇1鋤

・49痴 ㎎

150,,

リリ

1700

2!Xll,36

2100

1950

151,, 2650

りり 　り

2300

"弊 死

1500

511,37撲 殺

2300

ロリ クリ

1700

リリ リリ

1600

152,,

153,,

リサ 　リ リリ

205011950

」

154,,

155,,

156,,

(151-一一145/i封照)

157,,

2660

26bo

リリ

2000

リド

1850

18/1,37
1900

りリ リリ

1600

リリ リリ

1900

　つ リリ

2150

"弊 死

1300

26/∬,37弊 死

1300

158,, 1960
"撲 殺
1850

159,, 2650
ロリ リリ

2000

160,, 19bo
グロ リリ

1850

接 種 ト同 時 二Squalinヲ 静 脈 ヨ リ毎
4日 間 注 射 共 後 ハ隔 日乃 至3日

目 二行 フ 全 量1.2c・c・

d智0・8578n碧1.4962

同 上Squalinヲ 皮 下 二 注 射 ス

同 上Squalinヲ 氣 管 道 注 入

同 上Squalinヲ1同0.5α α宛 経 口

的 二撮 取 セ シム

接 種 ト同 時 二毎 日1週 間Squalin
O.1αq宛 静 脈 注 射 トス 、 共 後 ハ隔

日乃 至5日 目 トシ 全 量1.9α α

d㌍0・8581n碧1・4959

注射方法及全量ノ・149二 同 ジ

d聖0.8589n智1・4959

注射方法及全量ノ・149二 同 ジ

d智0.8596n碧1.4960

注射方法及全量ハ146二 全 ジ

d智0.8437n釜1・4700

注射方法及全量ノ・149二 同 ジ

d智0・8759n智1.4953

注射方法及全量ノ・149二 同 ジ

d響0・8625n智1・4968

注射方法及全量ノ・149二 同 ジ

d響0・8606n碧1.4965

接 種 ト同 時 二静 脈 ヨ リ毎 同0.1αc.

ヲ注 射 初 メ1週 間 ノ・毎 日、 共 後 ノ・

隔 日乃 至5日 目 全 量1.9ac.

d智0・8729n智1・4858

注射方法及全量157二 同 ジ

d㌍0・8570n饗1・4951

d聖0・8589n智1・4960

d智0・8590n碧1.4962

定型的融合性結節ヲ諸臓器二許多
二認 ム

諸臓器二病攣アルモ封照二比 シ極
メテ僅少、且ツ結節ノ・孤在性強靭

結節組織様治癒 ノ傾向二富ム

大留144二 酷似スルモ病攣部ハ稽
ヤ多 シ

諸 臓 器 二結 核 病 攣 ヲ認 ムル モ封 照
ヨ リモ僅 少 、 結 節 ノ性 状 ・・144二

同 ジSqua!inノ 侵 入 セ ル肺 部 ニノ・

結 節 ナ シ

諸臓器二結核病攣多数、其 ノ状稽
ヤi封照二類似ス

諸臓器二定型的融合性結節許多二
籏生ス

結核病攣 ヲ認 メズ

肺臓二少数 ノ結節アルモ孤在性彊
靭結締織檬治癒 ノ傾向二富ム

脾及肺臓 二許多ノ結節アリ其 ノ駄
稽 くi封照二類似 ス

所 見 ノ・大 腔151ト 同 ジ、 病 攣 部 ノ・

夫 レ ヨ リモ精 ζ僅 少

所 見 ノ・151及152ヨ リモ遙 カニ砂
シ

所 見 ノ・151,152,153ヨ リモ夏 二

蓬 カ ニ僅 少

殆 ド154二 同 ジ

諸臓器二定型的融合性結節多籔二
存在

諸臓器二結節多鍛、其ノ状精 ζ封
照二類似ス

諸臓器二結節 ヲ相當多籔 二認 ムル
モ157司 リハ僅少

158ヨ リ所見更二僅少、結節ハ硬

化結締組織檬治癒傾向二富ム

結核症攣封照二比シ遙ヵ二僅微孤在性強靭治癒傾向
二富ム
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16・痴 ㎎

162

百
(157-162ノ封 照)

164,,

(誓7弱1鋤

165,,

166,,

167,,

168,,

169,,

170,,

(165-169/i封照)

1811,37

2000

1dso

りり

1750

19らo

21皿,37

2000

iき60

1960

リリ

1700

1660

261H,37i灘 斐

2200

リリ リリ

1750

171皿,37弊 死

1050

291H,37,,
1400

1511V,37撲 殺

1800

リリ ロ　

2100

り　 のり

1800

リリ リの

2350

リリ 　ロ

2100

のロ

19601
りの リ コ

1650

注射方法及全量157二 同 ジ

d響0・8597n智1・4965

接 種 ト同時 二静 脹 ヨ リSqualin
O.1αα 宛 二封 シテ 全 量1.9aa

d碧0.8597n碧1・4965

d㌍0・8597n智1・4978

,,

,,

d智0.8606n智1.4965

結核病髪190ヨ リモ更二僅少孤在性治癒
ノ傾向二富 ム

殆 ド161二 同 ジ

定型的融合性結節諸臓器二群生ス

結核病攣i封照獣二比 シ遙 カニ僅少
強靭ニテ治癒 ノ傾向二富ム

No.165ヨ リ更 二病 攣 僅 少

結核病攣殆 ドナシ

i封照獣 二比 シテ病攣稽 く僅少

諸臓器二定型的融合結節籏生ス

第5表(B) 結 核罹患海猿 二種 々ナル「スクア リソゴヲ注射 シテ封照獣 トノ間二於ケル

結核性病墾 ノ比較實験(鴻 上第IV型 及 三宅人型室結核菌 ヲ皮下接種)

海狸番號
及 菌 量

盟 重 Squalin使 用方法及撲殺

或 ・・弊死 ノ時迄 ノ全量、
共 ノ比重蛇二屈折牽

肉眼的剖見所見及共他
注射前蟹灘 欝

三宅株

・186右mg
1811.36
246g

1/H,36弊 死

2329

接 種 ト同時 二SqualinO.1α α ヲ毎

日或 ノ・隔 日 二注 射 皮 下 全 量1.50G

d智0・8662n智1・4968
結核性病攣 ヲ認メズ

1187,, f合4
,,,,

173
,, ,,

1188,,
fら7

,,,,

150

一

,, ,,

1189,,
fラ6
2111,36"
160

接 種 ト同時 二Squalinヲ 注 射毎 同
0.1cα 皮 下 二行 フ

d智0.8660n碧1.4962
攣異性結核菌二因ル菌血症

1190,,
iラ7

i
,,

155

け1
,, ,,

1191,, 2≧8
31皿,36撲 殺
252

_一 一

,,

Squalinノ 注 射 全 量1.3cα

諸臓器二結核病攣ヲ認メズ局所淋
巴腺二抗酸性菌及非抗酸性菌少鍛
牌臓ハ急性脾炎ノ如ク腫大ス

1192,, 乏64
●,.D

268
,,

一一 一

,,

1193,, iケo
2211,36失 逃

不 明
U86-1192/i封 照

_--一

1194,, i68
21π,36弊 死

192
,, 諸臓器二許多ノ結節 ヲ認 ム
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脳犠[81緒

1196
fラ9

鴻上IV

1237壷mg

1238,,

1811,37
660

650

1加・36撲 殺

202

1239,,

1240,,

1241p、

1242,,

1243,,

1244,J

1245,,

1246,,

1247,,

1248,,

1249,,

1250,,

1251,,

1252,,

1253,,

1254,,

1255,,

コ256,,

苧60

122/1,36遁 走

不 明

3111,37弊 死

510

560

5きo

650

660

660

660

fbo

苧50

21皿,37

386

」き7

269

2ゑ6

2きs

247

2らs

260

26i

2き3

2411,37,,
600

2111,37,,
500

117瓜37,,
1465

20/ll,37・ ・

460

21】1,37,,

481

111∬,37,,

520

22111,37,,

姻

101∬,37,.

460

291皿,37撲 殺

219

151皿,37弊 死

245

271皿,37,,

237

291皿,37,,

266

240

7/皿,37t,

163

271皿,37,,

178

281皿,37,,

180

221皿,37,J

204

271皿,37,,

207

1186-1192ノ 封 照

接 種 ト同 時 二SqualinO.1αc宛 ヲ

毎 日注 射

d響0・8581n智1.4959

"

一

,,

1237--1241ノ 封 照

1237-1241二 使 用 セ,レSqualinヲ

精 製 「オv一 フ」油 二10%二 混 入 セ
ル モ ノ ヲ接 種b同 時 二 〇.1aα 宛 毎

日皮 下注 射 トス

'二

_

,,

1247--1251/i封 照

,,

諸臓器二許多 ノ結節 ヲ認 ム

攣異性結核菌二因ル菌血症

,,

㎝

,,

,,

脾臓二小膿瘍性病攣 アリ非抗酸性
菌 ヲ認ム菌血症 ナシ典型的結核性
病攣iナジ

脾臓約2倍 大結節ヲ多数二認ム
一

脾臓二少数 ノ結節 ヲ認 ム

,,

諸臓器二結節 ヲ多数 二認 ム

脾臓 二少数 ノ結節ヲ認 ム

定型的結核病攣iヲ認メズ血液ヨリ
攣異菌培養陽性

結核病攣ヲ認メズ

定型的病髪ヲ認メズ血液ヨリ攣異
菌培養陽性

脾臓腫大シ非抗酸性桿菌、顧粒ヲ
認ム血液ヨリ攣異菌培養陽性

定型的病攣iヲ認メズ血液 ヨリ攣異
菌培養陽性

肺臓二病攣 ヲ認 ム

肺及脾臓 二僅少 ノ病髪アリ

肺臓二病墾 アリ

肺及脾臓二病愛ヲ認ム

,,

第 四章Squaleneノ 生盤學的性能 ノ研索

本報 ノ圭要 ナル眼 目ハ本章 デアル。 既 二緒 言 二

於 テ述 ベ タルガ如 久Squaleneノ 研 究 二浸頭

シテヨ リ以來10有 鹸年 ノ歳 月 テ経 タノデ ア ル

ガ、其 ノ當初 二於 テハ眞二破天荒的、奇蹟的一

新現象 二逢著 シタ。然ルニ其後引 キ績 イテ實駿

テ重ヌルニ從 ツテ、當初 二於テ認 メタルガ如キ
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事 實 ハ忽然 トシテ清 へ失 セ夢 ノ如 クデ アツ タ。

但 シ當初 二於 テ認 メ得 タ事實 へ 決 シテ實験 上

ノ錯誤 ナ ドデハナ ィ。實験 中 ノ唯少敷例 二於 テ

ノミ斯 カル珍 奇 ナル現象 ヲ認 メタモ ノ ト ス レ

バ、夫 レハ或 ハ實験 上 ノ錯誤 ノ結果 カ ラ生 ジタ

モ ノトモ疑 バ レルガ、数 ケ月間 二亙 ツテ多数 ノ

實験 ノ結果 ヨリ得 タ事實 デアツテ見 レバ、断 ジ

テ錯誤 トカ偶然 ノ出來事 ナ ド・片 附 ケル課 ニハ

行 カヌ。然 ラバ同 ジク化學 的 二見 テSqualene

ト唱 ヘ ラル ・化合物 二於 テ、斯 ク ノ如 ク、其 ノ

成績 ガ陽性 デ アル場合 ト陰性 デ アル時 トテ生 ジ

テ來 ル、此 ノ原 因 ハ那邊 二存 スル カ。 即 チ、或

ルSqualene・ ・生化學的 二活性 ラ有 スル ニ反 シ

テ、或 ル物 ハ殆 ド非活性状態 二在 ル。此 ノ間 二

存 スル理 由 ノ探 究解決 ノ爲 一、長歳 月 ト多大 ノ

努力 ト、アラユル辛惨 テ嘗 メ盤 シタノデ アルガ、

今 ヤ余等 ハ其 ノ主 ナル秘鍵 テ探知 シ得 タ リ ト信

ズル モ ノデ アル。 此 ノ秘密 ノ鍵 テ解 ク可 ク余等

ノ行 ツタ手段 、方法 ノ概 要 テ以 下摘記 スル。

第 一 節 操 作 法 二關 ス ノレ研 究

先 ヅ第一・二考 ヘ ネバナ ラヌ コ トハ、Squalene

二於 ケル微妙 ナル性能 ノ相異 ラ醸 入原 因 ハ、

Squaleneテ 製 出 スル際 ノ微妙 ナル手技 」ニノ相

違 二因 ルモ ノデナ イカ ト云 フコ トデ アル。余等

ノ行 ツタ減歴 蒸溜法 ハ爲眞版(附 囲ll)一 テ示 セ

ルガ如 久 辻 本及 木村氏等 ノ指示 二依 ツテ水素

瓦斯登生 キ ップ氏装置 二3個 ノ洗氣 瓶 テ併 置

シ、是等 ノ互 々 テ護誤管 ニテ連結 セ シム。 第1

洗氣瓶 ニハ苛性曹達 水溶液、第2一 ハ硝酸銀飽

和水溶液、第3ニ ハ「クロー ム」硫酸液 テ容 レテ

アル。此 ノ第3洗 氣 瓶 ト鮫肝油 テ容 レタル クラ

イゼ ン氏蒸溜 「コルベ ン」トテ連結 シ、又 ク ライ

ゼ ン氏 「コル ベ ン」ト蒸溜液受器 トテ接合 セ シメ

タ後 二蒸溜 「コルベ ン」内二水素瓦斯 テ徐 々二導

入 シツ ・眞室 「ボ ンプ」デ減座 トスル ノ デ ア ル

ガ、眞室 「ボ ンプ」ト蒸溜 液受器 ノ間 ニハ苛 性加

里棒 テ投 入 セル2個 ノ洗氣瓶 テ連結 スル。

減歴 ノ程度 ハ遡結 セ ラレタ水銀歴 力計 デ測定 ス

ノレo

第一一項 減 歴程 度 ノSqualeneノ 生 化

學的性能 二及 ボ ス影響如何

辻本 氏 二嫁 ル ニ、Squaleneハ 減 歴10mm以 下

ナレバ分解 スル コ トナ ク蒸溜 セ ラル ・モ ノ ト述

ベ ラル。 然 シ乍 ラ、嚴密 二云 ヘバ減歴0.1mm

ト10mmト ノ間 二於 テハ、其 ノ含 氣量 二相當

ノ相違 テ示 ス謬 ケデ アル カ ラ、此 ノ含 氣景 ノ相

異 スル コ トガ、微妙 ナルSqualeneノ 塗化學的

性能 二影響 テ及 ボ スモ ノニ非 ザル カ。化學的 二

見 レバ減歴10mm以 下 ニテ溜 出 セ ラル ・モ1

ハ分解 セラ レズ同一組成 テ有 スルSqualeneナ

ラ ンモ如何 ナル異性艦 テ玄妙 ナル要約 ノ下 二生

ジ得 ナイ トハ断言 出來 ナ ィ。此 ノ玄妙 ナル要約

ノ相違 ノ下 二生 ジタ或 ル異性農 二屡 スルモ ノガ

或 ハSqualeneノ 微 妙 ナル生化學的性能 テ示 ス

ニ至 ルモ ノニ非ザル カ。 此 ノ邊 ノ眞理 テ把握 ス

ル爲 ニハ到底 机上 ノ推理 室論 デハ成 リ立 タ ナ

イ。畢寛實 際 二當 ツテ見 ル ヨ リ外 二仕方 ガナ ィ。

斯 カル想定 ノ下 二、余 等 ハ減 歴1mmヨ リ10

mmノ 間 二 於 テ、種 々ナル減 駆度 テ選 ンデ、

Squaleneノ 蒸 溜 テ試 ミ、20絵 種類 テ得 タ。此

ノ各 々 二就 イテ結核人 、家 兎及海瞑 等 二就 イテ

生化學的性能 ノ優劣、有無 テ比較實験 シタ.其

ノ結果 二依 ル ト、減歴 ノ程度 二由 ツテハSqual-

eneノ 生 化學 的性能 上 二左程 著明 ナル影響 テ招

來 シナイガ、大膿何 レノ肝 油 二於 テモ、減歴度

5mm内 外 ノモ ノガ比 較的 二性能 ガ優秀 デアル

コ トテ認 メタカ ラ減 座 ノ程度 モ多少Squalene

ノ生 化 解的性能 二影響 テ與 ヘルモ ノ ト看倣 シテ

ヨカラウ ト思 バ レル。

第二項 導 入瓦斯 ノ種類及程 度

Squaleneノ ・不 關性 瓦斯、例 ヘバ水素、炭酸 瓦

斯等 テ導 入 シツ ・蒸溜 ス レバ 酸 化或 ハ 分解 セ

ラル ・コ トラ防 止 スル コ トガ出來 ル。但 シ導 入

スル無作用瓦斯 ノ相異 一 ヨツテハ實験 ノ結果其

ノ間 二於 テ生化學 的性能 上 二特筆 ス可 キ著 明 ナ

ル差異 テ登見 スル コ トガ出來 ナカツ タ。無作用

瓦斯 ノ代 リニ室氣或 ハ酸素瓦斯 テ導 入 ス レバ蒸

溜液 ハ著 明 ナル褐乃 至暗褐 色 テ帯 ピテ來 ル。 沸
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貼 ノ低 イモ ノガ多量 二生 ズル。即 チ 「スクア レ

ン」 ガ酸化分解 セ ラル ・爲 デ アル。斯 カル モ ノ

ハ生化學的性能 ノ減弱 テ示 ス ノミナラズ、其 ノ

吸牧性能 ガ著 明 二不 良 トナ ツテ來 ル。

次 二導 入瓦斯 ノ程度 デ アルガ、 水素瓦斯 テ導 入

シタル場合 二其 ノ程度 テ檬 々二加 減 シテSqu-

aleneラ 分 取 シ是等敷種 ノモ ノニ就 イテ其 ノ生

化學的性能 テ比較實験 シタルー、総 ジテ導 入瓦

斯 ノ程度 ガ過不足 ナク適 度(1分 時褒生瓦斯氣

泡同撒30同 内外)ノ モ ノガ比較 的優秀性 テ示 ス

コ トガ多 カ ツタ.

第 三項 加熱 ノ速度

「スクア レン」ノ蒸溜 ニハ油浴或 ハ金属浴 テ使用

シテ加 熱 セ シムルガ、余等 ハ大 多撒 二於 テ油浴

テ用 ヒタ。油槽 テ下方 ヨリ瓦斯 火焔 ニテ加熱 ス

ル速 度 ノ如何 ガ 「ス クアレン」ノ生化學的性能上

二如何 ナル影響 テ示 スモ ノデ アルヵ二就 イテ大

盟次 ノ如 キ様式 ラ探 ツテ實験 テ試 ミタ。

(a)當 初 ヨ リ比較的急速 二加熱 テ施 シタ場合

(b)初 メ ハ極 メテ弱 イ火娼 デ加熱 シ 「スクアレ

ン」 ノ初 滴蒸溜 テ見 タル後 ハ火焔 テ梢 賜星大 ニ

シテ比較 的迅速 一「ス クア レン」テ溜出 セ シメタ

ル場 合

(c)終 始 一貫 シテ弱火焔 ノ下 デ溜 出 セ シメ タル

場 合

以上 ノ方法 二依 ツテ得 タル 「ス クア レン」テ比較

ス ノレ ニ

(b)ノ 如 キ加熱 ノ様 式 テ探 ツタモ ノハ生化學 的

二最 モ優秀 性 テ示 シタ。(a)ノ 如 キ分 取法 テ探

ツタモ ノハ、其 ノ吸牧性 ハ悪 イ ノ ミナ ラズ各種

ノ生化學 的性能 二比 較的乏 シイ。

第 二節 鮫 肝 油 二樹 スル 研 索

生化學的 二活性 テ有 スル「スク アレン」テ得 ル爲

ニハ前述 セルガ如 久 分取操作 上 二於 ケル微細

ナル要約 ノ相違 ニ ヨツテモ多影響 セ ラル ・モ ノ

ナ レ ドモ、斯 カル事 項 ヨリモ更 ニー層重 用 ナル

影響 テ有 スル モ ノト想像 セ ラル ・黒占ハ、鮫 原肝

油其 ノモ ノ ・相 異 デ アル。

第一 項 新、菖肝油 二於 ケル性能 ノ相異

余 等 ハ「スクア レン」實験 ノ當初 二於 テ、生化學

的 二最 モ著明 ナル特異 性 ノ現象 テ認 メタル モ ノ

ハ、其 ノ出所及鮫 ノ種類 ハ不 詳 ナルモ、恐 ラク

相鮫肝 油 ノ種類 ナ ラ ン ト思惟 セラル。此 ノモ ノ

ハ市販 品 デ鍛力罐製密 閉 セ ラ レタル容器 内 二約

8ケ 年 間貯藏 セラ レタモ ノデ アツタ。原 油其 ノ

モ ノハ著 シク暗褐 色 テ呈 シ、鮫肝油 二特異 ナル

臭 ナ ク寧 ロ菜種 油 ノ如 キ緩和 ナ香 テ帯 ビテ居 ツ

タ。其 ノ當時蒸溜液 二封 スル浴温,蒸 溜度、減

歴 度、屈折率 、比 重等 ノ詳細 ナル記録 テ留 メズ

明確 デナ ィガモ 只此 ノ原 油 ハ前述 セルガ如 久

久 シク密閉容器 内 二貯藏 セルモ ノデ 「スクァレ

ン」ノ含有量 ハ約45%デ アツ タコ トグケハ分明

シテ居 ル。弦 二於 テ余 等ハ先 ヅ原油 ノ新薔ニ ヨ

ル生化學 的性能 ノ相 異貼 テ比較實験 スル コトハ

最 モ圭要 ナル眼 目デ アル ト考 察 シタ。

市販 品4種 類及 直接鮫肝臓 ヨリ嚴密 二探油 セル

モ ノ3種 類 二就 イテ詳 細 ナル比較實験 テ試 ミタ

ガ、大 膿 二於 テ、鮫 油 テ密閉貯藏 セル期 間 ノ長

期 二亙 レルモ ノ程、 生化學 的性能 二富 メル モ ノ

デァル コ トテ確實 ニ シタ。例 ヘバ、鮫肝油 ヨリ

直接 探油 セル新鮮 ナル原 油 ヨリ分取 セル 「ス ク

ア レン」 ハ、極 メテ生化學 的 二不關性 テ示 シタ

場合 ニモ、之 テ貯藏 シテ撒 年 二亙 レルモ ノハ、

次 第 二其 ノ生化學的性能 ガ檜 強 シテ來 ル コ トテ

認 メタ。 又、嚴密 二鮫肝臓 ヨ リ探 油 セルモ ノヨ

リー般 的 二見 テ市販 品 ノ方 ガ其 ノ性能 二富 ンデ

居 ル。鮫肝 臓 ヨ リ直接探 油 スル方法ハ辻本氏等

ノ方法 二從 ヒ、鮫肝臓 テ摘 出、 之 ラ細切 シテ振

氏90度 迄 二加温 シテ良 ク肝 油 ラ抽 出 セシメタ

ル後 二濾過 シタ。

第6表 二於 テ示 スガ如 ク、鮫肝 油 ヨ リ直接前記

ノ法 二依 ツテ探油 セル モ ノハ殆 ド悉 ク微黄 色或

ハ撃 レニ殆 ド無色 デアル ガ、是等 ノモ ノヨリ減

歴 蒸溜 法 ニ ヨリテ得 タル 「スクア レン」へ 其 ノ

生化學 的性能 二於 テハ殆 ド悉 ク著明 ナモ ノガナ

イ、何 レモ不關 性 テ非活性 デ アルガ、唯 「スク

ア レン」 ノ含有量 ノ比 較的多 イ或 ル種 ノ鮫肝油

一 アリテハ、窄 レニ新鮮 ナルモ ノヨ リ分取 セラ
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レタ「スクアレン」二於 テモ多少生化學的活性能

ヲ認 ムル コトガアツタ。

前記 ノ如 ク直接鮫肝臓 ヨリ探油セルモ ノテ密閉

容器 二貯蔵 スルニ、歳月 ノ脛過スルニ從 ツテ、

次第二其 ノ色調 ガ濃厚 トナツテ來 ル。著 シイ特

異 ノ臭 ガ次第二浦失 シテ寧 ロ植物油 ノ如キ香二

攣化 シテ來ル。其 ノ比重及屈折卒酸慣等モ」曾加

シテ來ル ト共 二生化學的性能 モ5曾張テ示 シテ來

ル傾向テ認 メタ。又減歴蒸溜 ノ際 ノ沸黙 モ次第

一上昇スル蒸溜液 ノ比重及屈折卒モ檜加 シテ來

ル。蒸溜液 ノ色調 モ初 メ殆 ド無色ナ リシモノガ

貯藏 シタル肝油 ニテハ次第二黄乃至微褐黄色 テ

呈 ノルニ至ルモノデ、且ツ蒸溜 ノ際二沸貼 ノ低

第6表

イモ ノガ次第 二多量 二混 在 シテ來 ル ヤ ウ ー ナ

ノレo

第6表 中減墜 テ悉 ク3mmト 記 載 シタガ、時 ト

シテ嚴確 ナル3mmト ナ シ得 ナイ場 合 モ ァツタ

ガ、斯 カル モ ノハ悉 ク3mmト シテ換算 シタ。

又沸貼 ノ激値 ハ凡ベ テ初 溜 ノ最高 テ示 シ テ 居

ル。初溜 テ「アル カ リ」ラ以 テ所理 シタル後 一、

再溜 テ行 フ場合 ニハ其 ノ沸貼 モ梢 ≧正規的 「ス

クア レン」 恒数 二示 サル ・モ ノニ 近似 シ テ 來

ル。 強激 ナル酸化 テ加 ヘ タルモ ノテ減墜蒸溜法

テ施 ス場 合 ハ低 沸貼 ノモ ノガ多量 二 生 ジ テ 來

ノレo

前項二記載 セラレタ實験 ノ結果 テ基調 トシテ考

加 熱 ノ鮫 肝 油 中 二存 ス ル1ス ク ア レ ソ」ノ生化 學 的 性 能 二及 ボ ス 影響

(減 膣 ノ・3mm沸 熱 ノ・最 高 ヲ示 シ屈 折 率 ノ・ntr"1・ ス)

No.1相 州産

(自製)
約45%

産縄
ノ
)

/0

相
製
59

2
値
細

M

No.3宮 城 産

(自製)
約20%

No.4市 販 品

(沼津)入 手直
後 約55%

No.5市 販 品

(沼津)貯 藏3
ケ年 約65%

No・6市 販品
(横濱)貯 蔵1
ケ年 約40%

No.7市 販品

(横濱)貯 藏5
ケ年 約45%

原油共儘ノ樹照

初溜

沸鮎℃

再 溜

沸鮎
,,

屈折卒
生化學
的性能
ノ程度

加熱90℃3時 間

244

初溜

244

244

245

246

247

246

260

1244

244

245

242

243

252

1.4952

1.4956

沸黒占
℃

僅 微

僅 微

1.4953

1.4960

1.4960

1.4952

1.4959

殆 無

僅 少

梢著明

僅 少

著 明

246

246

246

248

252

250

261

再 溜

沸鮎
,,

244

246

246

246

242

250

260

屈折率

1。4956

1.4956

1.4953

1.4962

1.4962

1.4959

1.4961

生化學
的性能
ノ程度

稽培弧

墳 り最

僅 微

増 強

頗著明

稽著明

頗著明

"180℃3時 間

初溜

沸鮎℃

247

246

245

再 溜

沸黒監
,,

243

242

246

屈折率

1.4958

1.4960

1.4956

生化學
的性能
ノ程度

稽増強

梢塘強

僅 微1

"250℃3時 間

248

255

252

260

初溜 再 溜

246

243

248

260

1.4963

1.4963

1.4960

沸鮎沸鮎
℃1"

24,gl242

250i242

屈折率

1.4960

1.4961

増 強

頗著明

稽著明

・・4963陣 明

2471247}1.4955
1
1

250i243

i

258匝

1.4965

L
1.4966

1

250124611.49601
1

　'一!'-pt

1

2581.4965262

生化學
的性能
ノ程度

稽棚 量

塘 強

僅 微

稽著明

頗著明

梢著明

頗著明

察 スルニ、鮫肝 油 テ密閉容器 二貯藏 シタル場合

二於 テ、貯藏期 間 二比例 シテ或 ル程 度 マデハ、

其 ノ生化墨的性能 ガ」曾強 シテ來 ル コ トガ明 カデ

アル。即 チ鮫肝油 二起 ル自己酸化作 用(Autoxy-

dation)ナ ル モ ノガ、其 ノ生化學 的性能 二 甚大

ナル影響 テ及 ボ スモ ノデ ァル コ トハ確實 ナル事

實 デ アル。從 ツテ鮫肝 油 二人爲的 二種 々 ナル酸

化 作用 テ加 フル コ トニヨツテ「スクア レン」ノ生

化學 的性能 二如何 ナル憂動 テ將來 七 シム可 キカ

テ糺 明 スル コ トハ甚 ダ重用 ナル研 究項 目デ アル

ト思惟 シタ。弦 二於 テ余等 ハ次 ノ如 キ方 法 テ實

施 シタ.



464 鴻 上 外五 氏=Squaleneヲ 生 化 學 的 二活 性 化 セルSqualtn二 關 ス ル馨 學 的研 究 【第15巻

第一 目 常歴大氣 中二加熱 二因ル酸 化

鮫 肝 油 ヨ リ直接 探油 スル モ ノ3種 、 市販 品5種

類 二就 イテ加熱 ニ ヨル酸化 ト其 ノ生化學 的性能

二及 ボ ス影響 テ實験 シタル ニ、適 當 ナル加 熱酸

化 テ加 ヘ タル場合 ハ、其 ノ生化學 的性能 ニナ曾強

ラ示 スモ、暴 力強烈 ナル加熱酸 化 テ施 シタル時

ハ、鮫肝 油中 二含有 セラル ・「スクア レン」ノ大

部 分 ハ、酸化分解 セ ラレテ、次 第 二 「ス クアレ

ン」 ノ牧 量 テ減 少 シテ來 ル
。又斯 クノ如 キ酸化

法 テ施 シタル鮫 肝油 テ減歴蒸溜法 二依 ツテ得 タ

ル「ス クアレン」ハ、假 令、其 ノ生化學 的性能 二

於 テ檜強 ラ示 ス トスルモ、之 テ皮 下或 ハ筋 肉内

二注射 シタル場 合 二、其 ノ吸牧性著 シク不 良 一

シテ局所 二著 明 ナル硬 結、登赤 テ生 ジ、甚 グ シ

キ疹痛 テ訴 へ、 時 トシテハ無菌性膿瘍 ラ形成 シ

途 ヒーハ治癒 困難 ナル潰瘍 テ生 ズル ガ如 キコ ト

アルガ故 二、實際 的磨 用 ノ場合 二甚 グ シキ支障

ラ醸 スコ ト ・ナル。

加熱 酸化 ヲ行 ヘル鮫肝 油 へ 之 テ減歴蒸溜 テ施

スニ、初 溜 二於 テ多少 二拘 ラズ其 ノ沸貼 上昇 ス

ル テ認 ムルモ、此 ノ溜 出物 テ更 二苛性曹達 ニ テ

塵理 シタル後 二、再溜 ス レバ、 「スクア レン」ノ

恒撒 二示 サル ・沸黙 ヨリモ多少低 イ ノガー般 デ

アル。 又加熱 酸化 テ行 ヘル原 油 ヨ リ分 取 セ ラ レ

タル「ス クア レン」ハ、其 ノ比重 及屈折率 ガ多少

トモ」曾加 テ示 ス.

叉 、陳薔 ナル鮫肝 油或 ハ人爲的 二酸化 セ シメタ

ル鮫 油 ハ、鮫肝臓 ヨリ嚴密 二探油 セル新鮮 ナル

モ ノニ比較 シテ、沸貼 ノ幅 員 ガ廣範園 ヲ示 スモ

ノデ アル、例 ヘバ、新鮮 ナルモ1テ 蒸溜 スル際

ニハ沸貼 ノ幅員 ガ約2CCノ 範 園 ノ差 テ示 ス トス

レバ、 陳薔 トナ レルモ ノ或 ハ人爲 的 二加熱酸 化

ラ加 ヘ タモ ノニテハ、沸貼 ノ範園 ガ5-200C二

及 プガ如 キデアル。常座 中 二於 テ、2500C二 時 々

撹絆 シッ ・加熱20時 間 一及 ベル鮫肝 油 二在 リ

テへ 「ス クァ レン」ノ大部 ハ酸化分解 セラレテ

低沸貼 ノモ ノトナ リ「スクア レン」ノ恒数 二相 當

スル沸Il示 スモ1ハ 僅 カニ約1ん 量 二減 少 シ

テ來 ル。

加熱酸化 ニヨル實験 ノ結果 テ要記 スルニ原油 テ

重湯煎 上 二3-6時 間90。C二 於 テ時々撹搾 シ

タルモ ノハ、 生化學 的性能 テ壇強 スル コ トテ認

メタ(第6表)。

第二 目 常墜下 二酸素 テ導 入 シッ

ツ加熱酸化 テ行 ヘ ル場合

歴縮酸素 瓦斯貯 藏容器 ヨ リ酸 素瓦斯 ラ徐 々二鮫

肝油 二導 入 シツ ・、前記 同檬種 々 ノモ ノニ就 イ

テ加熱 酸化 ラ行 ヘルニ只其 ノ攣 化 ノ程 度 ハ迅速

一且 ツ強度 二登來 スル ニ過 ギズ シテ、大膿 二於

テハ前 目二記載 セル塵 ト著 明 ナ差異 テ認 メ ナ

イ。

第三 目 大氣 中二 日光 二曝露 セ シ

ムル カ或 ハ37。Cノ 卵柳 器 内

ニテ酸化 セ シムル場合

可及的表面積 ノ廣 イ容器 二鮫肝 油 テ入 レ、7,8

月 二亙 ル夏 日 ノ日光 二直射 セ シメ、時 々撹搾 シ

テ3日 、10日 及45日 目 二於 テ、又 同様 ノ容器

二入 レタルモ ノテ37℃ 艀 卵器 二貯藏 シタルモ

ノラ同様 ノ期間 二於 テ減 歴蒸溜法 二依 ツテ 「ス

クア レン」 テ分取 シテ、其 ノ各 々二就 イテ生化

學 的性能 ノ比較 ヲ試 ミタル ニ、大氣 中 二日光 二

曝露 セ シメタルモ ノハ、其 ノ日時 ノ進 ムニ連 レ

テ、屈折卒及 比重 ガ共 二檜 シ、初溜 ノ際 ノ沸貼

ガ著 明 二上昇 シテ來 ル。但 シー定期間 内此 ノモ

ノテ密 閉容器 二貯藏 シタル モ ノハ、反封 二甚 ダ

シク沸貼 ガ低 下 シテ來 ル。卵柳 器 内二貯藏 シタ

ルモ ノー ア リテハ、前者 二比較 シテ、 其 ノ攣 化

ノ程 度 ガ緩徐 デアル ニ過 ギヌ。何 レノ場 合 二於

テモ適 當 ナル期 間 テ選 べ バ其 ノ生化學 的性能 ガ

S曾強 ラ示 スガ 日時 ノ経過 スルニ從 ツテ生禮 内一

於 ケル吸牧性 ガ甚 ダ不良 トナル ノ ミナラズ特 二

生化學 的活性度 二壇強 テ認 メナ ィ(第7表)。

第四 目 種 々 ナル所 謂酸化剤 ノ影響

(i)氷 酷 酸一 硫酸(2%)・ ・;・・ヨル モ ノ

鮫肝油 二同量 ノ氷酷酸一硫酸(2%)テ 混 ジテ温

湯浴(65-一 ・68。C)上二紹 《・ズ蝿搾 シツ ・3時 間 二

至 レル上層 油液 テ分液 漏斗 ニテ分取 シタル モ ノ

テ減歴蒸溜法 テ施 スニ沸 貼上昇 シ、著 明二粘稠
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第7表 鮫肝油 ヲ開放 セ,レ容器 ノマ・大氣中二

日光二直射セ シメ或 ノ・之 ヲ血温暗所 二

貯藏セシムルコトニ因ル「スクァレソ1

ノ物理學的性状二及ボス影響(沸 黙 ・・

初溜ノ最高 ヲ示ス)

鮫 ヌご『

種ク含
Slア有

及 レ量

市販沼
津産貯
藏5ケ
年間約
5%

市販横

濱産貯藏5
ケ

年間約
0%

i封 照 油

日光直射4日 間

,,15日 間

,・45日 間

同上 ノ油 ヲ3ケ

月間密閉容器二
貯藏セルモ ノ

劉'照 油

血温暗所 二25日

間

,,50日 間

比 重

(d2f)

0.8579

0.8578

0.8580

0.8585

0.8583

0.8560

0.8562

0.8569

屈 折 奉

(20nD)

1.4959

1.4960

1.4962

1.4964

1.4962

1.4961

1.4961

1.4962

沸 鮎
(3mm)

2霞「

256

258

266

242

250

252

252

第8表 鮫肝油 ヲ硫酸或ハ酷酸 ニテ酸化セシム

ルコ トニヨツテ其 ノ生化學的性能上二

及ボス影響(沸 黙ノ・初溜 ノ最高ヲ示ス)

氷酷酸一硫酸(
296)カロ 温

原油600aα 二
濃硫酸2滴

原油600aα 二
濃硫酸4滴

原油600αq二
濃硫酸8滴

原油600ca二
濃硫酸10滴

原 油600α α;

氷酷 酸0.1αq

原油600cc二

氷酷 酸0.5aa

原油600αc二

氷酷 酸1.Oaq

封 照 原 油

比 重

(d饗)

0.9076

0.8652

0.8663

0.8665

0.8670

0.8653

0.8656

0.8658

0.8565

屈 折 率

(20nl))

1.5050

1.4963

1.4965

1.4967

1.4970

1.4964

1.4966

1.4968

1.4960

沸 貼(
3mm)

℃

268

264

264

267

268

264

266

266

250

生化學
的性能
ノ程度

僅微吸敢
性極不良

,

稽 有

度 ノ強イモノガ蒸溜 シテ來ル。其 ノ蒸溜物 ノ屈

折卒及比重共 二檜加 シ、之 テ筋肉乃至皮下二注

射 スル時ハ、吸牧極 メテ至難 デ、局所二硬結テ

生ジ登赤 シテ甚グ シキ疹痛 テ訴 へ逡 ヒニ軟化 シ

テ次第二治癒容易ナラザル潰瘍テ形成 スルニ至

ル。其 ノ生化學的性能 二至ツテハ何等認 ム可 キ

」曾強 テ示 サナ イ。

其他鮫肝油 二種 々 ナル割 合 二純硫 酸(原 油600c・q

二封 シテ濃硫酸2滴 ヨリ10滴 二至 ル)テ 加 へ

或 ハ氷酷酸(原 油600c.c・ 二封 シテ0.1ヨ リ1・Oc・c・

二至 ル)テ 混 入 セルモ ノテ減 駆蒸貫留テ試 ミタル

ニ各 々多少沸貼 ノ上昇 テ認 メ、屈折卒及比重 二

於 テ モ檜加 スル ガ、其 ノ生化學 的性能 二至 リテ

ハ著攣 ラ認 メナ ィデ吸牧性 ハ不良 トナル テ認 メ

タ(第8表)。 ・

(ii)樹 脂 酸 「コバル ト」、樹脂酸 「マ ンガ ンlb過

「マ ンガ ン」酸加里等 ニ ヨル酸化

樹脂 酸 「コバル ト」及樹脂酸 「マ ンガ ン」テ原油

600c.c.二1%ノ 割 二加 ヘ テ時々振1盆後、24時

間 放置 シタルモ ノテ減歴蒸溜 ラ施 スー、其 ノ沸

黙多少上昇 シ、屈折率及比重 モ増加 ス。 其 ノ生

化學的性能 二於 テモ壇強 テ示 ス、原 油600c・c・-

1%過 「マ ンガ ン」酸加 里苛性 加里(0.5%)溶 液

ラ200c・c・加 ヘ テ時 々振盈 シテ24時 間後 二油分

テ分取 シテ減歴蒸溜 テ施 スニ其 ノ沸黙上昇 シ屈

折傘 多少増加 シ生化學 的性能 二於 テ士曾強 ヲ示 ス

コ トテ認 ム。

第 三項 鮫肝 油 二種 々ナル還元性物質

テ添加 シテ減 歴蒸溜 テ施 スつ トー

ヨツテ「スクア レン」ノ生化學

的性能 一及 ボ ス影 響

鮫肝油 二次亜硫酸曹達、活性炭末、盤 化第二錫

等 ノ小量 ラ添加 シテ減墜蒸溜 テ施 シタル ニ、其

ノ沸鮎、屈折率、比重等 二至 リテハ封照 二比 シ

テ著攣 テ認 メズ。 凡ベ テ是 等 ノモ ノハ吸牧性 ガ

不良 トナル傾 向 ガアル。 其 ノ生化學的性能 二至

リテハ何等檜強 ラ示 サズ寧 ロ減殺 セラル ・観 ガ

ア ル 。

第 三 節Squalene二 關 ス ル 研 索

前節 二於 テハ鮫肝 油其 ノモ ノニ封 スル種 々ナル

實駒 テ重 ネ タガ、更 二本節 二於 テハ減歴蒸溜 一

ヨツテ所定 ノ如 ク製 出セ ラ レタル1ス クアレ ン)

二就 イテ種 々ナル實験 テ試 ミタ。

第一項 大氣 中二於 テSqualeneテ 室

温、37℃ 或 ハ 更 二高温 テ加 ヘ テ
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酸化 セシムル カ、乃至 ハ之 三

酸素 瓦斯 ラ導 入 セ シメテ

酸 化 シタル場合

Squalene二 就 イテ辻 本氏 ノ行 ヘル酸 素吸牧試

験 ノ結果 ハ、室温最低7.5。C最 高22℃ 二於 テ

最初 ノ4日 乃至5日 間 ラ於 テ著 シク、其 ノ後 ハ

1ケ 月 二近 キ時 日テ経過 スル マデハ徐 々二壇加

ス。Squalene/6個 ノ炭 素2重 結合 二酸素 ノ

6原 子 ガ附加 セル モ ノ トシテC3。 且5。06ナ ル式

ラ想定 ス レバ其 ノ酸素吸牧 ノ計算敷 ハ33・66%

デ、 此 ノ撒値 ハ28日 後 二於 ケル檜加量 ト近似

シテ居 ル。

次 二余 等 ハ、減 墜蒸溜 法 二依 ツテ得 タルSqu。

aleneテ 開放 セル容器 二入 レテ室温 二貯 藏 スル

ニ次 第 二其 ノ粘稠 度 ラ増加 シi途イニ樹 脂状或 ハ

水飴状 二凝 固 スル テ認 メ且 ツ其 ノ色調 モ次 第 二

濃厚 トナ リ、殆 ド無色 ヨ リ淡黄 トナ リ、逡 二鮮

榿 黄乃至淡褐榿 黄色 テ呈 スル ニ至 ル。 又初 メ全

ク中性 デアル ガ、次 第 二時 日ノ経過 ト共 二、酸

性 反慮 男曾張 シテ來 ル。途 二強酸 性 ノモ ノ トナ

ル。是 レ即 チ、Squalene中 ノ炭 素 ノ不飽 和二

重 結合 二酸素 テ結 合 シテ次 第 二酸 化 ニョツテニ

盤基性酸檬 ノ物 質 テ生 ズルガ爲 ナ ラン。斯 クノ

如 久 酸化 ノ結 果樹 脂状 二凝 固 セルSqualene

ハ純 「ヱ チー ル」酒精 二封 シテ可溶性 ノモ ノ ト攣

化 スル。又水溶性 ノモ ノモ含有 セ ラレテ居 ル。

水溶性 ノ部分 ハ、 張度 ノ酸 性反慮 テ呈 スル。次

二其 ノ屈 折傘及比重 二於 テモ、共 一日時 ノ経過

二從 ツテ増加 シテ來 ル。斯 クノ如 ク空氣 中 二於

テ室 温 二酸化 セ シメタル 「ス クア レン」テ更 二減

歴 蒸溜 法 テ行 ヘバ低沸黙 ノモ ノガ多 量 二 生 ズ

ノレo

大氣 中 一「スクア レン」テ酸化 セ シムル場合 二於

テ、其 ノ酸化 ノ速 度 ハ外温 二比例 シテ起 ル コ ト

ハ云 フマ デモ ナィ、故 一夏時 ハ冬季 ヨリモ迅 速

二凝固 テ起 ス。

但 シ弦 二最 モ注意 ス可 キ事項 ハ、 同 ジク所定 ノ

方 法 二從 ツテ嚴密 二製 出 セ ラ レタル 「ス クアレ

ン」 二於 テ、 同一條件 ノ下 二酸化 テ施 ス'モ、悉

クー檬 ノ酸化能力 テ示 サズ、 或 ル モノハ極 メテ

迅速 二酸化 テ受 ケ テ凝 固 スルニ反 シテ他 ノモ ノ

ハ極 メテ徐 々二酸化作 用 テ感得 スル ト云 ツタ相

異 テ示 ス コ トデ アル。斯 カル相異 ノ生 ズル所 以

ハ,蓋 シ等 シク「ス クア レン」ト唱 ヘル モ ノニ於

テ、 酸化 ノ感慮黙 二置 カ レタルモ ノ ト然 ラザル

モ ノトノ相違 ノアル爲 一基因 スル モ ノデ、一般

的 二云 ヘバ、此 ノ酸化 ノ感磨黙或 ハ誘 導貼 二置

カ レタルモ ノハ生 化學 的性能 二富 メル モ ノデア

ノレトZ=ツ プ ヨイo

次 二減 墜蒸溜法 ニヨ リ精製 セル「ス クア レン」テ

370Cノ 艀 卵器 二 所 置 スルカ或 ハ之 ラ大氣中 二

於 テ高熱 テ加 フ レバ著 シク酸化 ノ速度 ガ迅速 デ

アル。更 二酸素瓦斯 テ導 入 ス レバ頗 ル迅速 二酸

化 テ蒙 ル、特 二高熱280。C内 外 二於 テ酸素瓦斯

テ導 入 ス レバ少時間 内 二「ス クアレン」ハ嗜黒褐

色 二凝固 シテ殆 ド固形物 トナル。

以 上 ノ如 キ方法 ニ ヨ リテ「スクア レン」ヲ酸化 セ

シメテ其 ノ種 々 ナル酸化道程 二於 ケルモ ノテ更

二減歴蒸溜 テ施 シテ得 タル 「スクアレン」二就 イ

テ観 ル ニ其 ノ酸化 ノ種類 及其 ノ程度 ノ如何 ニヨ

ツ テハ、生化學 的性能上 二好影響 テ及 ボスコ ト

テ認 メタル モ、 暴力 ナル酸化或 ハ強烈 二失 シタ

ル酸化 テ行 ヘ ルモ ノハ、却 ツテ著 明 ナル生化學

的性能 ノ減弱 テ示 ス ノ ミナラズ、之 テ皮 下或 ハ

筋 肉内 二注射 スル ニ劇 シキ痺痛 ト登赤 、硬結等

ラ惹起 スル ノ ミナ ラズ往 々膿瘍潰瘍 テ招來 シ、

之 テ結核罹患動物 二注射 ス レバ著 明 ナル膿 重減

少 ト共 二局所 テ徒 ラニ刺戟 シテ寧 ロ多少 トモ有

害 ナル作用 アル テ認 ム。

第二項 各種 ノ酸化剤 テ以 テSqualene

テ塵 置 シタル場 合

(i)樹 脂 酸 「マ ンガ ン」、樹脂 酸 「コバ ル ト」、

「アル カ リ」性過 「マ ンガ ン」酸加里溶液等

上記 ノ如 キ酸化剤 テ「ス クアレ ン」二作用 セシメ

テ酸化 テ計 少テ其 ノ酸化 ノ種 々ナ ル道程 二於 テ

更 二之 テ減歴 蒸溜 テ試 ミ其 ノ生化學 的性能 テ比

較實験 テ試 ミタルニ酸化機構 ノ・適量 ナル場合 二

於 テハ其 ノ生化學 的性能 ノ檜強 スル テ認 メタ。
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但 シ樹 脂酸 「マ ンガ ン」及樹脂酸 「コバル ト」ハ1

%二 溶解 セ シメ、過 「マ ンガ ン」酸 加里 ハ0.5%

ノ苛 性加里水溶液 二1%二 溶 解 シタ ル モ ノ テ

「スクア レン」100c・q二封 シテ10c・aテ 加 ヘ タ。

(ii)Squalene」.オ ゾン」瓦斯 テ作 用 セ シメ

タル場合

1オ ゾン」瓦斯 ハ周知 ノ如 ク張烈 ナル酸 化剤 デ
、

其 ノ機能 テ利 用 シテ各種 ノ化合物 テ酸化分解 セ

シメテ其 ノ分解 成生物 ヨ リ推 定 シテ化合物 ノ組

成 テ知 ル ノ法 トセ ラ レテ居ル。久保 田氏1旬ハ 「ス

クア レン」二 「オゾ ン」瓦斯 テ作 用 セ シ メテ分解

生成物 トシテ次 ノ如 キモ ノテ掲 ゲテ居 ル。炭酸

瓦斯(CO2),AcetonCH3CO・C且,,「 シ クローヂ ア

0-0セ ト ンーズペル オキ シ ドJ(CH羨C〈>C
O-O

(C且3)2,「レヴ リン」酸 「アル デ ヒ ド」CHsCO-CH2・

CH?・CHO,蟻 酸H・CO2且,「 レブリン」酸CH3・

CO・C且L)・C且2・CO,・H,號 珀 酸CO,・H・C且L)・C且2・

CO,・且,融 黙132～134Coノ 酸C,・H】,O,;,融 貼

191～1920Cノ 酸C6且1。05等 デ ァル。

余等 ハ某醤療 器具商 二命 ジテ無聲放電装 置 ニヨ

ル 「オゾ ン」瓦斯登 生器 テ 作製 セ シメ精 製 セル

Squalene二 「オ ゾ ン」瓦斯 テ1時 間、3時 間、6

時 間 ノ3種 二分 チ テ導 入 シタルモ ノテ更 二減 歴

蒸溜精製 シテ其 ノ生化學 的性能 二於 ケル攣 化 ノ

有様 テ實験 シタルガ、其 ノ何 レ ノ導 入時間 二於

テモ、生化學 的1生能 上 二著明 ナル檜 強 テ認 メ得

ナカツタ ノミナ ラズ多少減殺 セ ラル ・傾向 テ示

シ、且 ツ導 入時間 二比例 シテ其 ノ吸牧 性 ガ次 第

二不良 トナ リ、注射部位 二瘍痛 、硬 結等 テ起 シ

テ來 ル。叉 「オゾ ン」瓦斯 ノ導 入時間 二比例 シテ

次第 二低沸 貼 ノモ1ガ 檜加 シテ來 ル。

第 四 節 鮫 肝 油 及Spualeneノ 乾 溜

Squaleneノ 乾 溜及熱分解 テ施 シテ其 ノ生成物

ノ研究 ラ企 テタルモ ノニ辻 本氏 テ初 メ トシ、久

保田氏 、Chapman氏 、 外 山氏、Heilbron氏

等 ガアル。

是等諸 家 ノ研 究 ノ結果 二依 ル其 ノ生成分 ハ主 ト

シテ「テルペ ン」炭化 水素 ニテ低 沸貼部 ニハ 「イ

ン プレン」C5Hs,梢 ≧高 キ部 ニハ「シクローヂ ヒ

ドミル セン」Cl。Hl・ガ存在 ス。高沸1部 一ハ「セ

スキテルペ ン」、「ヂ テルペ ン」等生成 セラル ・モ

ノ・如 シト報 告 セ ラル。

余等 ハ鮫肝 油及精 製Squalene二 就 イテ其 ノ乾

溜 テ試 ミテ得 タル モ ノハ著明 ナル燈 黄色 テ呈 シ

…梢≧流動 シ易 キ油 デ相當辛辣 ナル樹脂様薫臭 テ

有 シ其 ノ屈折卒 ハ(n碧)1.4762-1・4768ノ 間 テ

示 シタ^

是 等 ノモ ノニ就 イテ其 ノ生化學的性能 ノ如何 テ

比較實験 シタル ニ、毫 モ屠 強 テ示 サズ、寧 ロ減

殺乃至消失 セラ レテ注射 テ施 セバ局所 ノ反慮劇

シク、吸牧性著 明 二不良 ナル テ認 メ タ。

第 五 節 減 厘 蒸 溜 ノ・同 歎 ト

生 化 學 的 性 能 ノ實 験

余等 ハ鮫 肝油 ヨ リSqualeneテ 分 取 スル ニ當 ツ

テ、減堅蒸溜 法 ラ繰 リ返 シテ行 フ場合 二其 ノとk

化學 的性能 上 二何等 力認 ム可 キ異攣 テ惹起 セザ

ル ヤ否 ヤテ知 ラン トシテ、昭和10年 市販 品沼

津産 原油1號 二就 イテ、次 二記載 セ ラレタル ガ

如 キ方 法 二依 ツテ5同 減歴蒸溜法 ラ試 ミ其 ノ第

2同 目溜 出Squaleneヨ リ第5同 目二亙 ル各溜

出Squalene二 就 イテ詳細 ナル比較實験 テ試 ミ

タル ニ大艦次 ノ如 キ結果 テ得 タ。

(i)蒸 溜 同数 テ重 ヌル コ トニ依 ツテハ特 二著

明 ナル生化學 的憂動 テ認 メ得 ナ ィ。

(ii)蒸 溜 同撒 テ重 ヌルニ從 ツテ多少 吸牧性 ラ

悪 クスル。

(iii)金属 「ナ トリユー ムー1上ニテ精 製蒸溜 テ施

セル モ ノハ特 二吸牧性不 良 デ局所 二硬結及

登赤等 テ生 ズ。

(iv)屈 折 牽(n碧)1.4955以 下 ノモ ノハ総 ジテ

生化學 的性能 二乏 シイ。

以 下参考 マデニ蒸溜 法 テ詳記 スル。

鮫 油(屈 折卒n釜1・4811)1700grテ3同 二分 チ

テ.塑L± 」竺と氏 「コルベ ン」二入 レ、水素 瓦斯 ノ

細 流 テ通 ジツ ・3～4mm減 歴 下 二蒸溜 テ行 ツ

タ。豫 メ加 温 シテ160℃ 内外 ノ温 度ら上 昇 セ シ

メタル金屡 浴中 一「コルベ ン」テ入 レ熔融 金屡面
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ト油面 トテ略 ≧等 シキ高 サ トナサ シ メ テ 固 定

シ、漸次温度 テ上昇 セ シメ約20分 間 ニテ浴温

290。C二 達 シ溜 出 シ始 メタ。浴温 テ290。C内 外

二保持 シテ蒸溜 テ行 ヒ、溜 出量減 少 スルニ至 リ、

漸 次浴温 テ上昇 セシメテ315。C二 達 シ溜 出殆 ド

停止 シ、 内部寒 暖計撒 度下降 スル ニ至 リテ蒸溜

作 業 テ中止 シタn斯 クシテ 溜 出分3同 ノ合 計

657gr即 チ原油 ノ38.6%ヲ 得 タ。此 ノ溜 出分

ノ酸債5.9デ アル。溜 分655gr二 苛 性曹達6gr

ラ水30c.q二 溶 カ シタルモ ノテ加 ヘテ良 ク撹搾

シ、湯浴 上 二撹 搾 シツ ・加 熱 シ、其 ノ温度 テ

850。C迄 上昇 セ シメ少時放 置後、上澄液 テ傾漉

濾過 シ、 下部 ノ石鹸 分ハ遠心沈澱器 二塵置 シテ

油分 テ分離 セ シメ、斯 ク シテ脱 酸粗製Squalene

テ565grテ 得 タ。此 ノ物 ノ屈折 卒(n碧)1.4950

第 二 同蒸溜

脱酸粗製Squalene560grテ 大 艦 第一 同蒸溜法

二準稼 シテ分別蒸溜 テ行 ツ タ。

浴温256。C{4・3甲m》 一テ溜 出 シ始 メ内部 ノ寒暖

計 ハ直 チニ210。C以 上 二上昇 セリ。

屈折傘

馨 溜出灘
240℃ 迄

240～252

252～255

255～259

 

1

2

3

4

5

6

7

8

259

259

259

259

浴 温

264℃

264～271

271～270

270～272

272～269

269～268

268

268～269

勘

抽

牧量
(gr)%(n碧)

35.01.4904

83.61.4951

83.61.4953

84.51.4953

86.21.4953

85.21.4955

86.01.4955

11.01.4957

溜 出物 合計555.1
残留物及損失4.9

第 三 回蒸溜

第 二回蒸溜 ノ溜分番號2～8テ 合 セタルモ ノ400

grテ 前 回 ト略1同 檬 二次 ノ如 ク分別 蒸溜 テ行

ツタ。

浴温253。C(4mm歴)ニ テ溜出 シ始 メ溜 出温度

ハ直 二220。C以 上 トナル。

黙 難 浴樋 力騰 筋轡
1238℃ 迄258℃3.5㎜ 約5044.61.4952

240迄2592{ 260241

260243
260243.5

243.52593{243.5258.5
244259

260246

2472614{248261
261.5249

261.5250

2502615{250261
250260

249260

6249261

::

::

::

::

::

::

::

::

翻一5

翻一 駈

灘一5

繍一 鰯
糸勺1211.11.4958

約溜出量合計398.3
残留及狽失1.7

第 四 同蒸溜

第 三同溜分2～5番 迄 テ合 セタルモ ノ255grテ

金 屡 「ナ トリユー ム」片約4grト 共 二前 同檬 ノ法

ニヨ リテ蒸溜 テ行 ツタ.

溶 液2590C(4mm歴)ニ テ溜 出 ジ始 メ溜出温度

直 二210。C以 上 二上昇 ス。

溜分 溜出 浴温 歴力
番號 温度

234℃ 迄256℃・{
2332543.3

2蟹 禦::

231251,,,
3{23625。

,,

鵬 即%繋
3'8mml9}42

・5・ ・4954

銘}42・3・ ・4955

11}44・ …4955

此 ノFractionノ 終 リ近キ頃水素瓦斯 ノ通 リガ不良

トナ リタルが故 二調節 ヲ試 ミタルニ屋力二墾化 ヲ

生ゼシ爲 力内温急二上昇 シタ。但 シ瞳力計 ノ讃 ミ

ニ・・著 シク攣化 ヲ認 メ ズ唯歴力計 ノ水銀面 二多少

ノ相i違ヲ示 シタ。

4{237
237

5{238
238.5

6238

251

251

251

251

251

溜温下 リ溜出止ム

99

99

::

ll}43・6・ ・4956

19}37・7・ ・4955

約ll}37・7・ ・4956

溜出量 合計253.0
残留物及損失2.0

第 五 同蒸溜

第四同 ノFrac.1～6テ 合 セ タルモ ノ129gr二
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金 屡 「ナ トリユー ム」片約1grラ 入 レテ5mm座

下 二蒸溜 セ リ。 浴溜2680C二 達 セル時 二溜 出始

マ リ内部寒 暖計 ノ・直 二230。C以 上 二達 シタ
。

溜分 溜出 浴温
番號 温度

1248℃ 迄

2{1象§・5

3懲

4244

275℃

274

272

269

268

268

溜温下 リテ溜出止ム

牧 量

(αα)

25

19}

19}

約22

gr%

22.6

屈 折 率

(20nl))

1.4955

42.81.4955

43.31.4956

19.31.4955

溜出量 合計128.0
残 留物及損失1・0

溜 分2及3ラ 合 セテ此 ノモ ノラ以 テ 純 粋 ナ ル

恥ualeneト 看 倣 シテ實験 二供 スル ト共 二、 第

2回 ヨ リ第5同 目蒸溜 二於 ケル各分溜 二封 シテ

生化學的 性能 上 ノ比較實験 テ行 ツタ。

第六節 減厘i蒸溜、過熱蒸氣蒸

溜及不蒸溜法 ニヨツテ製 出セ

ラ レタノレSqualeneノ 生化

學的性能 ノ比較實験

減 墜蒸溜 二依 ルモ ノハ前記 ノ法 ニヨツテ5mm

厘i下 二於 テ沸 鮎240。C以 上 ノモ ノテ使用 シタ。

不蒸溜 ニ ヨルSqualeneノ 製 出法 ハ次 ノ通 リデ

ア ル 。

本法 二使用 シタル 「アル カ リ」液 ハ苛性 「カ リ」

20grヲ 水20qq二 溶 解 セ シメ之 二95%「 アル コ

ール」テ加 ヘテ100c .a容 トナ シタモ ノデアル。

原 油120gr二 「アル カ リ」液180c.qテ 合 セテ重 湯

煎上二30分 間還 流冷却器 テ附 シテ煮沸 セ シメ

テ鹸化 テ計 リ、水50c.qテ 加 ヘ テ分液漏 斗 二入

レテ冷却後 、石 油 「エー テル」(40～650C二 溜 出

セルモ ノ》500CAテ 加 ヘテ良 ク振盈放 置 シテ成

層分別 セ シメ、下層(石 鹸 液)テ 他 ノ分液漏 斗 二

入 レ、毎 同石油 「エー テル」(同上)400qα 宛 テ使

用 シテ抽 出 テ行 ヒ、合計4同 繰 リ返 シ、石油 「エ

ー,テル」層 テ全部 合 セテ石油 「エー テル」ラ蒸溜

シ去 リ、結 局原洩520grヨ リ粗 抽出物212gr

(4(ト.8%)テ 得 タ。之 テ上記 「アルカ リ」液 テ30qq

加 ヘ テ10分 間 再鹸 化 シタルニ、未 ダ 「アル カ

リ」不充分 ナル檬 子 ナルガ故 へ 更 二「アル カ リ」

液50c.aテ 加 ヘテ3回 鹸化 テ行 ヒ、石 油 「エー テ

ル」 ニテ抽 出 シタ。弦 二得 タル抽 出物 テ約 同容

量 ノ95%「 アル コー ル」ト共 二還流冷却器 テ附

シテ重 湯煎 上 二煮沸 スル コ ト1時 間後、分液漏

斗 二移 シ2層 二分離 セ シメ「アル コール」テ除去

シ、更 二95%「 アル コール」同量 テ加 ヘテ前 同

様 二煮沸塵理 シ、合計6同 繰 リ返 シ、結局 「ア

ル コール」不溶 分147grラ 得 タn此 ノモ ノテ不

蒸溜法 ニヨルSqualeneト シタ。

過熱蒸氣蒸溜法 ニ ヨル製 出法 ハ、 添附 セル爲眞

版(附 圖 皿)二掲載 セル ガ如 キ装 置 テ用 ヒ、其 ノ

沸1260℃ 以 上 ノモ ノラ分 取 シ、之 テ稀硫酸溶

液 ニテ洗1條 シタル後 二、撒 同稀薄苛性曹達溶液

ニテ良 ク洗}條 シ分液漏 斗 二移 シテ油 分 ラ 分 取

シ、良 ク脱水 テ施 シタモ ノテ使用 シタ。是等 ノ

3法 ニヨツテ製 出 セラ レタルSqualeneヲ 比 較

實験 シタル結果 ノ大要 ハ次 ノ通 リデ アル。

(i)過 熱 蒸氣蒸溜 法 ニヨル モ ノハ血色素 ト合 シ

テ最 モ著 明ナル「グ アヤ コ ン」酸青 ラ形成 スル。

不蒸溜法 ニヨルモ ノモ稽 て此 ノ性能張 シ。然 ル

ニ減歴 蒸溜法 ニヨ レル モ ノハ、此 ノ性質全 ク訣

如 ス。然 シ乍 ラ、減 歴蒸溜 法 ニ ヨ レルモ ノモ、

之 テ久 シク開放 セル容器 二貯 藏 シテ酸化 セ シム

ル時ハ、次 第 二其 ノ性能 升 曾強 シ、樹脂駄 二凝

固 セル モ ノニア リテハ、之 テ「エ チール」酒精 二

溶解 シテ添加 セ シムルコ トニ ヨツテ、甚 ダ著 明

ナル 「グ アヤ コン」酸青 ノ現色反慮 テ呈 スル ニ至

ル。此 ノ貼 陳菖 ナル酸化 セル「テ レビン」油 二於

ケル血色素 ノ反慮 二酷似 シテ居 ル。余等 ハ之 テ

血色素検 出上 二於 ケルGuajak-SqualinReak-

tionト 唱 ヘル。 即 チ以上3種 ノ法 ニ ヨルSqu-

aleneテ 比 較 スル ニ、其 ノ生化學 上 ノ問題 ハ別

笛 トスル モ、軍純 ナル試験管 内 二於 ケル反慮 二

於 テモ、既 二著 明 ナル性能上 ノ相異殿 テ登 見 ス

ル。過熱蒸氣 蒸溜 法及不蒸溜法 ニヨルモ ノハ
、

酸 素 テ結合 スル ト同時 二血色素 テ鯛媒 トシテ之

テ更 二放 出 シテ「グァヤ.ク 、ハル ツj二 供給 スル
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性能 テ有 スルニ反 シテ減墜蒸溜法ニョルモ ノハ

製出當初二於 テハ此 ノ性能 テ訣如スルモ之ヂ貯

藏酸化 セシムル時へ 次第二斯 カル性能 テ現出

増強 シテ來ル ト云 ツタ相異貼 がアル。'

(ii)生化學的性能 二至 リテハ減墜蒸溜法ニョル

モ ノガ最 モ優秀 デ、次 デ過熱蒸氣蒸溜法 ニシテ

最低劣 ナルモ ノハ不蒸溜法 ニヨルモノデァルコ

トテ認 メタ。 唯、 過熱蒸氣蒸溜法ユ依 ルモノ

ハ、其 ノ1ツ ノ特異 ト久ル貼ハ之 テ結核罹患海

狽 土注射 スル時ハ、封照獣二比較 シテ何 レノ臓

器 二於 テモ典型的結核病攣 ノ螢生ガ遙 カニ僅少

デァルガ脾臓 ノミハ封照獣 ヨリモ著明二腫大 シ

テ其 ノ状態 ハ恰モ急性脾炎ノ像 ト同檬 デアル。

此 ノ事 二關 シテハ改 メテ共同作業者 ノー人高崎

氏ガ別報 トシテ報告 スルコ ト・ナツテ居ル。

(iii)吸牧性能ハ不蒸溜法 ノモ ノガ最 モ良好 デァ

ル。次 デ減墜蒸溜法デ、過熱蒸氣蒸溜法 ノモノ

ハ最 モ不良 デアル。

(iv)減墜蒸溜法 ノモノへ 屈折傘 ガ最 モ高 イ次

ハ過熱蒸氣蒸溜法デ不蒸溜 ノモ ノハ最 モ其 ノ数

値ハ低 イ。

第五章 生化學的二活性或ハ非活性 卜唱ヘタルハ如何 ナル鮎・ヲ準罎 十セルカ

余等 ハ論著 中 二於 テ、生 化學 的見地 ヨリSqu・

alenehe二 活 性 化 セ ラレタル モ ノ ト然 ラザル モ

ノ トノ存在 スル ゴうテ繰 リ返 シテ述 べ、且 ツ生

化 學的 二活性化 セ ラレタルSquale.neヲ 便宜 上

Squalinト 唱 ヘル コ ト・シタ ノデ アルガ、然 ラ

バ此 ノ活性 ト非活性 ナル 毛 ノ ・旺 別 ハ、 如何 ナ

ル事 象 テ標準1ト シテ下 サ レタカ ト云 フ質疑 ガ當

然起 ツテ來 ル筈 デアル ヵ ラ弦 二其 ノ大 要 ヲ掲 ゲ

テ置 ク。

第1ハ 、生膿 島封 シテ其 ノ微量(「 プロキtSグ ラ

ムP封 シテ0.005-0.01c・a)ラ 皮 下或 ・・筋 肉内

二注射 セ シムル コ トニ因 ツテ急速 二登來 スル尿

或 ハ血液 内 ノpHノ 移動 スルコ ト、即 チ生盟 内二

登 生 スル急迅 ナル遷元作 用 ノ有無 デァル。Squ-

aleneノ 方 カ ラ言ヘ バ急激 ニ シテ甚大 ナル酸化

作 用 テ蒙 ル性能 ノ有無 ト云 フコ トデ アル。斯 カ

ル性質 ノ大小、多寡 が一般的=見 テ・Squalene

ノ生 化學 的性能 ノ有無、優劣 テ判断 スルー・ッ ノ

標 指 ト看 倣 ス コ トガ出來 ル。急速 二登來 スル還

・元能 力 ノ強 イモ ノ程生化學的 ノ性能 ガ優秀 デ ア

ル 雫云 ツテ良 イ。但 シ撃 二例 外的 ニ ソレ程急速

ニハ還元作 用 テ認 メ得 ナ イSqualene一 テモ生

化學 的 亭相當優秀 性 テ示 ス場合 モ アル コ トテ認

メタ。

次 二生化學性能 ノ有無 テ判 定 スル標指 トスベキ

事 項 ハ、 之 ラ結核罹 患生禮 二注射 スル コ トニヨ

ツテ、既 二記載 シタルガ如 キ尿、流血或 ハ糞便

中等 ノ結核 菌或 ハ夫 レヨ リ攣 異 セ ラ レタル細菌

禮 テ排泄 スルテ認 メ、或 ハ注射 セ ラ レタル生盟

流 血中 ヨ リ攣 異 セル結核 菌 ノ分離培 養 テナ シ得

ルガ如 キ事實 デアツテ、第3ニ ハ、之 テ結核罹

患動物 工注射 スル コ トニ ヨツテ結 核獲生 テ阻IL

ス ル作用 アル ヤ否 ヤ ト云 フ.コ トモ重 大 ナル生化

學 的性能 ノ有無ヴ判 定 スル事項 デ ァル。第4二

試験管 内 二於 テ結 核菌 ノ登育 ラ阻 止 スル作 用 ア

リヤ否 ヤテ検 スル コ トモ有用 ナルー判 定事 項 デ

アル。第5ハ 試験 管 内二於 テSqualeneノ 酸 化

テ蒙 ル速度 ノ大 小、遅速 ノ黙 デァル。以 上記載

セ ラレタル何 レノ判 定事項 ニモ殆 ド「イ ンヂ ファ

レン ト」デアル ヤウナSqualeneテ 目 シテ余等

ハ生化學 的 二殆 ド無 爲無能 ナル非循性 ノモ ノ ト

唱 ヘ タ ノデアル。・

第六章 生化學的;活 性化セルSqualene二 關スル考察 卜論議

前 述 セルガ如 ク、其 ノ化學 的組成 二至 リテハ、

同一 ト看倣 サル可 キ筈 ノSqualene二 於 テ、其

ノ生化學 的 性能 二至 リテハ同様 ナル数果 テ示 サ

ズ。極端 二言ヘバ無爲無能的状態 ノモノヨリ、

眞 二超破天荒的 ナル生物學的現象 ヲ呈ス,ルト云

ツタ頗 ル数果的 ノモノトガアル。蓋 シ斯 カル相
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異 セ ル性能 テ招來 スル原 因ハ、抑 々那邊 二存 ス

ル カ、此 ノ邊 ノ眞理 テ關 明 ス ル コ トハ 所 謂

Squaleneナ ル モ ノテ實 際 二慮 用 シテ震 天動 地

的 ノ奇蹟 的事實 テ上 ゲ得 ル ニ至 ル ノ ミナ ラズ將

叉、之 テ軍 二學 究的 二観 ル モ眞 二興味津 々有 意

義 中 ノ有意義 ナルモ ノナ リト信 ズ。余 等 ハ本業

績 ノ第2報 二於 テ相當 二突 キ込 ンダ議論 ラ述 ベ

タ ノ ミナ ラズ、或 ル章、節 二於 テハ砂 シク強劇

二過 ギ タ暴言 テ弄 シタカモ知 レヌガ、夫 レハ強

チ強劇 二失 シタ暴言 デハ ナイ。斯 クマデ言 ハネ

バ通 ゼヌ ガ當代尚 ホ 日本 ノ或 ル署學 者 ノ仲間 テ

風靡 セル面 白 カ ラヌ通有性 デアル カ ラグ。外 國

文 明 テ讃唱 シ、事、邦人 二依 ツテ完成 セ ラレタ

モ ノハ殊 更 と輕覗 シテ顧 ミナ イ實 二不 甲斐 ナキ

國民性 ダ。余輩等 ハ ソノ凡ベ テ悉 ク氣 二入 ラヌ。

斯 ンナコ トハ私 ノ鯵奮 二過 ギナィ。 中 ニハ物 分

リノ良 イ人 士 モナ ィデハ ナイ。絵談 ハ サテ置 イ

テ本論 二入 ラウ。

柳 々Squaleneナ ル モ ノ ・化學 式及其他 ノ貼 二

就 イテ從 來2.3ノ 異 設 ガアル。A・C・Chapman

氏 ハ(J.Chem.Soc.1923,123,769)所 謂 同氏

ノ「ス ピナセ ン」ナルモ 〃 ・、Squaleneト 相 異

シタモ ノデアル ト認 メ、之 テ初 メC3。H5。 トナ

シ、次 デ之 テC2gH`;,g二 改 メタ.又 伺 氏 ハ所謂

「スピナセ ン」二封 シテ過 酸化水素、硝酸等 ノ酸

化作 用及 ビ其 ノ加熱 乾溜物 二就 イテ研究 セル結

果、其 ノ乾溜物 生成 物 ヨリC、 。且18ナ ル炭化水

素 テ検 出 シ此 ノモ ノハ1ツ ノ「オ レフィン」炭化

水 素 デ アル ト愚 唯 シ其 ノ化學構造 テ

CH2CH3

11
CH3・CH2・CH2・C=CH・CH2・CH3

ノ如 キモ ノ ト假 定 シ、之 テ 且epareneト 命 名

シ「スピナ セ ン」テ加熱分解 スル時 ハ45～50%

ハ 此 ノ 且epareneヨ リ ナル ガ故 二 「ス ピナセ

ン」ノ分子式 ハ此 ノHepareneノ 複 合物 ノ2ツ

テ含有 セルモ ノナ ラン ト推定 シテ次 ノ如 キ式 テ

與 《・タ。

CH3・CH2・CH=C(CH3)・CH2・CH2・CH・CH3

＼CH
=CH2・C(CH3)=CH

lCH

2

1
CH2

1
CH=CH2・C(CH3)=CH

/
CH3・CH2・CH=C(CH3)・CH2・CH2・CH

Andr6及Cana1雨 氏(Bull.Soc.Chim1929,

IV,45,498)ハ 、Squaleneノ 「ク ロ ー ル ヒ ドラ ー

ト」 ガ2ツ ノ成 分 二分 離 シ得 ラ ル ・ コ ト嬢 見

シ、Squaleneテ1種 ノ混 合 物 ト看 倣 シ テ其 ノ

化 學 式 ヲC27H44ナ リ ト唱 ヘ タ。 且eilbron氏 等

(J.Chem.Soc.1926,1630)ハSqualeneテ

C3。H5。 ト認 定 シ タ ガ 、 實 験 ノ結 果 、 初 メSqu-

aleneテ 異 性 禮 ノZF衡 混 合 物 ト シ テ次 ノ如 キ2

ツ ノ構 造 式 テ提 出 シ タ。

(1)CMe,):C且 ・C且2・〔CH2・CMe:C且 ・C且2〕4・CH2・

CMe:C且Me

ωCMe2:CH・C且2・ 〔CH2・C(:C且2)・CH2〕4・CH2・

CMe:CHMe

更 二 同 氏 等 ハ 、Deeahydrosqualene(C3。 且6。)ヨ

リ 「オ ゾ ニ ド」テ 作 リ之 テ水 一 テ 分 解 生 成 物 テ

中 性 物 、 酸 性 物 二分 チ テ 實 験 セ ル 結 果 、r-met-

hyl-n-valeriacacid(CHMe2・CH2・CH,・COOH),

4,8-Dimethylnonoicacid(CHMe2・C且2・C且2・

C且2・CHMe・C且2・C且2・COO且)ノ 生 成 ス ル コ ト

ニ封 シ テ ハ(ω 及(皿)ノ 構 造 式 ニ テ ハ 読 明 不 可 能

ナ リ ト シ テ次 ノ如 クSqualene二 第(m)ノ 異 性

膿 ノ存 ス ル モ ノ ナ リ ト シ タ。

(皿)CH・(C且2)2・CMe:CH・C且2・CH:CMe2

il

CMe・(C且2)2・CH:CMe・(C且2)2・C且:CMe・

(CH2)3・CMe:CHMe

久 保 田 氏(東 、 化 、.大 正 、39,906)ハSqUalene
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テ同量 ノ氷酷酸(濃 硫酸2%テ 含 ム)テ 混 ジテ バ1/2時 間後 ニハ2環 式b…3時 間後 ニハ3環 式

650C～680C二 撹 搾 シツ ・約3時 間経 過 シタル上 トナ リ最高 ノ環式 閉鎖(4環 式)ハ3日 目二褒來

層 ノ油層 ラ「エー テル」ニテ浸出 セシメ酸性 ヲ去 スル。此 ノモ ノハ唯2個 ノニ重結 合 テ残留 スル

リ、良 ク脱水 「エー テル」テ溜 出 セ シメタルモ ノ ノミデ アル。環 ノ生成 セ ラル ・二從 ツテ比重及

ヲ0.55mm座 下 二分溜 シ タ ル ニ、大部分 ハ 粘度 ハ檜加 シテ來 ル。 叉、久保 田氏 ハ既 二記載

246～2480C二 於 テ溜 出 シ タ。此 ノモ ノハ無色 セル ガ如 クSqualeneノ 「オゾン」分解 テ行 ヒ其

デ著 明 ナル粘性 テ示 ス。屈折率(n智)1.51568元 ノ生成物 ヨリSqualene二 次 ノ如 キ構i造式 テ掲

素分析及分子量測 定 ノ結果 ハ其 ノ組成C3。 且5・ ゲ タ.

識 翫 薫鞠 瓢蹴1:坤 一 岬 一一
3二 比 較 シテ5.31ノ 減 少 テ示 シテ居 ルガ故 二、CH3

葵 欝 鰐 減 少:/SeeeH犬 化 合YfT;:1:>C・CH2・CH2・CH-CH・CH2'CHgeCHI,=CH"'・

Heilbron,Kamm及Owens氏 等(J.Chem,而 シテ右 方鮎 線下 二入ル可 キ8個 ノ炭素原子 ノ

Soc,1926,1641)ハ 次 ノ如 キ 諸試藥 ニヨツテ 結合HK態 ハ未決 定 デ アル ト。 又Squaleneノ 還

Squaleneノ 異 性化 テ計 ヅテ次 ノ如 キ結果 ラ報 元性 生成物C,。 且62ガ 結 晶膣 ナ ラザル コ トハ正

ジ タ。 鎖 化合物 デナ イ謹左 デ、 省 ホ「アル コール」ト金

(1>硫 酸 ヲ含 ム無 水酷酸 ニ ヨル モノ 厩 「ナ トリューム」ニ ヨツテ還元 セ ラレザルへ 共

沸貼(253～256。C,4mm)比 重(d響)0.8939屈 魎 二重結 合 ノ存 在 セザル コ トラ示 スモ ノデ・前

折卒(n智)1.5080分 子 屈折136.7記 ノ構 造式 テ有利 二辮護 スルモ ノデ アル ト・

(2)酒 精 陞硫 酸 ニ ヨルモ ノ 次 二Squaleneテ 乾 溜及熱 分解 ニ ヨツテハ既 二

沸鮎(230～246。C,3mm)比 量(d}1)0.9073述 ベ タルガ如 ク・生成物 ノ圭 ナルモ 〃 ・ 「テル

屈折卒(n智)1.5049分 子 屈折134.01ペ ン」炭化水素 気 低 沸1部 ニハ「4ソ プレン」

(3)蟻 酸 ニ ヨル モ ノ(C5且8)梢 ≧高 キ分 ニハ「シクロ、ヂ ヒドロ ミルセ

(a)反 庶 時間1/,時 間 ン」(C1・且18)存 在 シ・高沸Iaハ 「セスキテルペ

沸貼215～2250C(2mm)比 重(dl9)0.8900ン 」「ヂテルペ ン」等 ガ生成 セ ラル'モ ノ'如 シ
「屈折卒(n告)1

.5060分 子 屈折136.8、 ト唱 ヘ ラル。 ■訂

(b)反 慮 時 間3時 間 川 合及 小杉氏等(東 、 工～試 、大正12,18,1.59)

沸 鮎232～233。C(3mm),比 重(dll)0・9207ハSqualeneテ 酸1生白土 ト共 二乾溜 シテ石油類

屈折卒(nb5)1.5150分 子 屈折134.3沃 素慣 似 ノ炭 化水素 テ得 タ。此 ノモ ノハ・ 「ナ フテ ン」

197.9(C,。 且,5。戸3)系 テ主成分 トシ比較 的小量 ノ芳香囑炭化 水素及

計算激沃素慣185.8分 子 屈折132.6不 飽 和炭化水素 テ含有 ス ト。

(c)反 慮 時間24時 間 外 山及土屋 氏等(東 工、 試、大正14,20,2,

沸1230～2320C(3mm),比 重(d}1)0・9359215)ハSqualeneノ 水 素化物Squalanテ 乾 溜

屈折卒(n哲)1.5211分 子 屈折133.2沃 素 慣 シテ多 クノ 「パ ラフィン」系炭化水素及不飽和炭

117.4(C3。H5。 戸2)計 算 撒 沃素慣124.6分 子 化 水素 ノ混合物 テ得 タガ「ブ リスタ ン」ノ生成 ハ

屈折130.9)ナ キ モ ノ ・如 シ ト。

以上 ノ實験 二依 レバ異 性化 ハ階段的 二起 ル モ ノ 阿部 及 荘 氏 等(工 、化、 昭和4,32,213)ハ

デ分子屈折 ノ過 超 ガー檬 二繊持 スル モ ノ トス レSqualeneテ 加 熱 セル ニ、始 メハ吸熱性 ナルモ、
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1850C附 近 ヨリ登熱性 トナ リ、3000C附 近 ニテ

ハ最 モ激 シク重合 テ起 スモ ノナ ラン ト.

小 田氏(工 、化 、昭和6,34,1008)ハ 水 素加厘…

下(初 歴100氣 歴)二Squaleneノ 加熱 分解 テ實

験 シタルニ、3000C附 近 ニテ既 二攣化 ヲ起 シ、

其 ノ攣 化 ハ主 トシテ重 合反 磨 デ之 二件 フ副反慮

トシテ多少分解 テ起 シテ小量 ノ輕 キ石油様炭化

水素 ト多量 ノ高級 「テルペ ン」属炭化水素 トヲ生

成 ス。而 シテ、温度 テ高 ムルニ從 ツテ副反慮旺

盛 トナ リ、輕 キ生成物増加 シ、高級 「テルペ ン」

CH3CH3

1i

囑 化 合 物 ハ 低 級 化 合 物 二 攣 化 ス ト。

最 近P.Karrer,A.Helfenstein,H.Wehrli,

A.WettStein(且elv.Chim.Acta,1930,13,

1084)等 ノ偉 大 ナ ル 業 績 ニ ヨ ツ テ 、Squaleneテ

盤 化 「フ ァル ネ シル 」(Farnesyl-Chlorid)叉 ハ 臭

原 「フ 。ル ネ シ ル」(Farnesyl-bromid)テ 「カ リュー

ム 」或 ハ 「マ グ ネ シュー ム 」テ以 テ庭 理 ス ル コ トニ

ヨ ツ テ=次 ノ如 クSqualeneラ 合 成 ス ル コ トニ 成

功 シ タ。

　
HC

ー
CH3

(CH3)2C=CHCH2CH2C=CHCH2CH2C=CHCH2Br十BrCH2CH=CCH2CH2CH・=CCH2CH2CH=C(CH3)2

↓Mg叉 ハK
CH3CH3CH3CH3

1111

(CH3)2C=CHCH2CH2C=CHCH2CH2C=CHCH2-CH2CH=CCH2CH2CH=CCH2CH2CH=C(CH3)2

(ス ク ア レ ソ)

斯 クノ如 ク合成 ニヨツテ生 ジタSqualeneハ 、

天然産 ノモ ノ・如 ク高低2融 鮎 ノ盛化水素加成

物 テ生 ズ。Karrer氏 等 ノ研究 ニヨ リ テSqu-

alene二 ・・異 ナル構 造的 ノ異性禮 ・・存在 セザル

モ ノ ト認 メ ラル ・モ、爾 ホ立禮的異 性艦 ノ存在

ハ可能 デアル6

前 述 スル ガ如 ク、Squalene二 異性盟 ノ有 ル カ

無 キカ ノ問題 二就 イテモ化學者 間 二諸説 ガアル

ガ、余等 ハ生化學的方面 ヨリナセル研究 ノ結果

カ ラ見 テ、Squalene・ 才 ル モ ノニ異1生艦 ノ存在

スル モ ノナル コ トテ確 信 スル。何 ・トナ レバ、同

一一ノ方法 ニ ヨツテ製 出 セ ラレ其 ノ化學的組成 ヨ

リ観 レバ、 同一 ナ リ ト思惟 ゼ ラル ・Squalene

ナ ル モ ノニ於 テ、一 ツハ生化學的 二活性 デ アル

ニ拘 ラズ、他 ハ生 化學 的 二非活性 ノ歌態 ラ示 ス

カラデアル。 此 ノ貼 カラ観 ルモSqualene二IR9'

ク トモ生化學 的 二異性膣 ノ存在 スル コ トハ事實

デ アル。其 ノ異性膿 ハ純化學的 ノ見地 ヨリ構造

異性禮 力或 ハ立禮異性膿 デアル カ目下 ノ庭 デハ

明確 デナイ。前述 セル ガ如 ク辻 本、 戸山、久保

田及 其他 ノ諸氏 ノ行 ヘル ガ如 久 「スクア レン」

テ種 々 ナル方法 二依 ツテ酸 化機構 ラ経 タル場合

二Squaleneヨ リ種 々ナル異性膿 ノ生成 セラル

ル コ トハ明 白ナル事實 デ アツテ、余等 ハ種 々ナ

ル實験 的結 果 ヨリ考察 スルニ、一定度酸化機轄

ノ進 展 セル(ソ レハ自然的 自己酸化 二因ルモ或

ハ人爲的 二酸化 テ行 ヘ ラ レタル場合 ニモ)鮫 肝

油 ヨ リSqualeneテ 分 取 スル際 二最 モ優 秀 ナル

生化學的性能 テ具備 シテ居 ル ノデ アル ガ、此 ノ

理 由ハ、酸化 セラ レタ鮫肝 油 ヨリ製 出 セ ラレタ

Squaleneニ ハー一種 ノ異性禮(或 ・・其 ノ同族 膿乃

至重合性物質 テモ多少含 ミ來 ルヤモ計 ラレズ)

テ生 ズル ニ至 ルモ ノデ、此 ノ異性禮 ガ取 リモ直

サズ生化學的 二活性 テ現 ハスモ ノデ アル ト思惟

ス・ノレo

爾 ホSqualeneガ 生fヒ學 的 二活性 テ示 ス圭 ナル

原 因 ハ、生膿 内 二於 テ惹起 セ ラル ・急迅 ナル還

元作 用 ニ アル ト看倣 ス可 キデ アルガ、此 ノ急迅

ナル還元作用 テ最 モ遺憾 ナ ク嚢揮 セ シムル爲 ニ

ハSqualeneテ 酸 化 ノ感慮期 二齎 ラス必要 ガア

ル。適度 二酸化機構 ノ進展 セルSqualeneヨ リ

減墜蒸溜法 二依 リテ分取 セノヒ場合 二於 テノ・一旦

其 ノ炭素 ノ不飽和二重結合 二結合 セ ラレタル酸

素元子 ガ再剥離 ラ起 シ テ 來 ル。斯 ク ノ如 キ

Squaleneニ ア リテハ再 ピ酸素 テ結 著 セ シムル

性能 二富 ミ・且 ツ其 ノ速 度 モ極 メテ迅 速 デ ァル
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ガ、酸化機構 ノ進展 セザル鮫油 ヨ リ分取 セラ レ

タSqualene-一 ア リテハ、其 ノ性状極 メテ安定

二過 ギ迅速 二且 ツ激甚 ナル酸化 テ感得 スル ノ性

質 ガ極 メテ薄弱 デ アル。此 ノ相異黙 ガ活性 ト非

活性 ノ分 ル ・主要 ナ貼 デアル ト思 フ。

辻本 氏 ノ所説 二嫁 ルニ、Squaleneテ 減 歴蒸溜

法 テ試 ミルニ、其 ノ沸鮎 ハ比較 的僅少 ナル幅員

ノ相 異 ラ示 ス ニ過 ギザル ガ故 二、此 ノ黙 ヨリ見

ル モSqualene'ハ 比 較 的軍一 ナル化 合物 デ多数

ノ異性艦 ノ混合 セル モ ノ轟ハ非 ザル可 シ トナサ

レタガ、成 ル程 、酸 化 ノ過 程 ノ進展 セザル新鮮

ナル鮫肝 油 ラ減 座蒸溜 法 テ施 ス場合 二於 テハ・

辻 本氏 ノ謂 ハル ・ガ如 ク、其 ノ沸貼 二於 テ大 ナ

ル移動 テ示 サズ、甚 グ シキ場合 ニ アリテハ殆 ド

Constantニ ー 定温度 二於 テ溜 出 スル テ認 ムル

ガ、之 二反 シテ酸化 ノー定度進展 セルモ ノニア

リテハ、減座蒸溜 ノ沸黙 ノ幅員 ガ甚 グ シク廣範

園 ラ示 ス。即 チ5。C-30。Cノ 範園 二亙 ル沸貼 ノ

相 異 テ示 ス。斯 カル現象 ノ起 ル理 由ハ酸化 二依

ツテSqualene二 異 性・膿 テ登生 シタル謹縁 デハ

ナカ ラウカ。

又酸 化過程 ノ進展 セザル鮫肝 油 ラ減歴 蒸溜 法 テ

試 ミル際 ハ殆 ド常 二吸熱 性 デ アルガ、酸化 ノ進

行 セルモ ノニア リテ其 ノ程 度 二從 ツテ次 第 二登

熱 性 トナル。是 レニ由 リテ観 ルモ、酸化 ニ ヨツ

テ次第 二Squalene二 異 性盟 ノ登生 シタルモ ノ

デ アル ト看倣 ス可 キデハナカ ラウカ。結局、余

等 ノ考察 スル1麸デハ化學的 二Squalene二 異 性

盟 ノ有 ル無 シテ解決 スルニ當 ヅテモSqualene

ラ製 出 セ ン トスル原油 ノ酸化 ノ程度 ト云 フ コ ト

ラ限定 シテ置カネバナラヌ コト・思 フ。・刻々二

酸化作用ラ受ケツ ・アル鮫肝油ハ、又刻々二其

ノ化學的殊 二生化學的性能 二於 テモ憂化 ラ醸成

シツ ・アル可 キ筈 デアル。而 シ乍 ラ、其 ノ化學

的組成 二至 リテハ容易二攣化 テ蒙 ラザル コトハ

久保田氏 ノ實験 ニヨル酷酸加硫酸加熱ニヨル張

劇 ナル 酸化操作 ニヨルモ、Squaleneガ 開放式

鎖状結合化合物 ヨリ環状式結合物二攣化ハスル

ガ其 ノ化學的組成ハ依然 トシテ不攣 デアルコト

ニ依 ツテモ會得 ノ出來ルコトデアラウ。

既述 セル余等 ノ實験的結果 カラ判定 シテ、生化

學的二活性化 セラレタルSqualeneテ 分取スル

圭要貼バー定度二酸化機轄 ノ進展 セルモノト云

フコトデアルガ、稀二酸化機構 ノ夫 レ程二進展

シナイ新鮮 ナ鮫油 ヨリ分取 セルモノニアリテモ

相當 二強 イ生化學的性能 テ登揮スルガ如 キ場合

ラモ認 メタ。此 ノ故二Squalene二 異性罷 ノ有

無或 ハ其 ノ生化學的性能上 ノ相異二於テモ多少

鮫 ノ種類 ト云 フコ トニモ關係ガアル ノデハナイ

カ ト思、バレル。

余等 ハ過去十餓年間二亙 ツテ約1千 激百絵同ニ

ツテ減歴蒸溜或ハ過熱蒸氣蒸溜法或 ハ不蒸溜法

等 ニヨツテSqualeneテ 分取 シタガ、其 ノ間種

種 ナル操作或ハ方法 二依 ツテ種々ナル酸化 ノ道

程 ニアルモノ或ハ種 々ナル還元性物質 テ慮用 シ

テ得 タルモノ・内特 二第9表 二示 スガ如キ186

種二就 イテ其 ノ物理學的、生化學的性状及動物

拉 二試験管内二於 ケル實験 ノ結果等 ヨリ考察 シ

テ圭要貼ラ摘録スルニ次 ノ通 リデアル。

第9表 種 々ナル製出法及各様 ノ工程ヲ経タル鮫肝油 ヨリ抽出・セラレタル炭化水素 ノ生化學

的性能ノ槍索(生 化學的性能 ノ程度 ヲ大盟柵、柵、什、十、±、一 ノ6種 二分 ツ)。
層

検査炭
化水素
ノ番號

比 重

(d智)

屈 折 率

(20nD)
抽 出 方 法

生化學
的性能
程度

槍査炭
化水素
ノ番號

比 重

(d響)

屈 折 率

(20nD)
抽 出 方 法

生化學
的性能
程度

.1 0.8578 1.4952 減 趣 ± 7 0.8617 1.4965 減 瞳 骨

2 0.9235 1.4971 減懸2ケ 月間キルク栓貯藏 ± 8 0.8607 1.4965 ,, 什

3 0.8599 1.4959 減 歴 十 9 0.8560 1.4955
　

,,
一

4 0.8620 1.4965 ,, 惜 16 0.8555 1.4955 ,,
一 ●

5 0.8568 1.4965 ,, 朴 11 0.9057 1.4980 ,, ±

6 0.8626 1.4965 減歴1週 間開栓 惜 12 0.8548 1.4968 ,, 什
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既述 セルガ如 ク、同 ジクSqualeneト 稻 スルモ

分取法 ノ相異 二依 ツテ試 験管 ノ實験 ノ結果 テ異

ニ スル。例 ヘバ或 ルモ ノハ「グアヤ コン」酸青 ノ

現 色反慮 テ著 明 二呈 スル ガ他 ノモ ノハ陰性 デ ア

ル。即チ減歴蒸溜法ニヨルモノハ製出時 ヨリー

定期間内ハ唯其 ノ炭素 ノ不飽和二重結合二酸素

テ附加 シテ酸化 テ蒙 ルニ過 ギザルモ、過熱蒸溜

法或 ハ不蒸溜法ニヨツテ製出セラレタルSqu一
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aleneハ 、 既 二其 ノ製出 ノ當時 ヨ リー一面酸素 ラ

附加 シテ酸化 テ蒙 ル作用 テ示 ス ト共 二、他面 二

於 テハ又適切 ナル燭媒作用 ノ下 二、或 ハ 自己燭

媒 ニ ヨ リテ附加 セ リレタル酸素 テ放 出 シテ之 ラ

他物質 二供給 スル作用 テ現 ハ スモ ノデァル コ ト

ヲ認 メタ。 叉是等檬式 ノ製 出法 二於 テ、何 レノ

モ ノガ余 等 ノ所 謂生化學的性能 二富 メル モ ノデ

ァル カ ト云 フニ、滅歴蒸溜 法 ニ ヨル モ ノハ最 モ

優 秀 デ、過熱蒸氣蒸溜法 一 ヨル モハ之 二次 ギ、

最低劣 ナルモ ノハ不 蒸溜 法 ニ ヨルモ ノデ ァル。

叉同 ジク減墜蒸溜法 二依 ルモ ノモ、酸化機輔 ノ

進展 二慮 ジテ製 出 セ ラレタルSqualeneガ 次 第

二酸化 テ受 クル速 度 二於 テ急速 トナ ツテ來 ル。

例 ヘバ、卵黄 「アル カ リ」水液 中 二Squaleneテ

滴 下 シテ370C二 貯 藏 シテ實瞼 テ経 ル ニ、既 二

数 日テ経過 ス レバ卵黄 「アルカ リ」水液面 二滴下

セ ラ レテ俘游 セルSqualene二 白濁 テ生 ジ、次

第 二卵 黄水 二褐色 ノ色調著 明 トナル。i途 ヒニ卵

黄 「アル カ リ」水 ハ暗褐乃 至 「アズキ」色 テ呈 シ、

液 ハ全 ク凝 固 スル ニ至 ル。斯 クノ如 キハ、滴 下

セルSqualeneハ 極 メ迅 速 二酸化作用 テ受 ケ、

恐 ラク盤基 性酸類 似 ノモ ノテ生 ジ、此 ノモ ノガ

卵黄 「アル カ リ」水 中二溶解 スルガ故 へ 次第 二

p且 度 ゴ攣 移 テ起 シ、 「アルカ リ」性 ヨ リ酸性 テ

呈 スル ニ至 リテ卵黄水 ノ凝 固 テ起 スニ至ルモ ノ

ト見ル可 キデ ァル。然 ル ニ或 ルSqualeneニ ァ

リテハ、前記 ノ如 ク滴下 シテ370C二 約 牛歳或

ハ1年 テ経過 スル モ、滴 下 セルSqualene」 モb

將 又卵黄 「アル カ リ」水其 モ ノニモ殆 ド著攣 テ惹

起 シナイ。斯 カル状態 ノSqu31eneハ 、概 シテ

生化學 的 二非活性 デ アル。 即 チ是等 ノモ ノハ化

合物 トシテ鹸 リニ安定性 デ迅速 二酸化 サ レ難 イ

ガ爲 デァル。斯 ク ノ如 キ非活性 ノSqualeneハ 、

嚴密 ナル注意 ノ下 二抽 出 セ ラレタル新鮮 ナル モ

ノニ絡 ジテ認 メラル ・現象 デ アル。

余等 ハ過去久 シキ歳 月 二亙 ツテ幾多 ノ試験質 内

及生盟 内等4於 ケル實験 テ基 調 トシテ、Squa一
ぼ

leneナ ル モ ノー..、生化學的 二観察 シテ活性 ナル

モ ノ ト、非 活性 ナルモ ノ トノ存在 スルモノ ナル

コ トハ全 ク疑義 テ容 ル ・二餓地 ナキ實 想 デアル

ト断 ズルガ、此 ノ相異 セル性能 ノ岐ル ・主要貼

ハ結局酸化機構 ノ程度 ノ如何 ト云 フコ トニ蹄着

スルモ ノデアル ト思惟 セラル。

弦 二翻 ツテ考察 テ続 スニ酸化機 構 ノ進 展 スル』

連 レテ必然將來 スル事 衆 ハ、酸化 二因ル分解 ト

云 フ問題 デァル。依 ツテ、抑 々生化學的 二活性

ラ生 ズル本原性 ノモ ノガ果 シテ化學的 二見 テ其

ノ組成 ガ同一 ナルSqualeneノ 所 謂異性禮 二因

ル モ ノナル カ將又、蒸溜操 作 中二多少爽雑 シ來

ル可能 性 ノアル分解 的産物 ノ爲 ニハ ア ラザル ヤ

ト云 フ疑 問 デアル。斯 カル疑問 ラ解決 スル爲 二、

余等 ハ酸化 セルSqualeneテ 更 二減歴 蒸溜 法 テ

行 ヒ其 ノ沸鮎 ノ低 イ分解的産物 、圭 トシテ 「テ

ルペ ン」炭化水素 ト思 ハル ・モ ノニ就 イテ減歴

6mm下 二於 テ其 ノ沸貼180。C以 下、180～200

。C
,200～220。C,220～240。C,240。C～2620C二

溜 出 セルモ ノラ5種 二分 別 シテ是等 ノ生 化學 的

性能 ノ優 劣 テ比較 實験 シタルニ大禮Squalene

ノ沸 貼恒敷 ヨリモ低 沸鮎 テ示 ス分解 的産物 ニア

リテハ、其 ノ生化學的性能 ガ減弱乃 至浦失 スル

ノミナ ラズ之 テ動物禮 二注射 ス レバ、殆 ド悉 ク

著 明ナル膿重 ノ減少 テ示 ス。故 二大小 二拘 ラズ

生禮 二封 シテ毒性力 テ示 スモ ノデァル ト認 ム可

キ デアル。又此 ノ反封 二、敷 回 ノ減 歴蒸溜 テ繰

リ返 シテ試 ミタル上 二、更 二金属 「ナ トリユー

ム」 上 ニテ減歴蒸溜 テ行 ヒタル後 二普 通減歴蒸

溜 テ施 シタル ガ如 キ爽 雑物絶 封皆無 ト看倣 ス可

キ程度 二精製 セ ラレタルSqualene二 於 テ、其

ノ生化學 的性能 ガ減弱 セザ ル ノ ミナ ラズ、寧 ロ

多少}會強 テ認 ムルガ如 キ場合 ガ多 イ。斯 ル ガ故

二、Squaleneノ 有 スル玄妙不可思議 ナル生 化

學的性能 ハ、決 シテ其 ノ分解的産物 ノ所 爲 二非

ザルモ ノ ト断言 スル コ トガ出來 ル。

次 二Squaleneテ 蒸 溜 スル際 二i爽雑 シ來 ル惧 レ

ノアル少量、 「コレステロー ル」或 ハ高級 「アル

コー ル」〈「バチル アル コー一ル」、「セ ラキル ァル コ

ール」ノ如 キ)ノ 如 キ物 質 ガ斯 カル生化學的活性

テ現 ン・ス'二非ザル ヤ・ト云 フ疑問デ アル ガ、本 間
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題 テ解決 スル爲 二、余等 ハ 「ヂギ トニ ン」酒精 溶

液 二依 ツテ完全 二Squaleneヨ リ 「コレステロ

ー ル」テ除去 シタルモ ノ
、或 ハ金属 「ナ トリユー

ム」上 ニテ2同 精 製 ラ施 シ「コレステ ロー ル」及

其他 ノ高級 「アル コール」テ完全 ご除去 シ得 タ リ

ト思 ハル ・モ ノモ就 イテ、比較實験 テ経 タル ニ

毫 モ其 ノ生化學 的性能 二於 テ減弱 テ示 サ ・"ルガ

故 二、前記 ノ如 キ物 質 ノ少量 ガSqualene二 混

在 スル コ トニ由 ツテハ生化學的性能上 二殆 ド全
も

ク無關係 ノモ ノデアル コ トガ分 明 セラ レタ。次

二辻本氏及外 山氏等 二稼 ルニ、或 ル種 ノ鮫油 ニ

ハ少量 ナガ ラ低沸 鮎 二於 テ溜 出 スルPristane

C、8且28,或 ハZameneCi,.且36,ノ 如 キ 炭化水素

ガ含 マル ・コ トアルガ故 二、斯 カル炭化水素 ガ

偶然 ニモSqualeneノ 内 二i爽菊直シテ(分 別蒸溜

ハ行 フガ極分微 二 混 在 シ來 ル虞 レア リ〉生化學

的活性 テ 示 スモ ノニ 非ザル ヤ ト云 フ疑念 ノ下

二拾 激種 ノ鮫肝 油 ヨ リ低沸黙 二 溜出 スル 部分

(Pristane,Zameneナ ド ノ沸黙 二 相當 スルモ

ノ)テ 探 ツテ實験 ラ試 ミタガ、是等 ノモ ノニテ

ハ何等認 ム可 キ結 果 テ得 ナ カツタ。

次 二Squalene二 白金黒 テ鰯媒 トシテ水素 テ附

加 セ シメテ 得 タ ル飽 和化合物即 チSqualan

(Dodecahydro-Squalene)C3。 且,2二 就 イテ實験

ラ試 ミタガ、何 等 ノ生化學 的性能 テ褒揮 シナカ

ツタ。故 二Squaleneノ 生 化學 的性能 テ示 ス所

以 ハ、 其 ノ有 スル炭素 ノ不飽和性 二重結合 二基

因 スル モ ノデ、此 ノニ重結合 ノ不飽和性 テ訣如

セル ガ如 キSqualeneノ 飽 和性誘導偶豊ニア リテ

ハ殆 ド悉 ク優秀 ナル生化學 的性能 二訣 ゲル モ ノ

ト論断 シテ ヨカラウ。

次 二前述 セルガ如 キ種 々 ナル製 出法 ラ試 ミタル

186種 ノSqualene二 就 イテ比較實験 テ行 ヒ其

ノ結果 ヲ考 察 シ テ 生化 學的 一 活性 テ 有 ス ル

Squaleneノ 物 理學的性状 トシテ大盟次 ノ如 ギ

所論 ガ得 ラレル。

(a)屈 折 卒 ガ増加 スルガ比重 ガ其 ノ割合 二檜加

テ示 サ ・"ルモ ノ、或 ハ反封 二比 重 ガ檜 加 スルガ

屈折卒 ガ其 ノ割 二檜加 ラ示 サヌモ ノハ縮 ジテ生

化學的二優秀性 ラ示 ス。

(り)屈折卒及比重共 二檜加 セルモノモ、生化學

的 二優 秀牲 ヂ認 メルガ、強烈ナル酸化作用 テ経

タル結果開放性鎖式化合物 ヨリ環状式化合物状

態 二異性化セラレタルモノ、或ハ全 ク分解 セラ

レテSqualeneト 異ナル組成 ノ化合物二攣化 セ

ルモノ等 ニアリテハ、生化學的二良優秀ナル姓

能 テ褒揮セザルノミナラズ吸牧性ガ不 良 デ ァ

ノレo

(c)屈 折 卒及比重 ガ或 ル撒値 以上 ラ示 スモ ノデ

ナケ レバ縮 ジテ数果 テ現 ハサナ イ。 即減歴法 ニ

ヨ リ分 取 セル場合 二屈折卒(n碧 》二於 テ1.4960

比 重(d智)二 於 テ0.8560以 上 テ示 スモノデナケ

レバナ ラヌ。

(c)Squaleneテ 分 取 スル材料、即 チ原油 ノ種

類 ニ ヨリテモ多少生化學 的性能上 二相異 テ認 メ

ル。 一般的 二Squaleneノ 含 有量 ノ多 イモ ノハ

生化學 的性能 モ強 イ。

既 二述 ベ タルガ如 ク各方 面 ヨリ行 ヘル實験 ノ結

,果ヨ リ見 テSqualeneノ 生 化學的 二良 ク其 ノ性

能 テ駿揮 スル原 因 ノ圭要黙 ハ或 ル程度 ノ酸化工

程 テ経 タルモ ノヨ リ分取 スル ト云 フコ トデアル

ガ、 更 二之 テ化學 的 二云 ヘバ酸化 二因ツテ或ル

異,1生化 ノ進 行 セルモ ノヨ リ得 タルSqualeneガ

最 モ数果 的 デ アル ト看倣 サ レル。Squalene二

異 性禮 ノ有無 二關 シテハ、諸 論爾 ホ紛 々 トシテ

確 定 セ ラレテ居 ラヌコbデ アルガ、Squalene

二異 性盟 ノ存在 テ信 ゼ ラ ル ・第1ノ 根糠 ハ、

Squaleneノ 「クロー ル、 ヒ ドラー ト」二相異 セ

ル融 鮎 テ有 スル異性膿 テ生 ズル コ トデ アルガ、

辻 本氏等 ハ此 ノ異 ナル融 鮎 ノモ ノテ生 ズル所以

へSqualene二 盤 化水 素 テ添加 スル際 二、其

ノー一部 ガ異性化 テ起 スガ爲 デ アル ト解 セラ レテ

居 ル。E.Andr6及H.Canal(Compt.rend・,

1925,181,612)ハ 姥 鮫肝 油 ヨリ高度不飽和炭化

水素 ラ分取 シ之 ヨ リ6「 クロール、 ヒ ドラー ト」

〃造 リ「アセ トン」ヨ リ分 別結晶 テ行 ヒタルへ

次 ノ如 キ2ツ ノ生成物 テ得 タ。

(a)融 鮎107・ ・ylO8。C盤 素含量35.32%、CL・,・s



第5號 】 鴻 上 外五 氏==Squaleneヲ 生 化學 的 二活性 化 セルSqualin二 關 ス ル署 學 的研 究 179

HL,6且Cl

(b)融 貼144～145。C「 アセ トン」ニー一層溶 ケ難

シ、 盤素含量33・9%C30H506HCI二 相 當

スo

是 レニ由 ツテ、本油 中 二C2RR46ナ ル炭 化水素

ガ存在 スルモ ノナ リ ト看倣 シテ之 テ 「セ トリネ

ン」(Cetorhinene)ト 命 名 シタ
。 尚ホ雨氏 へ 鎧

鮫或 ハ「カナツボ」鮫 ノ肝油 ヨ リ同様 ノ實験 ラ行

ツテ2種 ノ「クロール、 ヒ ドラー ト」テ得 タ。帥

チ(aノ)融 貼107～108。C,沸 縢 セル「アセ トン」二

甚 グ溶 ケ易 シ。

盤素含量33・92%、 化 學 式C3。H5。6HCI二 相 當

スo

(b')融 黒占143～145。C「 アセ トン」二甚 グ難溶 性

盤素含量33・16%、 化 學式C31H526}ICl

而 シテC・ 、H52ナ ル炭化水素 二相當 スル モ ノニ

「スキムネ ン」(Scymnene)ト 命 名 シタ
.

以 上 ノ實験 二依 ツテ、 同氏等 ハSqualene或 ハ

同氏等 ノ唱 ヘ ル 「ス ヒ●ナセ ン」ナル モ ノ ・6「1ク

ロール、 ヒ ドラー ト」テ夫 々2成 分 二分離 シタ。

而 シテ融黙107～1080Cノ 「クローノレ、ヒドラー

ト」(a及aり ハ其 ノ化學的成分 ノ相異 セルニ拘

ラズ之 テ混合 スル モ融黙 ノ下降 テ示 サズ。之 二

反 シテ融貼143～145。Cノ モ ノ(b及b!)ハ 、 其

ノ混合物 ノ融貼 ガ139～140℃ トナル。以上 ノ

實験 二基 キ テSqualene或 ノ・「ス ピナセ ン」ハ、

軍一 ノ化合物 二非ズ ト報 ジタ.

又 、Heilbron氏 等 ノ異 性罷 ノ李衡混合物 デ ア

ル トノ所設 ハ既 二記載 シタ虜 デ ア ル ガ、近時

Karrer氏 等 ニヨル合成 二依 ツテ得 タルSqual-

eneモ 、 自然 油 ヨリ得 タル モ ノ'ト同檬 二 「クロ

ール
、ヒドラー ト」ヨリ相 異 セル融黙 ラ示 ス加成

物 テ生ズ ル コ トヨ リ推 シテSqualeneニ ハ構造

上 ノ異性膿 ハ存在 セズ軍 一物 デアル トノ設 二傾

イテ居ル ヤ ウデ アル ガ、爾 ホ立膿 的異 性盟(幾 何

學的異性膿)ノ 存在 ハ可能 デ アル。即 チKarrer

ガ合 成 二使用 シタル 「ファルネ シール」C15且260

二就 イテハ次 ノ如 キ4種 類 ノ異 性禮型 ノ存在 ラ

考へ得ル ト。(L.RuzickHelv.Chim,Acta,

1923,9,492)

H-C-CH2GH

lI

CH3--C-CH2.CH2・ 一・-C-一一H

lI

(CH3)2C=CH・CH2・CH2-C-CH

ジ ス 、 シ ス(Cis,Cis)型

HOH2C--C-H

ll

CH2-C-CH2・CH2-一 一C-H

闘

(CH3)2C=CH・CH2・CH2--C-CH

・yス
、 ト ラ ソ ス(Cis,trans)型

HOH3C-C-H

ll
H-C-CH2・CH2-C-CH3

11

(CH3)2C=CH・CH2CH一 ℃-CH,　
ト ラ ソ ス 、 シ ス(trans,Cis)型

H-C-CH20H
II

H-C-一 一CH,,・CH2-C-CH3

11

(CH3)2C・=CH・CH2・CH2-C-CH3

トラ ソス、bラ ソス(trans,trans)型

今 是等 ノ「フフルネ ゾール」ヨリSqualeneテ 合

成 シタリ トセバ、理論 上10個 ノ立匿 異性罷 テ

生 ズル コ ト・ナルガ、一方Squaleneノ 物 理學

的性質 ガ殆 ドー定 ナル コトヨリ推 シテSqualene

ガ果 シテ斯 クノ如 ク多獄 ノ異性盟 ノ混合物 デア

ルヤ否 ヤニ就 テハ疑 問 ラ抱 ク學者 モ多 イ。

余等 ハ化學的 二見 テSqualene二 異 性禮 ノ存 ス

ルモ ノナ リヤ否 ヤ、又果 シテ存 スル モノ トス レ

バ、夫 レハ構 造的 ノモ ノデアル カ或 ハ立禮 的 ノ

モ ノデ アルヤ等 ノ問題 二關 シテハ確 定的 ノ實験

テ経 テ居 ラヌ從 ツテ唯此 ノ方面 二就 イテ著 名 ナ

ル化學者 ノ行 ヘル文獣的考察 テ掲 グル ニ止 メテ

置 クガ、只余等 ハ多敷 二行 ヘル生化學 的實験 ノ

結 果 ヨリ観 テ、Squaleneナ ル モ ノニ異性化 セ

ラレタモ ノ ・.生ジ得 ルモ ノナル事 ハ明白 デアル

ト思惟 スル。而 シテ此 ノ異 性 化 セ ラ レ タ ル

Squaleneナ ル モ ノガ、實 二生化學的 二威 力 テ

示 ス所 以 デ、 而 シテ生化 學 的 一 威 力 テ 示 ス

Squaleneテ 得 ル圭要黙 ハ、適度 ノ酸化機構 テ

経 タル鮫肝油或 ハSqualeneテ 使 用 スル コ トデ

アル ト五 フコ トニナル。
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倫 ホー程 度 酸化機講 テ経 タル鮫肝油 ヨ リ分取 セ

ラ レタルSqualene・'、 軍 二純化學 的 ノ立場 ヨ

リ見 ルモ既 二其 ノ物理學 的性状 二於 テモ甚 グ シ

ク相 異 テ示 シテ來 ル。 即 チ其 ノ沸貼、比重、屈

折 卒 二於 ケル差 異 ノ如 キデ アル。斯 カル鮎 ヨリ

推 察 スルモ異性盟 ノ混在 セルモ ノナル コ トテ想

起 スルニ難 クナィ、斯 カル實験 上 ノ課程 ヨ リ出

登 シテ余等 ハ 生化學的 二 活性化 セ ラ レ タ ル

Squaleneテ 便 宜 上Squalinト 命 名 シタ ノデ ア

ル。Squalinガ 生 化學的 二各種 ノ驚異 的性能 テ

現 ハ ス眞 因ハ那 邊 ニ アル カ ト云 フ問題 二關 シテ

結
●

余等 ハSqualene二 就 テ各種、各檬廣汎 ナル範

園 ト且 ツ長歳 月 二亙 ル詳細 ナル實験 ノ結果 ラ基

調 トシデ次 ノ如 キ結論 テ得 タ.

(1)辻 本 氏 ノ登 見 セルSqualeneナ ル モノニ生

化 學的 二活性 デル モ ノト然 ラザル モ ノ トガ ア

ル。前者 テ余等 ハ'Squalinト 命 名 スル。

(2)Squalin♪ ・化學 的乃至 ノ・生化學 的 二 観 テ

Squaleneノ 或 ル異性(或 ハ其 ノ同族禮乃至 ハ重

合性物質 ノ如 キモ ノテ多少含有 セル場合 モア リ

得 ル)二 屡 スルモ ノデ アル コ トハ明白 デアルガ、

其 ノ異性膿 ガ化學 的 二構 造的 ノモ ノデデル カ或

ハ立膣的 ノモ ノデ アル カ、又果 シテ異性禮 トス

レバ如何 ナル結合歌態或 ハ型 二属 ス可 キデァル

カノ・省 ホ研究 テ要 ジテ分 明 ス可 キ問題 デアル6

〈3)Squalinハ 試験 管 内二於 テ加熱乾燥死滅 セ

ル或 ハ酒精 二依 リ脱 水 セル結 核菌 二封 シテ其 ノ

菌膿 ノ膨大及穎粒歌攣 化 テ起 スモ抗酸 陞 ニハ著

攣 テ認 メズ。

(4)結 核 菌 ヨ リ分離 シ タ ル 蝋 質、及燐脂膿 二

Squalinヲ 作 用 セ シムル モ、是等 ノモ ノテ溶解

竃セ シムル作用 テ認 メズ
。

(5)死 滅 乾燥結核菌 二Squalinテ 或 ル期間作

用 セ シメタル後=一、Chamberland濾 過 管L,

ニ テ濾過 シタル濾液 ハ、結 核患者 二封 シテ著 明

ナル皮膚過敏性反慮 テ惹起 スル ト共 二、補禮結

合反磨上其 ノ濾液 内 一ハ特 異性著 明 ナル抗元 性

ハ、中 々其 ノ間 二檬 々 ノ複 雑 シタ現 象 ノ起 リ得

ル モ ノト思 バ レル ガ、其 ノ要貼 ハ、急速 二劇甚

二生禮 内 二於 テ登來 スル還 元作用 二蹄著 スル ノ

デア ラウ ト考 ヘ ル。終 リニ、Karrer氏 等 ハ

Squaleneノ 合 成 テ逡 ゲ タ ノデ アル ザ、此 ノ合

成Squaleneハ 目 下 ノ塵 デハ之 テ廣 ク實 用化 セ

シムル程 度 二製 出 スル ゴ トガ甚 グ困難 デアラゥ

ト思 バ レル、又此 ノ合成品其 ノモ ノガ、果 シテ

生化學 的 二優秀 ナル活性 テ示 スヤ否 ヤ ノ問題 モ

甚 ダ興 味 アル コ トデアル ガ、遣憾乍 ラ余等 ハ合

成 ニ ヨルSqualeneテ 入手 スル コ トガ出來 ナィ。

論

物質テ謹明スル コトガ出來ル。

(6)死 滅乾燥結核菌二封スルSqualinノ 作用

ハ、其 ノ被膜物質 テ溶解セ シムルニ非ズシテ、

被膜 ノ緩解 テ促 シ、其 ノ滲透性 テ檜殖 セシメ、

結核菌基質 テ構成 スル物質(菌 蛋白膿或ハ燐…脂

膿蛋 白結合物質 ノ如キ)テ 抽出 セシムル性能 テ

認 ム。

(7)Squalinハ 試験管内二於ケル生結核菌二封

シテ畿育防止的二作用 シ、結核菌 テ弱毒乃至死

滅 二至 ラシメル。而 シテ強毒結核菌ヨリ弱毒乃

至死滅二至ル迄 ノ間二於テ、稀二様々ノ形態 テ

呈スル攣異性結核菌 テ分離培養 スルコトガ出來

ノレo

(8)Squalinハ 如 何 ナル使 用方法 テ探ルモも生

艦 二封 シチ急性 的 ニモ慢 性的 ニモ全 ク毒 性皆無

デ無 害的 ノモ ノデ アル6

-(9)生 膿 二移 入 ゼ ラレタルSqualinハ 、酸化

作 用 テ受 ケ其 ノ酸化物質或 ハ分解的産物 トシテ

腎臓 、氣 管及消化管等 ヨ リ排泄 セ ラル ・モ ノデ

全 ク攣 化 テ受 ケズ シテ排泄 セ ラル コ トハ殆 ドナ

イ。

(10)結 核 患者或 ハ罹患動物 二Squalinテ 注 射

スル コ トニ依 ツテ注射 後一定期 間内其 ノ尿、糞

便、流 血中等 二各種 各檬 二攣異 セル結核菌 テ謹

明 スル コ1トガ出來 ルb.而 シテ是等攣異菌 ラ排泄

スル期 間ハ、Squalinノ 活 性度 ニ ヨヅテ多少相
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異 スルガ、大禮注射後5分 ヨリ70時 間二亙ル。

亦攣異性菌 テ排泄スル卒モ、Squalinノ 活性度

ノ差ニヨツテ甚 グシク相異 テ招來 スル。

(11)Squalinハ 生禮内二於 テ結核菌 二封 シテ著

明ナル生化學的作用テ螢爲 ス。其 ノ結果 トシテ

結核菌ハ生禮内二於 テ極 メテ弱毒性 トナルカ、

或ハ死滅 スル。從 ツテ結核二罹患セル生物膿二

Squalinテ 注射後或 ル期間内二於 テハ其 ノ血液

内ヨリ千差萬態 ノ攣異性結核菌株 テ普通寒天培

地上二分離培養 ガ可能デアル。此 ノ攣異性結核

菌ハ、海猿第1代 接種 ニヨツテハ悉 ク典型的結

核病攣 テ惹起 シナイガ、直接累代接種 』ヨツテ

次第二毒力ラ還元 シテ途 ヒニ典型的結核病憂 テ

惹起 スルニ至ル。又Squalin注 射後、分離培

養 セラレタル攣異性結核菌株ハ、何 レモ大小二

拘 ラズ血清學的反慮二特異性能働力 テ認 ノル。

(12)Squalin注 射後二於 テ、其 ノ流血内二攣異性

結核菌 テ出現 スル機轄ハ、Squalin注 射 ノ爲二

毛細血管壁 ノ滲透性テ檜大 セシムルコトニ兼ネ

テSqualin・ ・結核菌二封 シテ著明ナル特異的

親和性 ト細菌趨向性ヲ有 スル爲 デァル。

(13)Squalinテ 結核罹患動物二注射 セル場合二

剖見上各種 ノ臓器 二非抗酸性多形的 ノ攣異性結

核菌 テ謹明スル。

(14)生化學的二極 メテ優秀ナルSqualinヲ 結

核 二罹患 セシメタル家兎二注射 セル場合二牛型

菌株 テ血管道 ヨリ注射 セルガ如キ最モ強烈ナル

接種感染方法 ヲ探 レルモノーテ封照獣ハ各臓器

二典型的融合性結節 テ殆 ド隈 ナク登生 セルニ拘

ラズ、試獣ハ、肉眼的ニモ組織學的顯微鏡的検

査 ノ上 ニモ、結核性病攣 ラ全 ク認 メズ。然ルニ

是 ト同一種類 ノSqualinテ 結核罹患海狸 二注

射スルニ、殆 ド大多激 ノ試獣 ガ封照獣ヨリモ早

期二艶死 スル。其 ノ原因ハ、Squalinノ 爲二弱

毒攣異セラレタ結核菌二因ル菌血症 ノ爲 デ ア

ル。幸 ヒ三シテ此 ノ菌血症 ラ冤 レ得 タル海猿テ

剖見スレバ、何 レノ臓器 二於 テモ結核病攣ヲ認

メ得ナイ。斯 クノ如 久 家兎 ト海瞑間 トニ於ケ

ル實験的結核 ノ結果 ノ相異 スルゴ トハ、畢寛家

兎 ト海猿 間 二於 ケル結核 二封 スル抵抗力 ノ相異

二基 クモノデ ァル。家 兎 ニ アリテハ、一程度攣

異弱 毒化 セラ レタル結核 菌 ハ、其 ノ自 ラ備 ハル

抵抗 力 ノ爲 二、悉 ク死滅 セ ラ レテ斯 カル モノニ

ヨツテハ毫 モ菌血症等 テ登來 セザル ニ反 シテ、

海猿 ナル モ ノハ、先天 的 二結 核菌或 ハ其 ノ攣異

菌等 二封 スル抵抗 力極 メテ薄弱 ナルガ爲 二、弱

毒 的 ニハ攣異 シテ居 ルガ、恰 モ死物寄生性 菌 ノ

如 クニ登 育力 ガ旺盛 ト攣 化 セ ラ レタル細菌 ノ爲

二、逡 二 菌血症 テ起 シテ 早期 二 発死 スル ニ至

ルモ ノデ アル。Squalinテ 人 禮 二注射 セル場合

ハ、其 ノ有 スル抵抗性 ノ爲 二、結果 ハ實験家 兎 二

於 ケル ト同様 デ、攣異性菌 テ流血 中 二登 生 スル

モ大艦24時 間後迄 ニハ悉 ク死滅 セラ レ人禮 内

二於 テ檜殖 スルガ如 キ コ トハ全 ク認 メ得 ナ ィ。

斯 ルガ故 二余等 ハ實験結核 二海狸 テ使 用 スル ト

云 フコ トハ、往 々ニ シテ吾人 ノ正 當 ナル判断力

ヲ暗晦 ナ ラ シメル コ トガ アル ト信 ズルモ ノデ、

人類 ノ結核 ガ海狸 ノ實験 ニヨツテ成 立 シ得 ナ イ

コ トガ多 イ ト云 フコ トテ痛切 二感 ズル。

(15)生 化 學的='優 秀 ナルSqualinテ 分 取 スル

主要貼 ハ、一定度酸化(自 然的或 ハ人爲的)機 構

ノ進展 セル原油或 ハ既 二製 出 セ ラレタルSqu-

aleneテ 選 ブ コ トデ其他蒸溜操作 法 二於 ケル細

心 ナル注意 モ必要 デ アル。例 ヘバ、加熱 ノ具合 、

減歴 ノ程度、導 入瓦斯 ノ速度等 デ ア ル。Squ・

alinニ ー 定度 ノ紫外線 テ照射 セ シメ或 ハ之 テ活

性炭 素 テ用 ヒテ塵理 スル コ トニ ヨツテ其 ノ優 秀

性 テー層助長 セ シムル。

(16)Squaleneテ 含 有 スル鮫 油或 ハ既 二分取 セ

ラレタルSqualene二 封 シテ強激 ナル酸化作用

テ施 セル場 合、即 チ開放式鎖状結合 化合物 ノ状

態 ヨリ構 造的 二異性化 セ ラレテ環 式化 合物 ノ状

態 トナ レルモ ノニ ア リテハ、其 ノ生 化合的性能

ガ減弱乃至浦滅 スル ノミナ ラズ、斯 カル モ ノハ、

之 テ生膿 二注射 テ施 セバ、 強烈 ナル組織反慮 テ

現 ハ シテ寧 ロ多少 トモ有 害有毒性 トナル。

(17)Squalinテ 強 度 二酸化 セ シメテ生成 セ ラル

ル分解 的産物 ニテ低沸貼 テ示 セルモ ノハ、悉 ク
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生化學的 二有利 ノ作 用 テ認 メズ。 多 クハ吸牧 性

モ甚 ダ不良 デ アル。

(18)Squalin内 二爽i雑 シテ蒸溜 セ ラル ・惧 レプ

ル「コ レステロール」及其他高級 「アル コール」ノ

類 ハ、余等 ノ所謂生化學 的性能 上 ニノ・全 ク無 關

係 ノモ ノデ アル。

(19)或 ル種 ノ鮫 油 中 ヨ リ得 ラル ・低 沸1ヲ 示 ス

Pristane,Zameneノ 如 キ炭化水 素 モ亦生化學

的 ニハ何等著 明 ナル作用 ヲ有 スルモ ノニ非 ズ。

20)Squali・nヨ リ誘 導 セ ラル ・各種 ノ飽和 性化

合物 二於 テハ、何等 ノ生化學 的性能 テ認 メ得 ナ

イ。

(21)Squalinテ 分 取 スル方法 ノ中、最 モ生化學

的 二性能 二富 メルモ ノハ、減墜蒸溜法 ニヨ レル

モ ノデ、次 デ過熱 蒸氣蒸溜法 トス6最 モ低劣 ナ

ル性能 テ有 スルモ ノハ、不蒸溜法 二檬 レル モ ノ

テ アル。過熱蒸溜 法及 不蒸溜法 二稼 レルSqualin

ノ・其 ノ分取 當初 ヨリ、減墜蒸溜法 ニヨ レルモ ノ

ノ・之 デー定度酸化 セ シムル コ トニ依 ツテ、何 レ

モ血色素 ノ燭媒 ニ ヨツテ「グアィアック」酸青 テ著

明 二現 ハ ス。之 テ余 等ハ血色素謹 明上 ノ 「スク

ア リン、グ ァィアック」丁幾反慮(Squalin-guaiac-

Probe)ト 唱 ヘル。

(22)多 数 二行 ヘル比較 實験 ヨリ其 ノ物理學的性

封犬ヲ基調 トシタルSqualinノ 性 能1ノ翻 舌ノ、次

ノ通 リデアル。

(a)比 重 ノ増加 ハ屈折卒 ノ壇加 二件 ハザルモ ノ

帥 チ其 ノ屈折李 ガ壇 加 スル モ比重 ガ相封的 三壇

加 セザル或 ハ其 ノ反封 二比重 ガ壇加 スルガ其 ノ

割 合 二屈折率 ガ増加 セザ ルガ如 キSqualinハ

生 化學 的 二最 モ優秀 デアル。

(b)比 重 ト屈折卒 ガ共 二檜加 スル モ ノモ生化學

的 二見 テ活性 ノ優秀 ナルモ ノデアル。

(C)張 激 ナル酸化作用 ヲ施 セル結 果著 明 ナル比

重及屈折卒 ノ檜加 ラ示 セル ガ如 キSqualinハ

生 化學的 二有利 ナル作 用 テ認 メズ。 吸牧 性極 ノ

テ不良 ニ シテ寧 ロ多少 トモ有害有毒性 テ示 シテ

來 ル。

(d)減 駆 蒸溜 法 ニ ヨツテ分 取 セル場合 二於 ケル

屈折傘(n碧)1.4960比 重(d響)0・8560以 上 ノモ

ノニ非ザ レバ絡 ジテ活性 皆無 ナル カ或 ハ僅微 デ

ア ルo

(23)Squalinノ 生化學 的性能 ハ、鮫 ノ種 屈 ニ ヨ

ツテモ多少 ノ相異 ヲ認 メル。一般 二Squalene

ノ含 有 量 ノ多 イ鮫 油ハ、生化學的性能 二富 ンデ

居 ル。鮫 油 ヨ リSqualinテ 分 取 シタル残油 ハ、

全 ク生化學的 二無能 的 ノモ ノデアル。

(24)鮫 油 或 ハSqualene二 種 々 ナル還元 性物質

テ添加 シテSqualinテ 分 取 スル モ、毫 モ生化

學 的 二優秀 ナル モ ノテ得 ズ。

(25)余 等 ハ生化學的 二活性化 セ ラ レタルSqu-

alene即Squalinナ ル モ ノ ・性能 テ定 ムル標準

トシテ次 ノ如 キ 事實 テ圭 ナル 基 本的根殊 トシ

タ。

(a)生 禮 及試験 管 内二於 ケル還元作 用 ノ遅速、

強弱。

(b)結 核 罹患 生禮 二注射 セル場合 ノ尿 、血液 及

糞 便 中二於 ケル攣 異性結核菌 ノ出現及分離培

養 ノ能否。

(c)動 物 及試験 管 内二於 ケル結核 菌登 育防止 ノ

程 度或 ハ有無等 デ ァル。

(26)Squalinガ 生 化學 的 二性能 テ現 ハ ス コ ト

ハ、結 局Squaleneノ 或 ル異性艦 ニ ヨルモノ ト

思 ハ ル ・ガ、純化學 的 二見 テ、Squalene二 異

性艦 ノ有 ル無 シバ別 箇 ノ問題 トスル モ、余等 ハ

之 テ生化學的 ノ立場 ヨリ論 ズ レバ、 明 カニ異性

禮 ノ混在 シ來 リ得 ル場 合 ノアル コ トハ確實 デ、

此 ノ異性禮 ガ化學 的 二構 造的 ノモ ノニ非 ズ トス

レバ、Squaleneハ 「ファルネ ゾー ル」ヨ リ合成 セ

ラル ・コ トガ確實 デ且ツ 「フフル ネ ゾー ル」ノ異

性盟 ノ立膿型 ノ組 ミ合 セハ理論 上10種 トナル

筈 デアル カラ、是等 異性罷 中 ノ何 レカ ぐ最 モ優

秀 ナル生化學的性能 テ呈 スル原動力 ト云 ツテヨ

カ ラウ。

(27)合 成 的Squaleneナ ル モ ノガ、果 シテ生化

學的 二優秀 ノモ ノデ アル ヤ否 ヤハ今後 ノ研究 二

待 ツ可 キモ ノデアルガ、化墨 的 二軍 二組成 ザ同

様 トスルモ、其 ノ生化學 的性能 二到 ツテハ、 極
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メテ複雑性 ラ帯ベル玄妙不可思議 ノモ ノナルガ

故 二豫断ハ許 サレナィ。

(昭和12年1月30日 了稿)
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